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口絵 1

1 富田細田・富田宮下遺跡周辺の地形（後方、赤城山）

2 富田細田・富田宮下遺跡周辺の地形（右上方、荒砥川）
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口絵 3

富田宮下遺跡A区の調査

2 富田宮下遺跡B区の調査



口絵 4

1 宮下遺跡c区16号住居出土土器 2 宮下遺跡c区77号住居出土土器

3 宮下遺跡c区12号住居出土土器 4 宮下遺跡c区14号住居出土土器

5 宮下遺跡A区6号住居出土土器 6 宮下遺跡c区20号住居出土土器

7 宮下遺跡c区60号住居出土土器 8 宮下遺跡c区36号住居出土土器



序

上武道路は、 一般国道17号バイパスの一環として、埼玉県の深谷バイパスから前橋市田口

町の現道に接続する道路として計画されました。平成元年には前橋市今井町の国道50号まで、

平成17年には富田町までの区間が開通・供用されており、国道17号の交通混雑緩和に寄与す

るとともに沿線地域の生活道として活用されています。

上武道路の通過する地域は、本県でも有数の埋蔵文化財が分布しています。このため、道

路建設工事に先立って埋蔵文化財の記録を後世に残すための発掘調査が昭和48年度より群馬

県教育委員会および当事業団によって行われてまいりました。更に、平成11年度からは前橋

市今井町の国道50号以北の発掘調査に着手し、記録保存の措置が取られました。

本書は、平成11年4月より翌年の平成13年3月にかけて発掘調査を行いました前橋市富田

町所在の縄文時代から中・近世にかけての複合遺跡である富田細田遺跡・富田宮下遺跡の報

告書です。平安時代の2面の水田跡、 120軒に及ぶ竪穴住居など当地域の歴史的発展を知る上

での貴重な資料が報告されています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、国土交通省関東地方整備局（旧建設省関東地方建設

局）、同高崎河川国道事務所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者等から、

種々、ご指導・ご協力を賜りました。今回、報告書を上梓するに際し、これらの関係者の皆

様に衷心より感謝の意を表し、併せて、本報告書が群馬県の歴史を解明する上で、広く活用

されることを願い序とします。

平成18年12月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋勇夫
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1.本書は、一般国道17号（上武道路）改築工事に伴い、事前調査された富田細田遺跡 ・富田宮下遺跡の発

掘調査報告書である。本遺跡は旧石器時代から中 ・近世までの複合遺跡である。遺跡の立地や種別、遺構

の種類を考慮して、本書は富田細田遺跡と富田宮下遺跡で調査した縄文時代以降の遺構・遺物について報

告する。なお、旧石器時代の成果については別途報告を予定している。

2.本遺跡は、群馬県前橋市富田町に所在する。発掘調査区は、富田細田遺跡が富田町297-l. 306-1~ 

3 • 309 • 310 • 312 • 313 • 2001 • 2003~2008 • 2019~2031 • 2032-2 • 2033番地他、富田宮下遺跡が富

田町298-1 ~2 • 299 • 303~305番地他である。

3.事業主体

4.調査主体

5.調査期間

6.調査組織

7.整理主体

8.整理期間

9.整理組織

整理担当

国土交通省関東地方整備局高崎河川国道事務所（調査時、建設省関東地方建設局高崎工事事務所）

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

富田細田遺跡

富田宮下遺跡

管理・指導

事務担当

事務担当

財団法人

管理 ・指導

事務担当

平成11年4月1日～平成13年3月31日

平成11年8月2日～平成13年3月31日

菅野 清、小野宇三郎、赤山容造、住谷 進、神保侑史、水田 稔、

真下高幸、小山友孝、坂本敏夫、笠原秀樹、小山建夫、須田朋子、吉田有光、

柳岡良宏、岡嶋伸昌、森下弘美、片岡徳雄（事業団職員）

大澤友治、吉田恵子、並木綾子、今井もと子、内山佳子、若田

吉田

飯塚卓二、中沢

山村英二、久保

悟、坂口

学、石田

萩原利通、矢崎俊夫、萩原

石井

今井もと子、内山佳子、若田

狩野真子、松下次男、吉田

ー、児島良昌、根岸

誠、

佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、狩野真子、松下次男、浅見宜記、

茂、蘇原正義（事業団補助員）

仁、津島秀章、新井英樹、

真、西原和久、徳江秀夫（事業団職貝）

黒沢はるみ、小宮山達雄（事業団嘱託員）

群馬県埋蔵文化財調査事業団

平成15年4月1日～平成18月6月30日

小野宇三郎、高橋勇夫、住谷永市、木村裕紀、神保侑史、津金澤吉茂、

勉、右島和夫、中束耕志、西田健彦、相京建史

植原恒夫、丸岡道雄、宮前結城雄、笠原秀樹、園定 均、竹内 宏、高橋房雄、

清、須田朋子、吉田有光、斉藤恵利子、柳岡良宏、佐藤聖行、清水秀紀、

今泉大作、栗原幸代、阿久澤玄洋、田中賢一（事業団職員）

誠、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、

茂、武藤秀典（事業団補助員）

山村英二（平成15年度、現、富岡市立商瀬小学校教諭）

徳江秀夫（平成16~18年度）

10.本書作成の担当者は次の通りである。

編

執

集

筆

山村英二•徳江秀夫

第1章第 1節 矢口裕之



第1章第2~ 5節、第2• 3章、第4章4~7節、第6章第 1節の一部・第2節 山村英二

第4章第 1~3、4~7節（各遺構所見の項） 8 節、第 6 章第 1 節の一部・第 3 節•第 4 節

徳江秀夫

遺物観察表 山村英二（富田細田遺跡出土遺物）

徳江秀夫（富田宮下遺跡出土遺物）

大西雅弘（富田細田遺跡 ・富田宮下遺跡出土陶磁器の産地 ・年代）

遺構・遺物観察指導、助言

中沢悟、石坂茂、女屋和志雄、原 雅信、飯田陽一、大木紳一郎、藤巻幸男、小島敦子、

木津博明、大西雅広、津島秀章、新井英樹（事業団職員）

遺構写真各発掘担当者

遺物写真 佐藤元彦（事業団職員）

保存処理 関 邦ー（事業団職員）、士橋まり子（事業団嘱託員）、小材浩一（事業団補助員）

遺構 ・遺物図面整理、図面作成等

黒沢はるみ（事業団嘱託員）、高橋裕美、掛川智子、湯浅美枝子、武永いち、牧野裕美、

小菅優子、嶋崎しづ子、高橋初美、田中富美子、土‘田三代子、狩野芳子、須藤 藍、

八峠美津子（事業団補助員）

器械実測 富沢スミ江、伊東博子、岸 弘子、廣津真希子、田中精子、酒井史恵（事業団補助員）

11.石器・石製品の石材同定については飯島静雄氏（群馬県地質研究会会員）にご教示を得た。

12.委託関係

火山灰、プラント・オパール分析 株式会社古環境研究所

炭化材樹種同定株式会社パレオ・ラボ

遺構・遺物トレース 株式会社測研

13.富田細田遺跡・富田宮下遺跡の出土遺物と記録資料の一切は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団で

管理し、群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

14.本書作成にあたっては、次の方々に指導と助言を賜った。記して感謝の意を申し上げる次第である。

群馬県教育委員会前橋市教育委員会 地元関係者各位 井上唯雄、鹿田雄三、前原 豊、倉品敦子

（順不同。敬称略）

凡 例

1.挿図中に使用した方位は、座標北を表している。座標系は、日本平面直角座標系（国家座標）第1X系で、

本遺跡の起点座標値は、 X=42,100m、Y=-61,200mである。

2.遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位は、 mを用いた。

3.遺構の位置を示すグリッドの表記は、その遺構が掛かるグリッド名をすべて示した。

4.遺構名称は、富田細田遺跡 ・富田宮下遺跡で、それぞれの調査区毎・遺構の種別毎に通し番号を付した。

調査時に付した番号をそのまま使用したため欠番が生じている。



5.遺構図で使用した北方位はすべて心北を示している。

6.遺構・遺物実測図の縮尺率は、原則として下記のとおりとし、各図にスケールを入れた。

遺構 竪穴住居1: 60 窮詳細図 1 : 30 掘立柱建物跡 1: 60 井戸・土坑．溜井 1: 60 

溝 1 : 100 水田跡1: 400 

その他の遺構、及び概念図・全体図については、逐一縮尺率を示した。

遺物 土器・陶磁器1: 3 古銭 1: 1 石製品 1: 2、1: 3 板碑・石塔 1: 6 

同一実測図中に縮尺率の異なる図を併載した場合は、図右下にそれぞれ縮尺率を記載した。

遺物実測図の中軸線の一点鎖線は回転実測、実線は直接実測を表す。

7.写真図版の遺物の縮尺率は自在であり、遺物図の縮尺率とば必ずしも一致しない。

8.遺構の方位は、北を基準に傾きを計測した。東に傾いた場合、 N-0°-Eというように示した。

9.竪穴住居の面積は、住居の上端をプラニメーターを用いて 3回平均値で測定した。なお、冠を持つ住居

では寵を含めていない。

10.本書では、テフラの呼称として下記の略語を用いる。

テフラ等の名称 略語 降下年代

浅間A軽石 As-A 1783年（天明3年）

浅間B軽石 As-B ll08年（天仁元年）

榛名ニツ岳渋川テフラ Hr-FA 6世紀初頭

浅間C軽石 As-C 4世紀初頭

11.本書の図版に使用したスクリーントーンは、次のことを示す。下記以外は図版毎に凡例を示す。

遺構図焼土［口□□］ 炭化物 □□□□］ 粘土□□ロコ 灰 □筐三気〗
... ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • 

遺物図磨面

12.水田面積の計測は、畦畔の下端で求め、 3次元測定機 (3SP)で計測した。

13.本書で掲載した地図・写真は、下記のものを使用した。

第1図 国土地理院発行地勢図 1 : 200,000「長野」 「宇都宮」

第2• 8図 国土地理院発行地形図 1 : 25,000 「大胡」

第 4 左• 7図前橋市発行現形図38• 47 • 57（昭和49年測図）

第4右図前橋市発行現形図38• 47 • 57（平成10年測図）

第6図 『群馬県史」通史編 1付図を簡略化した『荒砥上ノ坊遺跡 I』第5図を修正して使用

第9図 「荒砥宮田遺跡I』第9図を転載

第466図 群馬県立文書館所蔵 「壬申地券地引絵図』富田村の一部を使用

写真図版PL1 国土地理院発行の空中写真
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第1章発掘調査の方法と経過

第1節発掘調査に至る経緯

建設省（現、国土交通省）関東地方建設局と群馬県

教育委員会及び前橋市教育委員会は、一般国道17号

（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財調査の実施に

関する事前協議を重ね、建設省関東地方建設局長と

群馬県教育委員会教育長並びに群馬県埋蔵文化財調

査事業団理事長は、 1999（平成11)年4月1日に「一

般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財調

査（その 1)の実施に関する協定書」を締結し、今井

道上II遺跡～萱野II遺跡に至る上武道路建設に伴う

埋蔵文化財発据調査事業の実施計画を決定した。

この協定を踏まえて同日に関東地方建設局長と群

馬県埋蔵文化財調査事業団理事長は、 1999（平成11)

年度の発掘調査受委託契約を締結し、富田細田、富

田宮下、富田西原遺跡を調査地とする上武道路関連

の埋蔵文化財発掘調査がスタートした。

なお、一般国道17号（上武道路）改築工事7-2エ
事区域は、同様にして国土交通省関東地方整備局と

群馬県教育委員会及び前橋市教育委員会による事前

協議を行い、 2001（平成13)年度に群馬県教育委員会

文化財保護課が事業地内の試掘・確認調査を実施し

た。

これに基づいて国土交通省関東地方整備局長と群

馬県教育委員会教育長並びに群馬県埋蔵文化財調査

事業団理事長は、 2002（平成14)年4月1日に「一般

国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財調

査（その2)の実施に関する協定書」を締結し、上武

道路7-1工事区に引き続き萱野II遺跡～上泉唐ノ

堀遺跡に至る埋蔵文化財発掘調査事業を実施した。

゜
l :40000 20km 

第 1図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡の位置
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第2図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡のグリッド設定図
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第3図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡の調査区設定図
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第1章 発掘調査の方法と経過

第2節発掘調査の方法

1 調査区の設定

発掘調査区は、前橋市富田町に所在する。富田細

田遺跡の調査区は第3図に示したよう現在の道路・

水路で分けて、南南東から北北西に向かって、 A・

B・C・D・E区と呼称した。富田宮下遺跡の調査

区でも、現在の道路・水路で分けて、南からA・B

・C区と呼称した。

2 グリッドの設定

遺構・遺物等の記録については、国家座標第1X系

を用いたグリッド設定を行い、測塁図化した。国家

座標（旧座標）第1Xの原点は、北緯36゚00'00”、東経

139゚50'00”（千葉県野田市）である。本遺跡の起点

座標値（13A-1グリ ッド）は、 X=42,100、Y=-

61,200である。

グリッドの設定にあたっては第2図のよう前橋市

今井町から上泉町にいたる上武道路路線上に1,000m

四方の大グリッドを設定した。富田細田・宮下の両

第1表 上武道路発掘調査遺跡一覧(7工区その 1)

遺跡は大グリッド4に含まれる。次に大グリッドを

100m四方の区画に区切り中グリッドとし、南東隅

から 1から100までの呼称とした。さらに、この中

グリッドを一辺5m四方で等分し、この区画をグリ

ッドとした。区画の呼称方法は、中グリッドの南東

隅を起点としてX軸は南から北へ算用数字の 1から

20を、 Y軸は東から西ヘアルファベットのAからT

を用いた。

3. 調査の方法

(1)表土掘削及び火山灰．洪水砂等の遺構面被覆層

の除去は、調査の効率化を図るため、大型掘削機械

で行い、排土の運搬についてはダンプトラックとキ

ャタピラー式のクローラーダンプを使用した。

(2)遺構の名称は、調査区ごと、遺構の種別ごとに

通し番号を付した。遺物の取り上げに際しては、遺

構単位、グリッド単位を基本とし、現位置をとどめ

るものについては、その都度番号を付し、図面上に

記録した。報告においても調査時の呼称を踏襲した

ため欠番が生じている。

遺跡略号 遺跡名 調査区 調査担当者 調査期間

J K36B 今井道上11遺跡 飯塚卓ニ・小島敦子・今泉晃•佐藤理重 13. 4. 1~14. 3. 31 

未収地 洞口正史・新井英樹 14. 6. 1~14. 9. 10 

J K37 荒砥北二木堂11遺跡 1区 新倉明彦・亀山幸弘・（小宮山達雄） 12. 4. 3~12. 9. 30 

2区 飯塚卓ニ・小島敦子・今泉晃•佐藤理重 13. 4. 1~14. 3. 31 

3区 石塚久則・小島敦子•関根慎ニ・金子伸也・池田政志・金井仁史・今泉晃 12. 4. 3~13. 3. 31 

・（前田和昭）

J K38 荒砥北原1I遺跡 1区 小島敦子・今泉晃 13. 4. 1~14. 3. 31 

2 • 3区 小島敦子•関根慎ニ・池田政志・金井仁史・今泉晃・（前田和昭） 12. 4. 3~13. 3. 31 

J K39 荒砥前田1I遺跡 1区 小島敦子・今泉晃 13. 4. 1~14. 3. 31 

2 • 3区 石塚久則・小島敦子•関根慎ニ・金子伸也・池田政志・金井仁史・今泉晃 12. 4. 3~13. 3. 31 

・（前田和昭）

4区 田村公夫・今井和久•平方篤行・岡部豊 14. 7. 1~15. 2. 4 

J K40 富田細田遺跡 A~D区 児島良昌・津島秀章・山村英二 11. 4. 1~11. 9.30 

E区 徳江秀夫•新井英樹 11. 4. 1~13. 3. 31 

J K41 富田宮下遺跡 飯塚卓ニ・児島良昌・津島秀章・山村英ニ・久保学・石田真・西原和久・ 11. 8. 2~12. 3. 31 

（黒澤はるみ ・小宮山達雄）

中沢悟・坂ロー・徳江秀夫・根岸仁•新井英樹・西原和久 12. 4. 3~13. 3. 31 

J K42 富田西原遺跡 女屋和志雄・安藤剛志•青木さおり 11. 9. 1~12. 3. 31 

J K43 富田高石遺跡 飯塚卓ニ・女屋和志雄・安藤剛志 12. 4. 3~13. 3. 31 

未収地 女屋和志雄・青木さおり 13. 4. 1~13. 9. 30 

未収地 洞口正史•新井英樹 14. 4. 1~14. 7. 5 

J K44 富田漆田遺跡 飯塚卓ニ・女屋和志雄・木津博明・児島良昌•田村公夫・安藤剛志 12. 4. 3~13. 3. 31 

旧石器 女屋和志雄・木津博明•吉田和夫•青木さおり 13. 4. 1~14. 3. 31 

未収地 洞口正史•新井英樹 14. 4. 1~14. 5.15 

J K45 富田下大日遺跡 木津博明・児島良昌・田村公夫 12. 4. 3~13. 3. 31 

木津博明•吉田和夫 13. 4. 1~14. 3. 31 

J K46 江木下大H遺跡 女屋和志雄・洞口正史・木津博明・吉田和夫・新井英樹・裔柳弘道・青木さおり 13. 4. 1~14. 3. 31 

未収地 洞口正史・新井英樹 14. 8. 1~14.10. 25 
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(3)遺物の注記は、遺跡略号、調査区名、調査面、

遺構名またはグリッド名などを記入した。

(4)測量については、水田遺構は、業者委託し、気

球による航空測量を実施した。他の遺構測量につい

ては、業者、作業員に指示し、平板測量を行い、 1

/20、1/40、1/100縮尺図を作成した。

(5)作成した遺構実測図には、遺構名・実測図名・

縮尺・実測者名・レベル高・ベンチマークの高さ・

作成年月日を記入し、調査区・調査面・遺構単位で

1枚ごとに通し番号を付した。

(6)写真撮影には、 35mm版と 6X 7インチ版カメラ

のモノクロフィルムとリバーサルフィルムを使用し

た。水田跡の全景写真撮影は、気球による空中写真

撮影を行った。

(7)撮影したフィルムは現像処理し、モノクロはベ

夕焼きを行った。べタ焼きはネガ検索台紙に調査区、

調査面、遺構ごとに貼り付け、撮影対象・撮影方向

•撮影日・フィルム番号を記録した。 リバーサルフ

ィルムはコマごとに遺跡名・撮影対象・撮影方向・

撮影日を記入し、通し番号を付した。

(8)富田細田・宮下遺跡ともに自然科学分析を実施

した。その分析結果は第 5章に掲載した。

第3節発掘調査の経過

1 遺跡名について

調査を開始するに当たり、遺跡の命名については

群馬県埋蔵文化財調査事業団の方針に則り、遺跡地

の大字名である富田町の「富田」に各々の小字名で

ある「細田」・「宮下」を付し、「富田細田」・「富田

宮下」遺跡とした。

とごろで富田宮下遺跡の一部、 B区については

1980（昭和55)年に前橋市教育委員会が、前橋市土

地改良事業実施地区（富田南部）ならびに新農業構造

改善事業実施に係わる調査を実施した時の調査区と

一部が重複している。その時の遺跡名称は、富田遺

跡群中の「宮下遺跡」である。先行調査歴を踏まえ

れば、本調査区については宮下遺跡の別地点として

遺跡名を命名するべきであった。本報告にあたり、

第3節発掘調査の経過

事業時の名称を改訂すべきとも考えたが、発見届け

をはじめとした事業団取り扱い文書の一切において

「富田宮下遺跡」の名称を使用したこともあり、今

回は表記遺跡名で報告する。しかしながら「宮下遺

跡」と「富田宮下遺跡」の両者は、調査の調査内容、

立地等の点からみても明らかに同一の遺跡である。

2 富田細田遺跡

本遺跡の調査は、調査担当 3名で、平成11年4月

上旬から調査準備に入った。4月15日より、調査区

を設定し重機による表土掘削作業を開始した。調査

事務所は、調査区内(C区北部）に設けた。調査は、

まず、富田細田遺跡A区から開始し、順次、 B区、

c区、 D区と進めていくことにした。

4月19日から作業員を入れて本格的な調査をA区

で開始した。A区では表土掘削後に鋤簾による精査

作業を行ったが、遺構は確認できなかった。更に 2

箇所においてトレンチ試掘調査を行い、土層断面を

観察したが、遺構は確認できなかった。A区西側約

180mの箇所で女堀跡を現地形で確認することがで

き、 A区においても女堀の検出が予想された。しか

し、 A区は荒砥川の氾濫原のため砂層や砂礫層が厚

＜堆積していて、女堀の遺構は確認できなかった。

B区でも同様に2箇所においてトレンチ試掘調査を

行ったが、遺構は確認できなかった。

5月10日にC区でトレンチ試掘調査を行い、土層

中にAs-B軽石層と古代の洪水層を確認し、少なく

とも 2面の調査が必要であるとわかった。5月11日

からC区南半分で重機による表士掘削作業を行った。

5月12日から第 1調査面のAs-B下水田跡の精査作

業を行った。南北方向と東西方向に走る畦畔を確認

した。C区西部では中世から近代まで使用された溝

3条を発見した。また、 C区南東部で掘立柱建物跡

1棟を確認した。また、 As-B混土で埋もれた数条

の溝を確認した。6月3日に業者に委託し、空中写

真撮影と航空測量を実施した。

6月8日からC区南半分で第2調査面に着手した。

As-B下黒色粘質土（耕土）とその下位に堆積する洪

水砂層を重機によって除去した。洪水砂層下からは

5
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水田跡を確認した。 また、洪水砂で埋もれた溝•土

坑を確認した。 7月23日に空中写真撮影と航空測量

を実施した。7月28日に基本土層断面の実測と注記

を行った。

富田宮下遺跡B区に調査事務所を移転した後、 8

月9日から C区北半分の表土掘削を開始した。8月

23日から鋤簾による精査作業を再開した。C区南半

分で確認した中世から近代までの溝の続きやAs-B

下水田跡を確認した。9月14日に空中写真撮影と航

空測量を実施した。

9月16日から第2調査面の洪水砂層下水田跡の精

査作業を行った。9月28日には業者に委託し、自然

科学分析の試料採取を行う 。9月30日に空中写真撮

影と航空測量を実施した。

空中写真撮影後、 C区で10m四方のグリッドを 5

箇所に設定し、第3調査面のAs-C混水田跡等の確

認作業を試みた。南側でAs-Cに覆われた粘質土を

確認したり、北側で古代の洪水層に覆われた粘質土

を確認したが、第3調査面では水田跡等は確認でき

なかった。10月19日にC区の調査を終了した。

12月9日からD区の調査を開始した。D区ではC

区の調査からAs-B下水田跡等の遺構の存在が予想

された。効率的に調査を進めるためD区ではトレン

チ試掘調査を行った。東西南北の各壁で土層断面を

実測し、写真撮影を行った。土層断面でC区で確認

した中世以降の溝の続きを確認した。As-B下に黒

色粘質土が堆積していて、水田耕土として利用され

た可能性が高いと言える。しかし、古代の洪水層の

堆積は認められず、 C区で確認した洪水層下水田跡

は確認できなかった。

E区については用地買収後、 2000（平成12)年度に

調査を行った。11月27日から表土掘削作業を開始し

た。第1調査面でAs-B下水田跡を確認した。12月

5日に航空測量を実施した。

12月7日からC区の洪水層下に相当する第2調査

面に着手した。 12月13日に空中写真撮影と航空測量

を行った。

12月15日からAs-B層とAs-C混土層間の第3調

第3節発掘調査の経過

査面に着手した。溝5条と土坑l基を確認した。

平成13年1月13日には下位面の調査を進め、 E区

の一部で畠の痕跡を確認した。畠跡の精査作業で耕

作時のサクの痕跡を確認した。

1月22日からAs-C混上上面・下面の調査を開始

した。2月6日に第3調査面以下の空中写真撮影と

航空測星を実施した。2月20日に調査を終了した。

3 富田宮下遺跡低地部

宮下遺跡A区の調査は、平成11年6月29日から開

始し、重機による表士掘削作業を行った。 A区低地

部では8月9日から第 1調査面、 As-B下水田跡の

確認作業を行った。

第1調査面では、 As-B混土で埋もれた溝9条と

溜井2基を確認した。更にAs-B下水田跡を確認し

た。 As-B下水田跡は畦畔の残存状況が悪く、南北

方向で水田面の高低差を確認する程度であった。9

月1日に空中写真撮影と航空測量を実施した。

富田宮下遺跡A区ではその洪水層が認められず、

洪水層下水田跡はないと判断した。10月12日からAs

-c混土の上面・下面で遺構確認作業を試みた。鋤
簾による精査作業を行ったが、遺構は確認できなか

った。11月18日に空中写真撮影を行い、 A区低地部

の調査を終了した。

4 富田宮下遺跡台地部

本遺跡台地部の調査は、諸準備の後、平成11年5

月20日にB区の調査区を設定し、調査担当 2名で開

始された。

調査は、 B区北端の調査事務所設営部分を先行し

て実施した。表土の掘削・除去、土層の確認を実施、

6月16日から当該部分の旧石器調査を開始、 7月中

旬でこれを終了した。

また、 7月中旬からはC区の表土掘削・除去を開

始、合わせて遺構確認作業を開始した。 8月に入り、

遺構確認調査を本格的に開始した。調査は道路状遺

構の検出を皮切りに調査区北側から南西部分に向か

って進めた。以後C区の調査は11月中旬まで継続し

た。遺構確認作業の結果、調査区の北端、主要地方

道藤岡大胡線寄りの25m幅部分は、縄文時代以降の

7
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土層が削平されていることが確認されたため、 8月

下旬から10月下旬まで旧石器の試掘調査を行った。

10月に入ると調査体制は 5人となり、 12日からA

区台地部分と B区調査事務所以南の表土掘削、遺構

確認作業を開始、 10月22日からはA区の遺構調査を、

11月9日からはB区の調査を開始した。B区の調査

は2月10日に空中写真の撮影後、細部の掘り下げ、

測量を済ませ終了した。

12月以降は調査体制が7人となる中、 A・B区と

も旧石器の試掘調査と並行して諸遺構の調査を実施、

3月末までにB区全体と A区44グリッド11ライン以

南について調査を終了した。

2年次の調査は、平成11年4月5日に再開した。

4月12日からはC区の上坑、柱穴を中心とした遺構

確認調査を継続して進めた。また、竪穴住居等の調

査を継続して進めた。

5月25日からは用地買収の進展を待っていたA区

44号グリッド11ライン以北の表土掘削・除去を行っ

た。

6月19日からは、用地買収が終了したB区44-T

-4グリッド周辺の小対象地の調査を行い、 8月4

日に作業を完了させた。

8月8日からはA区44グリッド11ライン以北の遺

構確認作業を開始、 15号・ 16号溝をはじめとする遺

構検出作業を進め、 10月24日の空中写真、その後の

測量作業を経て11月21日に上面の調査を終了した。

c区では76号住居周辺における地割れ等の検出作
業と亜行し、 10月10日から北側部分で旧石器の試掘

調査を開始した。以後、平成12年度下半期は旧石器

調査が主体となった。C区の旧石器調査は、 3月20

日まで継続した。A区44グリッド11ライン以北の旧

石器調査は平成13年1月15日から 3月8日までの間

実施した。

3月20日には各調査区の埋め戻しを完了、調査対

象地を旧状に覆した。

記録類、用具類の整理後、 3月28日に調査事務所

の撤収、 3月29日に富田宮下遺跡に係わる調査の全

てを終了した。

なお、平成12年9月30日には一般県民を対象とし

た現地説明会を実施した。

第4節 「調査面」と「面」

富田細田遺跡・富田宮下遺跡低地部の調査区は、

現有道路や用水路を挟み、各調査区の様相は様々で

ある。本報告では、重層的に確認された遺構「調査

面」を層序・遺物等から検討して時期の分離を行い、

「面（第 1~ 6面）」ごとに記載している。ただし、富

田細田遺跡A・B区については、調査対象となる時

代の遺構が確認できなかったため、下記の表には記

載していない。 なお、ここでいう「調査面」「面」

は以下の通りである。

「調査面」：調査工程上、実際の調査に関わる確

認面。火山灰層や洪水層等を鍵層とし、旧地表面が

純粋に鍵層に覆われている地点もあるが、地点によ

っては上面からの遺構の掘り込みが認められる。そ

のため複数の時期の遺構が同時に確認されている。

第2表 富田細田遺跡・富田宮下遺跡低地部遺構確認面対照表

調査面 面 時代・時期
富田細田遺跡 富田宮下遺跡

c区 D区 E区 A区低地部

1面 第 1面

靡
中・近世 掘立柱建物、 溝 溜井、溝

土坑、溝

ぼ直 以 古代末 復旧溝
降
～中世

第 3面 平安時代 As-B下水田 As-B下水田 As-B下水田 As-B下水田、溝

2面 第4面 悶 奈良～ 土坑、ピット、 溝

平安時代 1 溝

戸 塁 奈良～ 洪水層下水田 土坑、擬似畠

平安時代2

3面 第 6面
乱
古墳時代 遺構なし 遺構なし 遺構なし 遺構なし
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「面」：「調査面」で確認された遺構の時期を検討

し、「調査面」からの分離を行った。報告では新し

い時期から古い時期に向かって、第 1面から第6面

までの数字を設定した。各「面」は、同時性が確認

できる場合もあるが、多くはある程度の時間幅があ

り、その幅も一定ではない。

「調査面」「面」の対応関係は第 2表の通りであ

る。

第 5節基本土層

表土及び排除する土層を堀削するたびに土層の堆

積状況を観察した。その結果、本遺跡周辺は圃場整

備のため、調査区でAs_A軽石は、現耕作土に鋤き

込まれていた。第5図は、富田細田遺跡と富田宮下

遺跡（低地部）の基本土層をまとめて模式図にしたも

のである。なお、富田細田遺跡と富田宮下遺跡（低

地部）の各地点における基本土層は、第3章第2節

に掲載したので、参照されたい。

I層は、現耕作士で灰褐色土あるいは褐色土であ

る。現状は水田あるいは桑園で、一部が宅地である。

II層は、にぶい褐色土で白色軽石や明黄褐色粒子を

含む。皿層は、褐色上で白色軽石を含み、粘性や締

まりが少々ある。N層は、 As_B軽石や白色軽石を

含む黒褐色土である。V層は、にぶい橙色の火山灰

である。V層は、 As_A軽石を含む上位の土層とAs

_B軽石を含む下位の土層の間にある。層序からV

層は、浅間一粕川テフラ (As-Kk)と考えられる。層

序として確認できたのは、富田細田遺跡C・D・E

区である。VI層はAs_B軽石層である。富田細田遺

跡C・D・E区と富田宮下遺跡A区の一部でAs-B

軽石の一次堆積が確認された。富田宮下遺跡A区で

は全体にAs-B軽石の残存状態が悪く、一次堆積の

状態をとどめる所は少ない。VlI層は、黒色粘質土の

As-B軽石下水田耕上であり、しまり・粘性がある。

VI11層は、灰黄色砂質土で洪水砂や黄色軽石、明黄色

粒子を含む。 1X層は、洪水砂とVIII層の混土である。

VIII • IX層は富田細田遺跡D区で確認された。X層は、

洪水砂層でにぶい黄褐色土である。古代における河

第5節基本土層

川の洪水・氾濫等によるものと考えられる。 XI層

は、褐色土で角閃石を含む白色軽石(FP)を含み、 X

層とXIII層の混土である。XII層は、 XI層に類似し、

XI層より洪水砂を多く含む。XIII層は、灰白色砂

層で富田宮下遺跡A区で確認され、洪水層と考えら

れる。XIV層は、灰褐色土で白色軽石(FP)を含み、

しまり・粘性が中位の土層である。 XV層は、灰褐

色土であり土層中に洪水砂（親指大）をブロ ック状に

含む。XVI層は、黒色粘質土でしまりが強い。XVII

層は、 As-C軽石を多く含む黒褐色土である。富田

細田遺跡E区では、この土層中で噴砂の水平方向の

堆積が確認された。噴砂は、地震に伴って形成され

ると推定されてきた現象である。 XVIII層は、 As-C

軽石の一次堆積層である。XIX層は、黒褐色土で粘

性は弱いがしまりが強い。 xx層、灰褐色砂泥土で

釆古‘性は：弱しヽ カゞ しまりが強い。

ところで、富田細田遺跡A・B区は荒砥川に近く、

その土層には砂礫層が堆積し、古代より荒砥川の影

響を強く受けていることがわかる。よって、富田細

田遺跡A・B区の基本土層は、ここに掲載する基本

土層と異なり、第3章第2節で詳しく提示する。

I層 表土

I II層 にぶい褐色土
皿層 褐色土

w層 黒褐色土

v層 粕川テフラ

VI層 As-B軽石

V11層 黒色粘質土(As-B下耕土）

| VDI層灰黄色砂質土
I IX層 灰褐色土

x層 洪水砂

XI層褐色土

XII層黄褐色土

XIII層灰白色砂

XW層灰褐色土

XV層灰褐色土

XVI層黒色粘質土

XVII層 As-C混土

XVDI層 As-C軽石

XIX層黒褐色土

xx層灰褐色土

第5図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡基本土層模式図

，
 



第2章 遺跡の位置と環境

第2章遺跡の位置と環境

第1節位置と地理的環境
ある。標高は95m前後である。荒砥川に沿って圃場

整備が行われ、現在、形の整った水田が広がってい

富田細田遺跡 ・富田宮下遺跡は、前橋市東南部、

富田町に位置し、 JR両毛線の駒形駅から北北東に

約3.2kmの距離に位置する。

前橋市南東部は、群馬県中央部に位置する赤城山

南麓に形成された扇状地の端部にあたる。南麓を流

下する主な河川は、西から荒砥川、宮川、江龍川、

神沢川などである。赤城山南麓の端部は、中小の河

川や台地端部からの湧水により樹枝状に開析が進み、

丘陵性の台地と南北に長い沖積地が複雑に入り組ん

だ地形が形成されている。

富田細田遺跡は、荒砥川の右岸に位置し、地形的

には荒砥川により形成された沖積地にあたる場所で

る。

富田細田遺跡の北側に隣接する富田宮下遺跡は、

東を荒砥川、西を大泉坊川によって形成された谷地

に区切られた舌状台地の南端近くに位置する。同遺

跡は、南から荒砥川右岸の低地部およびローム台地

に移行する微高地部分から、更にローム台地の頂部

に相当する場所である。ローム台地頂部の標高は約

100mである。調査以前は、桑園や畠で、一部が宅地

になっていた。

荒砥川周辺の碁盤層は、赤城山を起瀕とする泥流

層である。地表面はローム台地の原形面、砂壌土か

らなる微商地、沖積地に分類される。

山・
.
,
1
 

゜
「群馬県史」通史編付図を簡略化した 「荒砥上ノ坊遺跡IJを再絹集

第6図 群馬県中央部の地形と富田細田遺跡・富田宮下遺跡
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第7図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡周辺の地形
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第2章 遺跡の位置と環境

沖積地では、平安時代末、 1108（天仁元）年の浅間

山の噴火を起源とする浅間B軽石(As-B)、6世紀

初頭の榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA)、4世紀中

葉とされる浅間C軽石（As-C)などのテフラの堆積

が周辺の遺跡で確認されている。

ローム台地は、浅間山を起源とする板鼻黄色軽石

(As-YP)・板鼻褐色軽石（As-BP)や、榛名山ニッ

岳起源の榛名八崎軽石(Hr-HP)などのテフラが堆

積している。

第2節歴史的環境

富田細田遺跡・富田宮下遺跡の周辺では、県営圃

場整備事業荒砥北部地区に係わる事業や一般国道17

号（上武道路）改築工事等に伴い、多くの遺跡が発掘

調査されている。ここでは、遺跡の位置する富田町

を中心として、その周辺の主な遺跡の分布を略述す

る。荒砥川以西については現時点で地域内の遺跡分

布の在り方を正しく反映させるほどの調査事例が多

くない。

l 旧石器時代

この地域における旧石器時代の遺跡は、近年、規

模は様々であるが、幾つかの遺跡が確認されている。

荒屋型彫器を伴う細石刃や細石刃核が出土した頭

無遺跡、姶良丹沢火山灰(AT)降下以前のナイフや

楢先形尖頭器、剥片が出土した柳久保遺跡群が確認

されている。二之宮洗橋、二之宮谷地、今井道上 ・

道下の各遺跡では、姶良丹沢火山灰(AT)降下以前

の石器群や槍先形尖頭器を伴う時期の石器群が確認

されている。

2 縄文時代

縄文時代前期とともに中期の遺跡数が増加してい

る。荒砥宮田遺跡、荒砥北原遺跡、下鶴谷遺跡で前

期の住居跡が確認されている。荒砥北原遺跡、今井

白山遺跡等で中期の住居跡が確認されている。草創

期や早期の遺跡数は少なく、資料が断片的である。

この時期の主な遺跡は、柳久保遺跡群である。

3 弥生時代

中期後半から後期の住居の確認が報告されている。

12 

これらの弥生時代の遺跡は、沖積地を臨む台地縁辺

や微高地に立地している。中期後半の遺跡としては、

荒口前原遺跡、荒砥宮川遺跡、鶴谷遺跡群、頭無遺

跡等があげられる。後期の遺跡としては荒砥大日塚

遺跡があげられる。

4 古墳時代

古墳時代前期の遺跡は、遺跡の分布は弥生時代後

期の遺跡分布に比べ、濃密な分布状況になる。集落

遺跡の分布は荒砥地域ほぽ全域に及んでいる。集落

は、小河川に沿って、あるいは小河川の合流点を臨

む台地縁辺部や沖積地の谷頭周辺に立地している。

本遺跡の対岸の荒砥川右岸では、荒砥宮田遺跡、

諏訪遺跡、荒砥諏訪西遺跡が分布する。上流域には

北原遺跡、丸山遺跡があり、下流域に荒砥前田II遺

跡、荒砥北原遺跡があり、多くの住居が確認されて

いる。

荒砥川右岸では本遺跡に匹敵するような大規模集

落はまだ発見されていない。大泉坊川流域では富田

西原遺跡、富田高石遺跡がある。

その他、多数の住居が確認された遺跡として、宮

川上流域では柳久保遺跡がある。江龍川下流域では

荒砥上之坊遺跡がある。

二之宮千足遺跡や二之宮宮下東遺跡では浅間C軽

石に埋没した水田が確認されている。荒砥天之宮遺

跡や荒砥宮川遺跡の微高地域上では浅間C軽石を鋤

き込んだ畠が確認されている。

前期の集落のうち多くは古墳時代中・後期の遺跡

に継続し、「伝統集落」となる。それとともに新た

な地点に遺跡が分布するようになる。荒砥天之宮遺

跡や荒砥北三木堂遺跡などに代表される集落である。

荒砥天之宮遺跡では、溜井掘削によって人為的に湧

水を利用するといった報告がされている。

また、荒砥荒子、梅木、丸山遺跡では、古墳時代

中期の方形区画の堀が確認され、首長層の居宅と考

えられている。

5 奈良•平安時代

奈良•平安時代の遺跡は、古墳時代からの遺跡が

継続し、更に周囲に拡大している。小河川沿いの台
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第8図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡周辺の遺跡分布
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第2章遺跡の位置と環境

第3表周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地

1 富田細田遺跡 前橋市富田町

2 富田宮下遺跡 前橋市富田町

3 東原遺跡 前橋市富田町

4 富田西原遺跡 前橋市富田町

5 富田高石遺跡 前橋市富田町

6 おとうか山古墳 前橋市富田町

7 富田漆田遺跡 前橋市富田町

8 富田下大日遺跡 前橋市富田町， 江木下大日遺跡 前橋市江木町

10 萱野遺跡 前橋市江木町

11 萱野1I遺跡 前橋市江木町

12 堤沼上遺跡 前橋市堤町

13 亀泉坂上遺跡 前橋市亀泉町

14 稲荷前遺跡 前橋市茂木町

15 大日遺跡 前橋市茂木町

16 稲荷窪A地点遺跡 前橋市茂木町

17 稲荷窪B地点遺跡 前橋市茂木町

18 山神遺跡 前橋市茂木町

19 小林遺跡 前橋市茂木町

20 茂木山神1I遺跡 前橋市茂木町

21 諏訪東遺跡 前橋市茂木町

22 西小路遺跡 前橋市茂木町

23 上ノ山遺跡 前橋市茂木町

24 女堀遺跡 前橋市富田町他

25 筑井八日市遺跡 前橋市小島田町・

筑井町

26 今井白山遺跡 前橋市今井町

27 荒砥前田遺跡 前橋市荒口町

28 荒砥前田11遺跡 前橋市荒口町

29 荒口前原遺跡 前橋市荒口町

30 荒砥北原遺跡 前橋市今井町

31 荒砥北原1I遺跡 前橋市今井町

32 荒砥北三木堂遺跡 前橋市今井町

33 荒砥北三木堂II遺跡 前橋市今井町

34 今井道上1I遺跡 前橋市今井町

35 荒砥大日塚遺跡 前橋市二之宮町

36 鶴ヶ谷遺跡群 前橋市荒子町・荒

口町・ニ之宮町

37 荒砥中屋敷I• II遺跡 前橋市荒子町
38 荒砥下押切 I• II遺跡 前橋市荒子町
39 今井神社古墳群 前橋市今井町

40 今井道上 ・道下遺跡 前橋市今井町

41 二之宮谷地遺跡 前橋市二之宮町

42 荒砥洗橋遺跡 前橋市二之宮町

43 二之宮洗橋遺跡 前橋市二之宮町

44 荒砥宮西遺跡 前橋市二之宮町

45 二之宮千足遺跡 前橋市二之宮町

46 荒砥宮川遺跡 前橋市二之宮町

14 

住居跡

弥生 古墳 奈良 平安

゜゚ ゜゚゚゚
゜゚゚゜゚
゜゚゜
゜゜゜゚゜゜゚゜゚゚
゜゚゚
゜゚゜゜゚゚゜゜゚゚゚゜゜゚゜゚
゜゚
゜
゜゚゜
゜
゜ ゜゜
゜゚゜゚゚
゜゚゚゚゜゜゚゜゚
゜゜゜゚゜゜゜
゜゚゜
゜゚゜
゜゚゜゜゚゜゜゚゜゚゚
゜゚゜゚

中世 近世
その他の遺構 遺跡の概要

As-B下水田、洪水層下水田 本報告の遺跡

゜
旧石器、 As-B下水田 本報告の遺跡

゜
縄文住居、中世墳墓群、寺院 古墳7

゜゚
旧石器、 As-B下水田

゜゚
前方後方型方形周溝墓 1

古墳 1

゜
平安須恵器工房跡、窯跡、 As

-B下水田

縄文住居 古墳 1

旧石器、縄文住居

縄文中期住居、古墳

旧石器、縄文前・中期住居 古墳2 (7世紀）

縄文住居、中世道状遺構

縄文中期住居

゜
縄文中・後期住居

゜゚
縄文後期住居

゜゚
中・近世道状遺構

縄文中期住居

縄文中期住居

゜
縄文中期住居

゜゚
方形周溝墓、古墳7

未完成の用水路

As-B下水田 古墳時代中期の方形区画

溝

縄文中期住居

平安洪水層下水田

゜゚
平安洪水層下水田、中世洪水

層下水田 2面

弥生は中期後半

縄文前 ・中期住居 方形周溝墓2

縄文遺物包含層

縄文前期住居、中世墓坑 円形周溝墓1、古墳 1

゜゚
旧石器、 As-C下水田、 As-B

下水田・畠

旧石器、縄文前期住居

As-B下水田

中世墳墓

平安小鍛治

古墳 1

今井神社古墳 (5世紀後

半）他、古墳 3

゜゚
平安小鍛治、中 ・近世道路状 古代方形区画溝

遺構

奈良 ・平安溜井、 As-B下水

田

゜
As-B下水田

゜
古代小鍛治、中世墓坑 As-C下水田以降 7期の

水田

As-C下畠、 As-B下水田 古墳 l
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番号 遺跡名 所在地
住居跡

その他の遺構 遺跡の概要
弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世

47 荒砥天之宮遺跡 前橋市二之宮町

゜゚゜
As-B下水田、奈良溜井

48 二之宮宮下西遺跡 前橋市二之宮町

゜゚゜゚゜
中・近世墓坑

49 二之宮宮下東遺跡 前橋市二之宮町

゜゚゜゚
As-C下畠、平安畠

50 荒砥宮原遺跡 前橋市下増田町

゜
古墳2 (5世紀後半）

51 荒砥島原遺跡 前橋市二之宮町

゜゚ ゜゚
As-B下水田 方形周溝墓6、弥生は中

期後半

52 荒砥青柳遺跡 前橋市二之宮町

゜゚53 荒砥宮田遺跡 前橋市荒口町

゜゚ ゜゚゜
縄文前期住居、 As-B下水田 方形周溝墓 1、古墳 1

54 下鶴谷遺跡 前橋市鶴が谷町

゜゚
縄文前期住居、古代炭窯

55 柳久保遺跡群 前橋市鶴が谷町

゜゚゜
旧石器、縄文早期 古墳2

56 中鶴谷遺跡 前橋市鶴が谷町

゜゚゜
古墳1

57 頭無遺跡 前橋市荒子町

゜゚ ゜
旧石器

58 諏訪遺跡 前橋市鶴が谷町 As-B以前の溝 前橋市教委調査

59 荒砥諏訪西遺跡 前橋市荒口町

゜ ゜゚
As-C下畠、 As-B下水田 古墳3

60 諏訪西遺跡 前橋市荒口町

゜
古墳2 （時期不明）

61 荒砥諏訪遺跡 前橋市荒口町 As-B以前の溝 方形周溝墓

62 諏訪遺跡 前橋市荒口町 As-B以前の溝 県教委調査方形周溝墓

13基

63 大久保遺跡 前橋市荒子町

゜゚゜64 荒子小学校校庭遺跡 前橋市荒子町

゜゚゜
古代須恵器窯跡

65 川籠皆戸遺跡 前橋市荒子町

゜
円形周溝墓

66 堤東遺跡 前橋市荒子町

゜
平安小鍛治 方形周溝墓2

67 上西原遺跡 前橋市下大屋町

゜゚
基壇建物、掘立柱建物 勢多郡街と付属寺院と推

定される遺跡

68 北原遺跡 前橋市泉沢町

゜゜
円形周溝墓

69 新山遺跡 前橋市泉沢町 方形周溝墓2、古墳3

70 丸山遺跡 前橋市泉沢町

゜
円形周溝墓、古墳時代中

期居宅

71 向原遺跡 前橋市泉沢町

゜゚゜72 東前田北遺跡 前橋市泉沢町

゜
中・近世塚

73 東原西遺跡 前橋市泉沢町

゜74 寺前遺跡 前橋市泉沢町

゜75 寺東遺跡 前橋市泉沢町

゜76 谷津（泉沢谷津）遺跡 前橋市泉沢町

゜ ゜゚
縄文中期住居 方形周溝墓2、泉沢谷津

遺跡と同一遺跡

参考文献

「群馬県遺跡大事典」（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）、「荒砥上ノ坊遺跡I」「荒砥諏訪西遺跡」「荒砥下押切11遺跡・荒砥中屋敷11遺

跡」「荒砥宮川遺跡・荒砥宮原遺跡」（以上 群馬県教育委員会•財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）、「荒砥北部遺跡群」（群馬県教育委員

会）、「萱野遺跡 ・下田中遺跡 ・矢場遺跡」（群馬県企業局）

地縁辺にある荒砥島原遺跡や荒砥天之宮遺跡・荒砥

大日塚遺跡では、台地内部に住居群の分布が広がる。

富田細田遺跡およびこれに続く富田宮下遺跡A区

でll08（天仁元）年に降下した浅間B軽石で埋没した

水田を検出した。本遺跡の周辺においても荒砥宮田

遺跡、荒砥前田遺跡で同時期の水田が検出されてお

り、荒砥地域における沖積低地の発掘調査のほとん

どで浅間B軽石下水田が確認されている。荒砥諏訪

西遺跡では、微高地上にも浅間B軽石下水田が確認

されていることから、荒砥地域の可耕地の大部分が

12世紀初頭には開発されていたことが看取できる。

また、荒砥宮田遺跡、荒砥前田遺跡では浅間B軽石

下水田の下位において洪水層に埋没した水田が検出

されている。この洪水層は層位や出土遺物の時期か

ら818（弘仁9)年の地震に伴うものと考えられてい

る。

本地域のほぽ中央を東西に延びている女堀は、発

掘調査の結果、 12世紀代に掘られた大型灌漑用水路

で未完成で放棄されていることが判明した。

6 中 ・近世

中・近世の遺構は、奈良•平安時代の遺構と重複

して確認されることが多い。住居跡の確認が困難で

あり、一般農民の居住の実態は不明な点が多い。有

力農民や支配者層の住居等と考えられる中世の館は

15 
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ロ弥生時代前期住居
0 弥生時代後期住居
• 古墳時代前期住居
• 周溝墓
9前方後方形周溝墓
翠 As-C上畠
= As-C下畠
JL As-C水田

荒砥宮田遺跡I第9図を転載

80m 

i 
第9図 弥生時代から古墳時代前期の遺跡分布

1:40000 
I 

km 
2
i
 

上武国道の発掘調査等で報告されている。二之宮宮

下東遺跡や二之宮宮下西遺跡では中世の館跡の一部

が確認されている。今井道上・道下遺跡では中世以

降の道路跡や中世の屋敷跡が確認されている。

荒砥宮田遺跡では約50m四方の区画屋敷が、その

北側に隣接する荒砥諏訪西遺跡では約40mの区画屋

敷が検出され、区画内から複数の掘立柱建物をはじ

め井戸、土坑、土坑墓などが発見されている。これ

らの遺構群の時期については14• 15世紀代にそのピ

ークがあったものと考えられている。

また、本遺跡の東北方、荒砥川右岸台地東縁に位

置する東原遺跡では、 3つの支群からなる59基の中

世墳墓群が検出された。これらは五輪塔や板碑、骨

蔵器を伴い、骨片の出土が見られる。出土遺物の時

期から本墳墓群の形成は14世紀代のことと考えられ

ている。近世の遺構としては二之宮宮下東遺跡で屋

敷や池が確認されたのをはじめ、この時期の遺跡で

井戸や溝等が確認されている。
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第1節調査の概要

第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

第 1節調査の概要

1 富田細田遺跡

富田細田遺跡では、まず基本土層VI層（As-B軽石

層）まで除去して、第 1面の中 ・近世と第2面のAs

-B軽石降下以降と第3面の平安時代の調査を行った。

次に、 VII層（As-B下耕土）～X層（洪水砂）までを除

去して、第4 • 5 面の奈良•平安時代の調査を行っ

た。更に、 XI層～ XVIIl層までを除去して下位の調

査を行った。その結果、概ね下記のような遺構 ・遺

物が確認された。

古墳時代 （第6面）

第6面として、 XI層（灰褐色土）下を調査した。

c区ではXVIIl層（As-C軽石）下までトレンチ試掘調

査を行い、土師器壺が出土したが遺構は確認できな

かった。 E区ではXVII層(As-C混土）上面で土師器

高杯小型甕、須恵器杯が出土したが、奈良 • 平安時

代以前の遺構は確認できなかった。

奈良～平安時代2 （第5面）

第5面として、 VI層（As-B下耕土） ～x層（洪水

砂）下を第4面で報告した遺構と同じ面で調査した。

確認された遺構は、 C区で洪水層下水田跡、 E区で

上坑 1基、擬似畠である。C区の洪水層下水田跡に

は、東西・南北に走る畦畔、水口、耕作痕等が確認

できた。D区では洪水層が単独で堆積せず、洪水層

下に相当する土層中に畦畔は確認できなかった。E

区では、 C区で認められた洪水層の堆積はなく、 C

区の水田跡の続きは確認できなかった。E区では 1

号土坑から須恵器 ・椀が出土した。また、 E区の一

部で擬似畠として、耕作時のサクの痕跡を確認した。

前述の通り E区ではC区に堆積した洪水層が確認で

きなかった。E区で確認された士坑、畠跡は、 C区

で確認された洪水層水田跡とは時間幅があると思わ

れる。更にE区の土坑、畠跡は、確認面や出士遺物

等から時間幅があると考えられる。

奈良～平安時代 1 （第4面）

第4面として、 VII層（As_B下耕土）～x層（洪水砂）

下を調査した。確認された遺構は、 C区で土坑5基、

溝10条、ピット 1本、 E区で溝 5条である。C区

で確認された遺構は、いずれも洪水層に埋もれてい

た。同一確認面で洪水層に覆われた水田跡を確認し

たが、これらの士坑・溝は、その水田跡に据り込ま

れていることから、それとは時期差があると考えら

れる。溝10条の内 6条は、走行方向から下位の水田

跡を意識して掘られたことが推定される。E区で確

認した溝5条はC区のそれと時間幅があると考えら

れる。更に、 E区の溝5条は個々に確認面・出土遺

物 ・重複関係から時間幅があると考えられる。

平安時代 （第3面）

第3面として、 VI層（As-B軽石層）下を中・近世

面で報告した遺構と同じ確認面で調査した。確認さ

れた遺構は、 As_B下水田跡である。C・E区のA

s-B下水田跡には、東西 ・南北に走る畦畔、水口

等が確認できた。D区ではトレンチ試掘調査を行っ

た。土層中のAs_B下に黒色粘質土が堆積していた。

その黒色粘質土をAs-B下水田耕土として利用した

可能性が高い。

古代末～中世 （第2面）

第2面として、 VI層（As_B軽石層）下を中 ・近世

面で報告した遺構と同じ確認面で調査した。確認さ

れた遺構は、溝6条である。C区で確認された溝6

条は、 As_B混黒色土で埋もれていた。これらの溝

はAs-B降下以降、耕地（水田や畠）を復旧するため

に掘削されたものと考えられる。

中・近世 （第1面）

第1面として、 VI層（As-B軽石層）下を調査した。

確認された遺構は、掘立柱建物跡 l棟、溝3条、土

坑 1基である。As-B下水田 （平安時代）の調査と同

じ確認面であったが、埋没土 ・出土遺物等から判断

し、中世以降に比定される遺構をここで報告する。
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第1節調査の概要
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第16図富田細田遺跡E区平安時代（第5面）遺構概念図 第17図富田細田遺跡E区奈良～平安時代（第4面）遺構概念図
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2.灰白色シルト 砂層を含む。 11.灰黄色砂質土基本土層Vlil

3.灰白色シルト 12.灰褐色土 基本土層IX

4.暗褐色シルト 13.暗褐色土 基本土層XW

5. にぶい褐色土基本土層II 14.灰白色洪水砂主体基本土層v
6.明褐色土 基本土層皿 15.黒色土 基本土層XVII

7.褐色土 基本土層w 16.黒褐色土 基本土層XIX

8.灰褐色シルト 17.暗褐色土 基本土層xx
9.暗褐色シルト 2~4. 1号溝埋没土 8 • 9. 2号溝埋没土

゜
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第18図 富田細田遺跡D区土層断面図

c区で確認された掘立柱建物跡は、そのピットから

古銭が出土し、近世の遺構と考えられる。 C区で確

認された溝3条は中世から近代（圃場整備前）まで使

用されたと考えられる。砂層とシルト層が幾重にも

堆積した状況から溝が連綿と使用されていたことが

看取できる。 D区ではトレンチ試掘調査を行い、土

層断面中にC区で確認された溝の続きが確認できた。

A・B区ではトレンチ試掘調査を行った。女堀の確

認を期待されたが、 A・B区は荒砥川の氾濫原のた

め砂層や砂礫層が堆積し、遺構は確認できなかった。

なお、近現代の洪水後の復旧痕と判断される土層を

確認したが、その復旧痕の単位は判別できなかった。

また、 トレンチ試掘調査時に陶磁器片が出土した。

これらの遺物は近世・近代の洪水により混入したと

考えられるため、第4節の遺構外出土遺物で一括し

て報告する。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査
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2 富田宮下遺跡低地部

富田宮下遺跡で低地部に相当する場所は、 A区南

側である。まず基本土層VI層（As-B軽石層）までを

除去して、第 1面の中・近世と第3面の平安時代の

調査を行った。次に、 VII層（As-B下耕土）～XVI'層

（暗褐色土）までを除去して、 As-C混土上面で奈良

• 平安以前の遺構の確認作業を行った。更に、 XVII

層(As-C混土）を除去して、 As-C混土下面で古墳

時代の調査を行った。その結果、概ね下記のような

遺構・遺物が確認された。

古墳時代 （第 6面）

V11層（As-B下耕土）下を調査した。 XVII層（As-

c混土）上面・下面で遺構の確認作業を行った。 As

-c混土中から土師器・高杯が出土したが、奈良・
平安時代以前の遺構は確認できなかった。

平安時代 （第3面）

第3面として、 VI層（As-B軽石層）下を中・近世

面で報告した遺構と同じ確認面で調査した。確認さ

れた遺構は、 As-B下水田跡、溝 1条である。 A区

低地部では全体にAs-B軽石の残存状況が悪く、一

次堆積の状態をとどめる所は少なかった。そのため

か、 B下水田跡の区画は判然としなかった。水田の

第2節基本土層

痕跡として、 A区西部及び南部で畦畔と、 A区南東

部で水口を確認する程度であった。 VI層下で確認し

た10号溝は、その走行方向 ・確認場所からAs-B下

水田に伴う溝と考えられる。

中 ・近世 （第 1面）

第1面として、 VI層（As_B軽石層）下を調査した。

確認された遺構は、溜井2基、溝9条である。 As-

B下水田（平安時代）の調査と同じ確認面であったが、

埋没土・出土遺物等から判断し、中世以降に比定さ

れる遺構をここで報告する。溝9条は、 VI層（As_

B軽石層）上から据り込まれ、 As-B軽石を多量に含

む黒褐色土で埋没していた。溝9条の内 6条は、重

複関係や走行方向から溜井に伴う用水路と考えられ

る。発見された溜井2基とそれに伴う溝、その確認

場所から判断して、未確認ではあるが中世以降の水

田跡の存在が考えられる。

第 2節基本土層

富田細田遺跡及び富田宮下遺跡低地部の各調査区

の基本土層は、次の通りである。土層の詳細につい

ては第 1章第 5節を参照されたい。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

98.00m 

宮下A区

I{ | I 119 
17 

15 

13 

11 

， 
7 

5 

3 

19 

17 95.00m 

15 

13 

11 

S Q O M K I G E C A S 

゜
1:1600 40m 

c区南壁・西壁
1.表土

2.表土

3.暗褐色土

4.灰褐色砂壌土

5.黒褐色砂壌土

6.粕川テフラ

7. As-B軽石

8.黒色粘質土

9.洪水砂

灰褐色砂壌土。白色軽石（As-A)・黄色軽石（径

2 mm)を少々含む（基本土層 I)。

灰褐色砂壌土。白色軽石を少々含む（基本土層

I)。

As-B軽石を混土。

白色軽石。黄色軽石を含む。しまり粘性少々あ

り（基本土層皿）。

As-B軽石。白色軽石を含む。ややしまり粘性あ

り（基本土層w)。

にぶい橙色（基本土層V)。

一次堆積（基本土層VI)。

しまり強い。As-B下水田耕土（基本土層VII)。

にぶい黄褐色土（基本土陪X)。

10. にぶい黄褐色砂壌土 白色軽石(Hr-FP)径2mmを含む。9と11

の混土層。洪水砂下水田耕土（基本土層XI)。

11.灰褐色砂壌土 白色軽石(Hr-FP)径2mmを含む。しまり・粘性

中位（基本土層刃V)。

12.灰褐色砂壌土灰白色洪水砂（親指大）をプロック状に含む（基

本土層XV)。

13. 黒褐色粘質土 しまり強い。

14. As-C軽石 一次堆積。色調は黒褐色。部分的に酸化（基本

土層XVIII)。

15. 黒褐色砂泥土 粘性弱いがしまり強い（基本土層XIX)。

16.灰褐色砂泥土 粘性弱いがしまり強い（基本土層xx)。

17.灰褐色土 川砂がラミナ状に堆積。

97.00m 

96.00m 

94.00m 

3 2細田c区西壁

16 

1細田c区南壁

D区東壁

1．表土

2.明褐色土

3.褐色土

4.粕｝l|テフラ

5. As-B軽石

6.黒色粘質士

7.灰黄色砂質土

褐灰色土。白色軽石・明黄褐色粒子を含む（基

本土層 I)。

白色軽石 ・明黄褐色粒子を含む（基本土層皿）。

白色軽石 ・明黄褐色粒子を含む（基本土層W)。

にぶい褐灰色（基本土層V)。

（基本土層VI)。

白色軽石径2mmを少量含む。 As-B軽石下水田耕

土（基本土層vn)。

洪水に伴う砂・黄色軽石・明黄色粒子を含む（基

本土層VDI)。

8.暗褐色土 白色軽石(Hr-FP)、Hr-FAプロックを含む（基

本土層xw')。

9.灰白色洪水砂 8層中に灰白色洪水砂プロックを主体的に含む

（基本土層XV')。

10.黒色土

11.黒褐色土

12.暗褐色土

As-C軽石との混土（基本土層XVII)。

シル ト質（基本土層XIX)。

シルト質（基本土層xx')。

第21図 富田細田遺跡・富田宮下遺跡A区トレンチの位置と基本土層
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第2節基本土層
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4細田 E区北壁
5宮下A区南壁東部

3細田D区東壁 6宮下A区南壁中央部

94.00m 

E区北壁 6.暗褐色土 やや粘性あり （基本土層W)。

1.表土 褐色土（基本土層I)。 7. As-B軽石 二次堆積（基本土層VI)。宮下A区は全体のAs-

2.黒褐色砂壌土 As-B軽石・白色軽石を含む（基本土層w)。 Bの残りが悪く、 一次堆積の状態をとどめる所

3.粕川テフラ にぶい橙色火山灰（基本土層V)。 は少ない。本土層もAs-Bが集積してはいるが、

4. As-B軽石 純層。最下位に火山灰堆積（基本土層VI)。 ユニットがくずれていることから、一次堆積で

5.黒色粘質土 しまり強い。部分的に黒味薄く、灰色味を帯び はないと考えられる。

る（基本土層w)。 8.黒褐色土 粘性あり。いわゆるAs-B下の黒色粘土層（耕作

6.灰褐色土 角閃石を含む白色軽石（径 1~2mm、わずかに 土）（基本土層珊）。

3 ~5 cm)、As-C軽石（径l~2 mm)をまばらに 9.黄褐色土 粘性・しまりあり。一見するとロームと誤認す

含む（基本土層XI)。 るほど黄味が強い。洪水堆積層の可能性あ り。

7.灰褐色土 6層に色調・内容ともに類するが軽石の混入量 10.暗褐色土 9層の土粒を多く含む。粘性・しまりあり。

が少ない（基本土層XIV)。 11.暗褐色土 白色軽石(Hr-FAまたはAs-C)を多く含む。や

8.砂粒 やや鉄分を含み、黄褐色味を帯びる （基本土層 や粘性あり。細田c区では本層とAs-B下黒色
XV')。 土との間に砂層(818年の洪水層と考えられる）

9.灰褐色土 軽石を含まず、灰色味がやや強くなる（基本土層 が確認されているが、宮下A区では、その砂層

XVI')。 が認められず、 As-B下黒色土の下が直接、本

10.黒褐色土 いわゆるC混じり黒。この層中で哨砂の水平方 層となる （基本土層XI')。

向の堆積を確認（基本土層輝）。 12.灰白色砂 洪水層と考えられる （基本土層xm)。

11.黒褐色砂泥土 粘性はあまりない。軽石を含まない （基本土層 13.暗褐色土 白色軽石(As-CまたはHr-FA)を多く含む。

XIX)。 （基本土層XN')。

12.灰褐色砂泥土 粘性はあまりない。軽石を含まない （基本土層 14.灰白色砂 洪水層と考えられる（基本土附XV')。

XX)。 15.暗褐色上 16層に類似するがAs-Cを含む割合がより低く

黒味が弱い（基本土層XVI')。

宮下A区南壁東部・中央部・西部 16.黒褐色土 As-Cを多く含む。粘性あり。いわゆるC混じり

1.表土 現代の耕作土（基本土層 I)。 黒。下層にしたがい硬くしまっている（基本土

2.暗褐色土 白色軽石を含む。全体に砂質（基本土層II)。 層氾屑）。

3.暗褐色土 2層に類似するが、 2層に比して白色軽石の量 17.黒褐色土

が少ない（基本土層II)。 18.暗褐色土 上層はしまりなく下層にいくにしたがい硬くし

4.暗褐色土 全体に砂質（基本土層m)。 まる。

5.暗褐色土 4層に類似するが、より黒味が強く砂質感が強 19.黒褐色土 20層起源の砂粒を多く含む（基本土層XIX)。

い（基本土層III)。 20.灰白色シルト 下層にいくにしたがい砂質化（基本土層xx')。

25 



第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

c区 /I □ 皿
x 

13 

ロB区 | \~1 号トレ1ンチ

11 

， 

7 

A区 1号トレンチ

5 L=93.50m 

3 

XlX 

19 

17 

15 

13 

11 

，
 

A区2号トレンチ

L=93.50m 

7
 

5
 

XIII 
XI 

XJX 

B区1号トレンチ

G
 
E
 
c
 

A
 s
 

Q
 ゜

M k
 

n
Y
L』

1 : 1000 茫Om

細田A・B区基本土層図

I層 表土（現代水田耕土） XI層暗褐色粘土

II層暗褐色粘土 復旧による水田耕土 XIl層暗褐色粘土 XI層より砂質

皿層灰色砂 復旧痕 XIII層暗褐色粘土 砂層を含む

w層暗褐色粘土 復1B痕 烈層黒褐色粘土 砂粒を多く含む

v層灰色砂 洪水層 nI層黒褐色粘土

VI層暗褐色粘土 水田耕土 X¥11層黒褐色シルト

VII層暗褐色粘土 VI層より砂質 輝層灰色砂 B区2号トレンチ

VIIl層暗褐色粘土 砂層を含む X¥I層青灰色粘土

IX層暗褐色シルト XlX層砂礫 砂と礫の混在層 ， 1:40 tm 
x層灰色砂 洪水層

第22図 富田細田遺跡A・B区トレンチの位置と基本土層
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第3節奈良～平安時代の遺構と遺物

1 奈良～平安時代

(1)細田遺跡c区洪水層下水田
（第23図、 PL4 • 5) 

洪水層により埋没した水田跡である。 C区の調査

区では、洪水層が0.02~0.19m程堆積したことを土

層断面中で確認した。洪水層は、にぶい黄褐色土や

灰白色砂質土であった。

36区画の水田跡が確認された。そのうち区画がわ

かるものが18区画で、面積は9.6~232.lm'である。

その平均面積は77.8対である。田面の標高は94.60~

95.50mで、高低差は0.90mである。

縦畦は11本、横畦は14本確認された。縦畦の方位

第4表 富田細田遺跡洪水層下水田計測表

調査区 区画No 面積（出） 長軸 (m) 短軸 (m)
田面の

高低差

c区 1 (240. 7) (14.8) (12. 8) 0. 33 

2 (31. 4) (14. 7) (3. 0) 0.14 

3 (204. 9) 18. 7 11. 5 0.10 

4 (61. 9) (12.8) (5. 2) 0.08 

5 18.2 6.1 3.1 0.07 

6 93.8 19. 3 4.0 0. 08 

7 63. 6 10. 9 4.2 0.12 

8 (5. 5) (4. 2) (1. O) 0. 04 ， 14.2 6. 2 1.9 o. 01 

10 (2. 9) (1. 9) (0. 8) 0. 04 

11 (74. 4) 15.3 (3. 5) 0.11 

12 (19.2) 6. 3 1. 6 0.09 

13 126. 9 14.2 7.0 0.09 

14 43.4 18.8 1. 3 0.11 

15 244. 7 21.8 8.9 0.10 

16 14.6 6. 5 1. 7 0. 07 

17 26. 9 9.4 1. 2 0.06 

18 (6. 6) 5.0 1.1 0.04 

19 89.1 9. 5 8. 5 0.04 

20 (23. 1) 9. 7 (2. 3) 0.13 

21 (93. 5) (10. 0) (5. 6) 0.09 

22 9.6 4.5 1. 4 0.05 

23 240. 0 8. 6 25.0 o. 21 

24 131.6 13. 9 9.0 0. 23 

25 (53.1) 13.1 3.5 0.10 

26 29.5 7. 2 4. 5 0.12 

27 182.2 28.8 5.9 0.11 

28 (5.6) 4.0 2.1 0. 05 

29 29.3 8.2 2. 3 0.11 

30 (19.1) 6. 1 4.4 0.14 

31 (91. 3) (12. 2) (5. 5) 0.16 

32 232.1 34.2 7.2 0. 24 

33 29. 8 9.4 3.3 0.15 

34 (22. O) (13.4) (2.3) 0.15 

35 (251. 3) 35.8 (5.1) 0.16 

36 (380. 9) (34.1) 0.43 

第3節 奈良～平安時代の遺構と遺物

は、 N-0°~N-8°-Wで、横畦の方位はN-70

~90°-wである。畦の幅は、 0.2~1.8mで、畦の

高さは、 0.01~0.13mである。水田耕土は、白色軽

石を含む黄灰色砂質土や褐灰色土であった。調査区

北東部で多数の耕作痕が確認された。水田面から須

恵器杯・破片(1)や土師器破片が出土した。 18口の

水口を確認できた。用水は水口を通って、北から南

の区画へ供給されたと考えられる。

埋没時期については、洪水層の堆積年代が不明な

ことや、土器などの出土遺物が少ないことから、明

確な位置づけを行うことが困難である。耕土に榛名

山ニッ岳テフラ (Hr-FA)を含み、この水田上にB

軽石水田が確認されている。層位から洪水層下水田

のおおよその時期は、古墳時代後期以降、平安時代

水口の 畦の様子
備考（重複関係等）

有無 高さ (m) 幅 (m)

゜
0. 01~0. 06 0.4~1.1 複数区画を想定

0. 01~o. 02 0.4~0.7 

゜
o. 02~0.07 0.4~1.1 4号土坑と重複

゜
0. 01~0.05 0.4~0.7 

0. 01~0.04 0.4~0.9 

゜
0. 01~0.05 0.4~0.9 

0.01~o. 07 0.5~o. 7 

0.01~0. 03 0.5~0. 8 

0.01~o. 04 0.4~0.9 

0. 01~0. 02 0.6~1. 4 

゜
0. 01~0.02 0.4~1.1 

゜
o. 01~0.06 0. 7~1. 9 

゜
0. 01~0.05 0.4~1.0 2号土坑と重複

゜
0. 01~0.10 0.4~0.8 

o. 01~o. 07 0.2~0.7 5 • 6号土坑と重複

゜
0.01~0. 04 0.5~1.0 

0. 01~0.05 0. 5~0.8 

o. 01~0.04 0.5~1.0 

゜
0. 01~0.08 0.4~0.8 13号溝と重複

o. 02~0.05 0.4~0. 7 

゜
o. 01~0.09 0.5~0.8 

゜
0. 02~0.06 0.4~0.8 

゜
o. 01~0.13 0.4~1.0 1号土坑、 12号溝と重複

゜
0. 01~0. 08 0.4~o. 8 14 • 15号溝と重複

o. 02~o. 06 0.6~0.8 

゜
0. 02~0.10 0.4~0.8 

゜
0. 01~o. 06 0.4~1.1 

~0.01 0.4~0.8 

゜
0. 02~0. 08 0. 5~0.7 

o. 01~0.06 0.4~0.8 

0. 03~0.09 0.4~1.0 

0. 03~0.07 0.3~1.1 6 • 7 • 15号溝と重複

o. 01~o. 05 0.4~0.6 6号溝と重複

゜
0. OJ~o. 02 0.5~0.8 6号溝と重複

0. 01~0.13 0.4~1. 8 6 • 7号溝と重複

0. 02~0.05 0.5~1.8 6 • 7号溝と重複
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第3節 奈良～平安時代の遺構と遺物

末以前であると考えられる。

（観p1) 

(2)細田遺跡c区土坑
c区 1号土坑（第24図、 PL7) 
位置 24D-20

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 長軸0.75m短軸0.62m、深さ0.18mのほぼ

円形を呈している。

方位 N-15°-W

埋没土 灰黄褐色砂質土（洪水砂）。

遺物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 2号土坑（第24図、PL8) 
位置 34H-l 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 長軸0.70m短軸0.60m、深さ0.09mのほぽ

円形を呈している。

方位 N-51°-W

埋没土 灰黄褐色砂質土と黒褐色粘質土(As-B下

耕土）。

遺 物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 4号土坑（第24図、PL7) 
位置 34E• F -6 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 長軸1.68m短軸1.22m、深さ0.36mの楕円

形を呈している。

方位 N-70°-W

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺 物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 5号土坑 （第24図、PL8) 
位置 34C-3 

重複 洪水層下水田と重複し、畦畔を壊し掘られ

ていた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

＼
 

□[ 
ユ¥c..._ A' 

― L=95.30m 

｀凸〖］
A,  A' 

一L=95.30m 

c区1号土坑
1.灰黄褐色砂質土 洪水砂。

1号土坑

→ 
c区2号土坑
1.灰黄褐色砂質土と黒褐色粘質土

(As-B下耕作土）の混土層

2号土坑

＼
 

A A' 

／ L=95.50m 

-L=95.50m 
゜

吋

4号土坑

［ 入 •I］ 
叫

A' A 

一 5号土坑L=95.50m 

江

／ 

叫翠 い
吋

A A' 

6号土坑

1: 60 2m 

第24図細田c区1• 2 • 4~6号土坑
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

形状 長軸0.96m短軸0.82m、深さ0.19mのほぼ

円形を呈している。

方位 N-6°-W 

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 6号土坑（第24図、 PL8) 
位置 34B-3 

重複 洪水層下水田と重複し、畦畔を壊し掘られ

ていた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 長軸1.34m短軸0.65m、深さ0.34mの楕円

形を呈している。

方位 N-14°-W

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

(3)細田遺跡c区ピット
c区 9号ピット（第26図）
位置 24F-12 方位 N-11°-W

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 長軸0.34m短軸0.30m、深さは不明である。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

(4)細田遺跡c区溝
c区 6号溝（第25図、 PL5) 
位置 24E~G-14、24A~D-15、24A-16、

23S •T-16 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

7号溝と重複するが、新旧関係は不明である。

形状 全長は41.64m、上幅0.34~0.60m、底幅

0.12~0.45m、深さ0.07~0.13mである。走行方向

は、初めに東から西へ(N-90°-E)、23S -16グ

リッドで東北東から西南西へ(N-75°-E)向きを変

え走行すると想定され、東側と西側ともに調査区外

に延びている。

30 

埋没土 黒色土(As-B下耕土）と灰褐色砂質土（洪

水砂）の2層に分かれていた。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 7号溝（第25図、 PL6) 
位置 24A-16・17、24B-13~17

重複 洪水層下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

6号溝と重複するが、新旧関係は不明である。

形状 全長は19.53m、上幅0.34~0.52m、底幅

0.14~0.29m、深さ0.02~0.12mである。走行方向

は、北から南へ走行(N-3°-E)と想定され、南側

の調査区外に延びている。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。走行

方向から15号溝と同一の遺構である可能性が高い。

c区 8号溝（第25図、 PL6) 
位置 24C~F-12、24E-13

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。9号・ 10

号溝と重複するが新旧関係は不明である。

形状 全長は17.0m、上幅0.30~1.64m、底幅0.13

~1.27m、深さ0.08~O.llmである。走行方向は、

初めに東南東から西北西へ(N-76°-E)、24D-

12グリ ッドで東から西へ(N-89°-E)向きを変え

走行すると想定される。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 9号溝（第25図、PL6)
位置 24D-12

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。 8号溝と

重複するが、新旧関係は不明である。

形状 全長は、 4.44mが推測される。上幅0.25~

0.46m、底幅0.10~0.26m、深さ0.02~0.05mであ

る。走行方向は、東南東から西北西へ走行(N-72° 
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3.地山（黒褐色） 洪水層下耕作土。粘性

しまりにやや欠ける。

E
 

゜
1 : 400 20m 

第25図細田c区6• 7 • 12~15号溝
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

-W)と想定される。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。

c区 10号溝（第26図、 PL7• 16) 

位置 24C• D-11、24C~F-12• E-13 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。8号溝と

重複するが、新旧関係は不明である。

形状 全長は16.16m、上幅0.30~2.30m、底幅

0.19~1.88m、深さ0.06~0.38mである。走行方向

は、初めに西から東へ(N-79°-E)、24E-12グ

リッドで北北西から南南東へ(N-25°-W)、更に上

記のグリ ッドで西北西から東南東へ(N-77°-W)向

きを変え走行すると想定され、東側と西側ともに調

査区外に延びている。

埋没土 にぶい黄褐色砂質土と川砂の2層に分かれ

ていた。

遺物須恵器杯(1)が出土した。（観p2) 

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。埋没

土の下層に川砂が堆積していることから水が流れた

と考えられる。

c区 11号溝（第26図、 PL6) 
位置 24C• D-12 • 13 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 全長は4.80m、上幅0.29~0.41m、底幅0.10

~0.26m、深さ0.05~0.06mである。走行方向は、

西北西から東南東へ走行(N-73°-W)と想定され、

東側の調査区外に延びている。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考え られる。

c区 12号溝（第25図、 PL6) 
位置 24E• F-20 

重 複 1号溝により掘り込まれ、新旧関係は本遺

構が古い。洪水層下水田と重複し、水田面に掘られ

ていた。洪水層下水田より新しい。

32 

形状 全長は4.90m、上幅0.30~0.56m、底幅0.10

~0.26m、深さ0.03~0.08mである。走行方向は、

東から西へ走行(N-82°-W)と想定される。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 奈良～平安時代と考えられる。

c区 13号溝（第25図、 PL6) 
位置 24A• B-20 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 全長は3.10m、上幅0.64~0.76m、底幅0.16

~0.52m、深さ0.03mである。走行方向は、北から

南へ走行(N-0゚） と想定される。

北側は近現代の導水管に壊され、南側は調査区の

途中で消滅する。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考え られる。走行

方向から15号溝と同一な遺構の可能性が高い。

c区 14号溝（第25図、 PL7) 
位置 23T-19• 20 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。洪水層下水田より新しい。

形状 全長は2.20m、上幅0.36~0.54m、底幅0.20

~0.37m、深さ0.06~0.07mである。走行方向は、北

北東から南南西へ走行(N-25°-E)と想定される。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考え られる。

c区 15号溝（第25図、 PL7) 
位置 24A• B -17~19、24C -17 

重複 洪水層下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構が洪水層下水田より新しい。

形状 全長は18.08m、上幅0.40~0.58m、底幅

0.14~0.42m、深さ0.04~0.08mである。走行方向

は、初めに北から南へ(N-3°-E)、24B-17グ

リッドで東北東から西南西へ(N-68°-E)、更に

上記のグリ ッドで東から西へ(N-80°-W)向きを
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変え走行する と想定される。

埋没土 灰褐色砂質土（洪水砂）。

遺物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。走行

方向から 7号 ・13号溝と同一の遺構である可能性が

戸G-12
笈

》

高い。

言三□
c区10溝ー 1

| 1た

゜
1 : 3 10cm 

c区8号溝
1.灰褐色砂質土洪水砂。

c区10号溝 A-A' 
1. にぶい黄褐色土と川砂の混土層。

10号溝 B-B' 

1.灰褐色砂壌土基本土層 I

2.褐色土基本土層III

3.暗褐色土 基本土層w
4. As-B軽石基本土層VI

5.褐色粘質土基本士層Vil

6.灰白色砂質土基本土層x
7.灰白色砂壌土と川砂のラミナ状堆積 川底と思われる。

A A' —- C区8号溝L=94.80m 

A
 

A' 
l 

‘--- -」-—
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c区10号溝
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゜
1:100 5m 

L=95.10m (1/4。)

第26図 細田 c 区 8~11号溝• 9号ピット・出土遺物
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

(5)細田遺跡E区土坑

E区 1号土坑 （第27図、PL8) 

位置 34K-7 

形状 遺構の東側が調査区外のため全体の形状は

確認できないが、調査区範囲で確認した遺構の形状

から土坑と推定される。調査区長軸1.23m（調査区東

南壁）短軸0.58m、深さ0.45mである。

方位 計測不可。

埋没土 5層に分かれ、上層に砂層が堆積していた。

遺 物 須恵器高台付椀（ 1）が1点出土している。

（観p1) 

所見 時期は平安時代と考えられる。

／ 

A' 
ー-_
―
 

_―― 

ニニ

撹乱

4 5 

A' 

L二 ゜
1:3 10cm 

1.表土基本土層 I

2.粕川テフラ 基本土層v
3.注記不明

4. As-B軽石基本土層VI

5.黒色粘質上基本土層VII

6.灰褐色土基本土層珊

7.砂層

8.砂粒を主体とした黒色土との混土層

9.黒色土プロック やや粘質。

10.黒色土を主体とした砂粒との混土層

11.灰色土 細砂質。砂粒をプロックで混入する。

゜
1: 60 2m 

第27図 細田E区1号土坑・出土遺物

(6)細田遺跡E区溝

E区 1号溝（第28図、PL8) 

位置 34J • K-8 • 9 

重複 2号溝と重複し、新旧関係では本遺構が2

号溝より新しい。

形状 全長は4.60m、上幅0.69~0.84m、底幅0.37

~0.61m、深さ0.13~0.20mである。走行方向は、北

北西から南南東へ(N-17°-W)走行すると想定さ

れる。北側は調査区外に延びていて、南側は調査区

の途中で消滅する。

埋没土 砂層を含む 7層に分かれた。

所見 時期は平安時代と考えられるが遺物は出土

しなかった。地形と埋没土の砂層により北から南へ

水が流れたと考えられる。
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E区 2号溝（第28図、 PL8) 

位置 34K-7~ 9、34J -8 

重複 l号溝と重複し、新旧関係では本遺構が1

号溝より古い。

形状 全長は8.79m、上幅0.63~1.40m、底幅0.20

~0.65m、深さ0.27~0.37mである。走行方向は、初

めに北から南へ(N-10°-W)、34K-9グリッド

で北北西から南南東へ(N-23°-W)向きを変え、更

に34K-8グリッドで北から南へ(N-5°-E)向

きを変え走行すると想定され、北側と南側ともに調

査区外へ延びている。

埋没土 2層の灰褐色土に分かれた。

遺 物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。
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干4K-10

干L-9

干L-8

|
|
¥
-

干K-8

A
 

A' B' 

L=95.60m (¼o) 

E区1• 2号溝 A-A' 

1.砂層 径 1mm程の砂粒で構成される。Hr-FAを含む。

2.砂層 1層より粒子の細かい砂粒を含む。

3.砂層 砂粒は少なく粘土状の土粒がみられる。

4.灰褐色土 砂粒をまばらに、黒色土小プロック ・鉄分

凝集プロックを含む。Hr-FAを少量含む。

1~3. 1号溝埋没土 4. 2号溝埋没土。

E区1• 2号溝 B-B' 
1.表土基本土層 I

2.粕）l|テフラ 基本土層v
3. As-B軽石 基本土層VI

4.黒色粘質土基本土層w
5.灰褐色土 白色軽石をまばらに含む。

6.灰褐色土 5層より白色軽石の混入は極端に少なくなる。

7.砂層 1 cm未満の軽石、小礫を含む。鉄分凝集部分あり。

8.砂層 7層に比してやや砂粒が細かなものが多い。

9.灰褐色土 6層に類似する。細かな泥状をなす。

10.灰褐色土砂粒、軽石を含む。特に下層に砂粒が多い。

11.灰褐色土とAs-C混じり黒色土の混土。

12.灰褐色土 軽石を多く含む。鉄分凝集層が小プロック状に入る。

13.灰褐色土 砂粒を多く含む。

5~11. 1号溝埋没土 12 • 13. 2号溝埋没土

゜
1 : 100 5m 

第28図細田E区1• 2号溝
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

E区 3号溝 （第29図、PL9• 16) 

位置 34K-8 • 9、34L-7 • 8、34M-7 

重 複 2号溝と重複し、新旧関係では本遺構が2

号溝より古い。 2号溝の確認面より下位で本遺構は

確認された。

形状 全長は12.02m、上幅0.19~0.41m、底幅0.04

~0.30m、深さ0.36mである。走行方向は、初めに

東北東から西南西へ(N-56°-E)、34k-8グリ

ッドで北東から南西へ(N-49°-E)向きを変え走

行すると想定される。東側は2号溝に切られ、西側

は調査区外に延びている。

埋没土 白色軽石を含む灰褐色土が堆積していた。

遺 物 須恵器横瓶（ 1）が出土している。（観p5) 

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。
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1.黒褐色砂壌土基本土層w
2.粕川テフラ 基本土層v
3. As-B軽石基本土層VI

4.黒色粘質土基本土層VII

5.灰褐色土基本土層XI

6.灰褐色土 やや灰色味が強く、軽石の混入は少ない。

1 (%) ° 
第29図 細田E区3号溝 ・出土遺物

1: 100 5m 
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E区 4号溝（第30図、 PL9) 

位置 34M-9、34N-8 • 9 

重複 なし。なお、 2号溝の確認面より下位で本

遺構は確認された。

形状 全長は7.22m、上幅0.25~0.47m、底幅0.07

~0.19m、深さ0.06mである。走行方向は、初めに

北東から南西へ(N-45°-E)、34M-9グリ ッド

第3節 奈良～平安時代の遺構と遺物

で北北東から南南西へ(N-30二 w)向きを変え、更

に34M-9グリッドで北北東から南南西へ(N-15°

-E)向きを変え走行すると想定され、西側の調査区

外に延びている。

埋没土 灰褐色士が堆積していた。

遺 物 出土しなかった。

所見 時期は奈良～平安時代と考えられる。
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1. 黒褐色砂壌土 基本土層W

2.粕川テフラ 基本土層v
3. As-B軽石基本土層VI

4.黒色粘質土基本土層VII

5.灰褐色土基本土層XI

6.砂粒基本土層XV'

7.灰褐色土 軽石を含まず、灰色味やや強い。
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第30図細田E区4号溝

37 



第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

E区 5号溝（第31図、 PL9 • 16) 

位置 34K-7• 8 

重複 2号溝と重複し、新旧関係では本遺構が2

号溝より古い。2号溝の確認面より下位で本遺構は

確認された。

形状 全長は4.79m、上幅0.16~0.43m、底幅0.04

~0.20m、深さ0.05~0.06mである。走行方向は、

北から南へ(N-5°-E)走行すると想定され、南側

の調査区外に延びている。

埋没土 灰白色砂層が堆積していた。

遺物須恵器杯（ 1)が出土している。（観p1) 

所見時期は奈良～平安時代と考えられる。地形

と埋没土の砂層により北から南へ水が流れたと考え

られる。

干L-9

凸L-8
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ニロ~('/,)
凸K-8

」 土

L=96.60m ('/4o) 

1.灰褐色土 Hr-FAをまばらに含む。

2.灰褐色土 1層と 3層の混土層。砂粒がプロックをなして混入。

3.灰白色砂層 非常に細かい粒子。サク状遺構か。

゜
1 :100 5m 

第31図 細田E区5号溝・出土遺物
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(7)細田遺跡E区畠

細田 E区畠跡（第32図、 PL9・10)

確認された畠跡の場所は、 E区北東部の34J -8 • 

9、1号溝の東側である。確認面はXN層（灰褐色

土）上面である。確認面の標高は95.26~95.47mで、

高低差0.21mである。耕作時のサクの痕跡として確

34K-芹

□¥、斐

」

→ ◎

@

 

第3節 奈良～平安時代の遺構と遺物

認された。耕作痕は、サクの方向として南北方向に

3本が想定される。耕作痕の深さは、 0.02~0.16mで

ある。耕作痕の埋没土は、ブロックに固まっている

黄灰色細砂であった。南北方向のサクの間隔は芯々

で約0.80mである。
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1.表土基本土層 I

2. As-B軽石基本土層VI

3.黒色粘質土基本土層VII

4.灰褐色土 基本土層XIょりも黄色味が強い。

5.黄灰色細砂 プロック状に固結。畠の耕作痕内の土層。

6.灰褐色土 1号溝埋没土の一部。

試掘抗

一
A
 

A' 

5 

L=95.50m (1/4。)

゜
1: 60 2m 

第32図細田E区畠跡

2 平安時代

(1) As-B下水田

細田c区水田（第34図、 PL10~12) 
As-Bにより埋没した水田跡である。C区の調査

区では、 As-B層が0.02~O.llm程堆積していて、

44区画の水田跡が確認された。そのうち区画がわか

るものが23区画で、面積は15.2~194.3対である。

その平均面積は76.7m'である。田面の標高は94.60

~95.70mで、高低差は1.10mである。

縦畦は9本、横畦は10本確認された。縦畦の方位

は、 N-20°-W~N-32°-Eで、横畦の方位はN

-65°~90°-wである。畦の幅は、 0.3~2.2mで、

畦の高さは、 0.01~0.10mである。

水田耕土は、黒色粘質土や褐色粘質土であった。

21口の水口が確認できた。用水は水口を通ってか

ら南の区画へ供給されたと考えられる。なお、 C区

・E区のAs-B下水田計測表を本章の終わりに掲載

したので、参照されたい。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

第5表 富田細田遺跡As-8下水田計測表

調査区 区画N(l 面積(rri) 長軸(m) 短軸(m)
田面の

高低差

c区 1 (17. 0) (7. 1) (3.0) o. 04 

2 (139. 0) 16. 3 (3. 4) 0.14 

3 (21. 3) 8. 1 (2. 9) 0. 04 

4 (15. 7) 7. 7 (1.5) 0. 02 

5 (106. O) 10. 5 (10.0) 0.17 

6 194. 3 23. 9 8.4 o. 09 

7 102. 4 14. 5 6. 7 o. 05 

8 83. 8 12. 0 7. 5 0. 07 ， (12.0) (6. 8) (2.1) 0.07 
10 (350. 6) 19.7 (9. 9) 0. 24 

11 174. 0 18. 7 10.4 0.19 

12 34. 4 10. 3 3. 3 0. 13 

13 65. 5 9.3 6. 0 0. 08 

14 (101. 4) 00. 5) 6.5 o. 07 

15 (29.1) (13.1) 2. 5 0.13 

16 (35. 7) 9.1 (6.4) 0.08 

17 41.3 12. 6 3. 2 0.04 

18 171. 9 24.8 8.4 0. 20 

19 55.0 10.8 4.6 0.12 

20 (5. 5) 4.1 (1. 3) 0.04 

21 49. 2 9.8 4.2 0.08 

22 21. 3 8.5 2.2 0.05 

23 (9. 9) (5.1) (3.4) 0.06 

24 (63.2) 04. 7) (5. 9) 0.17 

25 51. 7 9.5 4.4 0.10 

26 55.2 8. 5 5.0 0.06 

27 114.3 12.4 8.2 0.07 

28 15.2 4.4 3.1 0.02 

29 22.8 5.9 3.1 0.05 

30 77.3 9.8 9.2 0.16 

31 86.1 10.2 7.4 0.14 

32 107. 7 11. 6 9.3 0.10 

33 22.5 9.4 2.0 0.06 

34 41. 6 9.2 4.6 0.06 

35 (2.5) (5.6) (0.5) 0.03 

36 66.1 11. 4 4.6 0.11 

37 (18. 7) (9.0) (0. 7) 0.12 

38 (116.0) 14.5 11. 3 0. 23 

39 110.7 11. 9 10.5 0.12 

40 (74.4) 11. 7 (5. 7) o. 22 

41 (26.8) (7.8) (5. 9) 0.03 

42 (16.6) (14.0) (2.0) 0. 32 

43 (56.6) (13.4) 7.2 0.30 

44 (41. 3) (9.3) (8.1) 0.14 

E区 1 (19.2) (6.3) (4. 7) 0.03 

2 (35. 0) (11. 9) 0.10 

3 (62. 2) (13.6) 0.15 

4 (34. 8) (10. 9) (3.3) 0.13 

5 (41. 9) (13. 2) (3.6) 0.07 

6 (29. 3) (lo. 9) 0.23 

7 (8. 3) (3.4) (3. 2) 0.04 

8 (47. 3) (9. 0) (3. 2) 0.02 
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水口の 畦 の 様子
備 考（重複関係等）

有無 高さ(m) 幅 (m)

~o. 01 0.5~1.0 

゜
0. 01~0. 02 0.7~0.9 7号土坑・ 1• 16 • 17 • 19号溝と重複
~0. 01 0.5~0.9 

o. 02~0.03 0.5~1. 2 

~0.05 0.5~1.0 

0. 01~0. 02 0.5~1.0 1 • 2 • 17号溝と重複
o. 01~o. 03 0.4~1. 4 20号溝と重複

゜
0. 01~0. 08 0.6~1.2 

o. 01~o. 03 0.6~0.9 

゜
0. 01~0. 03 0.5~1. 2 21号溝と重複

゜
0. 01~0.04 0.4~1.0 1 • 2号溝と重複
~0. 01 0.4~1.0 

゜
0. 01~0.04 0.5~1. 4 20号溝と重複

~0.05 0.4~1. 2 

゜
0. 01~0. 03 0.6~1. 1 

0. 01~0. 05 0.7~1.4 

゜
o. 01~o. 03 0.7~1. 3 

゜
0. 01~0. 04 0.4~2. 2 

゜
0. 01~0. 02 0.5~1. 2 

o. 03~o. 06 o. 5~o. 7 

゜
~0.01 0.8~1. 3 

0. 01~0. 04 0.6~2.2 1 • 2号溝と重複
0. 03~0. 07 0.7~1. 3 

゜
0.01~0. 04 0. 5~1.2 

~0.01 o. 6~1. 3 1 • 2号溝と重複

゜
0. 01~0. 08 0.5~o. 9 

゜
0.01~0.10 0.4~0.9 

0.01~o. 04 0.5~0.8 

゜
0.01~o. 05 0.5~0.8 

~0.04 0.4~1. 1 1 • 2号溝と重複
~0.05 0.4~0.9 

゜
0. 02~o. 04 0.5~0.9 

0.02~0. 04 0.4~0.9 

o. 03~o. 07 0.3~0.9 

~0.02 0.6~1.1 

゜
0. 04~0. 07 0.4~1. 6 

゜
o. 02~o. 06 0.4~1. 6 

0. 01~0. 04 0.6~1. 5 1 • 2号溝と重複

゜
0. 01~0. 09 0.6~1. 2 

゜
o. 01~o. 05 0.3~1. 2 1号掘立柱建物と重複

゜
0. 03~0. 05 0.6~0.9 5号溝と重複

0. 01~0. 04 0.7~1.1 

゜
o. 02~0.04 0.4~1. 1 

0.02~0. 03 0.3~0.9 

0.4~0.7 

~0.0 1 0.4~o. 9 

~0.03 0.4~0.9 

0.4~0.8 

~0.03 0.4~1.0 

~0.05 0.7~1.0 

~0.02 0.4~0.6 
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細田 E区水田（第35図、 PL9) 

As-Bにより埋没した水田跡である。E区調査区

では、 As-B層が0.02~0.15m程堆積していて、 8

区画の水田跡が確認された。そのうち区画が完全に

わかるものはなかった。確認された範囲での区画面

積は8.3~62.2m'である。その平均面積は39.3対であ

る。田面の標高は95.34~95.60mで、高低差は0.26

mである。

縦畦は 5本、横畦2本確認された。縦畦の方位は、

N-0°~N-5 °-Eで、横畦の方位はN-78°-E 

とN-90°-Eである。畦の幅は、 0.40~1.00mで、

畦の高さは、0.01~0.05mである。水口は確認でき

なかった。

水田耕土は黒色粘質土であった。水田面の高低差

から、用水は北から南の区画へ供給されたと考えら

れる。

宮下A区水田 （第36図、PL12) 

As-Bにより埋没した水田跡である。A区低地部

ではAs-Bが0.06~0.10m程堆積していたが、全体

的にAs-Bの残存状況が悪く、 一次堆積の状態をと

どめる所は少なかった。そのためか、水田区画は判

然とせず区画がわかるものは確認できなかった。水

田の総面積は推定で約1,280m'である。田面の標商

は95.67~96.23mで、高低差0.56mである。畦畔と

思われる痕跡として、縦畦が2本、横畦が1本確認

された。縦畦の方位は、 N-10°-EとN-42°-E

で、横畦の方位はN-80°~90°-Eである。畦畔の

痕跡幅は、 0.08~0.65mである。水口の痕跡は、 34I 

-15グリ ッドで確認された。水田面の段差が、南北

方向で詔められた。隣接する富田細田遺跡で発見さ

れたAs-B下水田跡や宮下A区低地部での遺構確認

面のレベル等から判断して、 A区低地部は水田域と

して利用した可能性が商いと考えられる。

(2)宮下遺跡A区溝

宮下A区 10号溝（第36図、PL14) 

位置 34I -14、34J -12~14、34K-13

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。

形状 全長は10.22m、上幅1.57~2.48m、底幅0.30

~0.86m、深さ0.02~0.12mである。走行方向は、

北東から南西へ(N-39°-E)走行すると想定され、

南側の調査区外へ延びている。

埋没土 不明。

所 見 As-B軽石下から確認されたことから、時

期は平安時代と考えられる。As-B下水田に伴う用

水路と考えられる。遺物は出土しなかった。
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第36図宮下A区As-B下水田・ 10号溝

3 遺構外出土遺物（平安時代以前）

（第37図、 PL16) 

第1節調査の概要の項でも若干ふれたが、各調査

区の調査において、遺構に直接伴わない遺物が少量

出土した。ここでは平安時代以前の遺物を選択、掲

載した。

1 • 3の壺は細田遺跡c区のAs-B下水田調査時

に出土した。

2 • 4~10は細田遺跡E区の調査で出土した。2

• 4 • 6 • 7は古墳時代前期から中期に位置づけら

れる。5は古墳時代後期、 8 • 9の須恵器は平安時

代の所産である。10はようろう石製の匂玉である。

出土位置は不明である。

11の高杯は宮下遺跡A区のAs-C混土層からの出

土である。 （観P1 • 2) 
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

第4節 中世以降の遺構と遺物

l 平安時代末～中世

(1)細田遺跡c区溝
c区 5号溝（第38図、 PL13)
位置 23T-14、24A-13• 14 

重 複 As-B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構がAs_B下水田より新しい。

形状 全長は9.53m、上幅0.70~1.06m、底幅0.33

~0.66m、深さ0.04~0.09mである。

走行方向は、初めに東南東から西北西へ(N-72°

-W)、24A-14グリッドで北北東から南南西へ(N

-17°-E)向きを変えると想定され南側の調査区外

に延びる。

埋没土 As_B混土。

所見 時期はAs-B降下以降、古代末から中世と

考えられる。遺物は出土しなかった。

c区 16号溝（第38図）
位置 34E• F -6 • 7 

重複 As_B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構がAs-B下水田より新しい。7号土坑

と重複するが、本遺構が古い。

形状 全長は7.llm、上幅0.46~0.61m、底幅0.12

~0.31m、深さ0.04~0.05mである。走行方向は、初

めに北北東から南南西へ(N-30°-E)、34E-7 

グリッド北北東から南南西へ(N-13°-E)向きを

変え、更に34F-6グリッドで北から南へ(N-3° 

-W)向きを変え走行すると想定され、北側の調査

区外に延びている。

埋没土 As-B混土。

遺物 出土しなかった。

所見 時期はAs_B降下以降、古代末から中世と

考えられる。走行方向から17号溝と同ーな遺構と考

えられる。

c区 17号溝（第38図）
位置 34E-5 

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。As-B下水田より新しい。7号土坑 ・1号溝

46 

とも重複するが、本遺構が古い。

形状 全長は4.65m、上幅0.26~1.24m、底幅0.08

~0.43m、深さ0.01~0.05mである。走行方向は、北

から南へ走行(N-11°-W)と想定される。検出部

分ではほぽ直線を指行する。

埋没土 As-B混土。

遺物出土しなかった。

所見 時期はAs-B降下後、古代末～中世と考え

られる。走行方向から16号溝と同ーな遺構と考えら

れる。

c区 19号溝（第38図）
位置 34C-5 • 6 

重複 As-B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。

形状 全長は4.04m、上幅0.36~0.48m、底幅0.20

~0.39m、深さO.Olm（東側畦畔との商低差）である。

走行方向は、 北から南へ走行(N-0゚）と想定され、

北側の調査区外に延びている。

埋没土 As-B混土。

遺物 出土しなかった。

所見 時期はAs-B降下以降、古代末～中世と考

えられる。

c区 20号溝（第38図）
位置 34B-1~4 

重 複 As-B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。

形状 全長は14.09m、上幅0.23~0.82m、底幅

0.08~0.61m、深さ0.01~0.02mである。

南北方向の溝であるが中位で東西に蛇行する。走

行方向は、初めに北北西から南南東へ(N-30°-W)、

34B-3グリッドで北から南へ(N-5°-E)、続

いて34B-2グリッドで北西から南東へ(N-42°―

w)、更に34B-2グリッドで北北東から南南西へ

(N-15°-E)向きを変え走行すると想定される。

埋没土 As-B混土。

遺物出土しなかった。

所見 時期はAs-B降下以降、古代末～中世と考

えられる。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

c区 21号溝（第38図）
位置 34I • J -4 • 5 

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構がAs-B下水田より新しい。

形状 全長は3.90m、上幅0.28~0.41m、底幅0.15

~0.31m、深さ0.04mである。走行方向は、東北東

から西南西へ走行(N-64°-E）と想定される。

埋没土 As-B混土。

遺物 出土しなかった。

所見 時期はAs-B降下以降、古代末～中世と考

えられる。

2 中・近世

(1)細田遺跡c区掘立柱建物
c区 1号掘立柱建物

（第39• 40図、 PL13 • 17) 

位置 24B • C -12 • 13 方位 N-19°―E

重 複 As-B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構はAs-B下水田より新しい。

形状 2間X2間。長軸を東西にもつ。東辺と西

辺の柱穴は、四隅の柱穴を結ぶ直線上からやや外側

にずれる。長軸4.72m、短軸2.66m。

柱穴 柱穴掘り方は、直径0.21~0.30m、深さ0.16

~0.42m程度のほぼ円形を呈する。

埋没土 As-B軽石粒を含む灰褐色土。

遺物 柱穴埋没土中から古銭12点が出土した。ぅ

ち北宋銭(3~6）、明銭(7~9)である。 （観p2) 

所見 時期は近世以降と考えられる。

第6表細田c区1号掘立柱建物計測値一覧

建物全体規模 2間X 2間 面積 10. 43rri 
主 軸方向 N-65°-W  庇 無し

桁 ・梁行の 柱穴 規模 (cm)
形状

次ピットとの

規 模(m) N(l 長径 短径 深さ 間隔 （m)

東辺 (2.30) 1 23 22 41 円形 1. 15 

2 30 27 38 円形 1. 22 

南辺 (4.17) 3 25 21 16 円形 2.00 

4 30 25 33 円形 2.15 

西辺 (2.54) 5 26 24 25 円形 1.19 
6 29 27 42 円形 1. 39 

北辺 (4.53) 7 29 28 32 円形 2.34 

8 28 26 37 円形 2.18 

P1 

◎、1P8
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第39図 細田c区1号掘立柱建物・出土遺物(1)
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(2)細田遺跡c区土坑
c区 7号土坑（第41図）
位置 34E• F -5 • 6 

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。 As-B下水田より新しい。16号溝と重複する

が、新旧関係では本遺構が新しい。1号溝と重複す

るが、新旧関係は不明である。

形状長軸1.74m短軸1.38m、深さ0.31mのほぽ

円形を呈している。

方位 N-28°_W

埋没土不明。

遺物出土しなかった。

所見時期は中世以降と考えられる。

第41図細田c区7号土坑

／
 

ユ ユ呈

一L=95.80m 
0 1: 60 2m 
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(3)細田遺跡c区溝
c区 1号溝 （第43~50図、PL13 • 17~19) 
位置 34D-4~ 7、34E-1~ 7、24E-20、

34F-l~ 4、24F-15~20、24G-13~20、24

H-14・15 

重複 As_B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構はAs-B下水田より新しい。

形状 全長は69.40m、上幅2.36~5.26m、底幅1.44

~4.69m、深さ0.13~0.72mである。走行方向は、

北北東から南南西へ走行(N-12°-E)と想定され、

北側と南側ともに調査区外に延びている。24F-17 

グリッドを中心に自然石が集積していた。

埋没土 砂層やシルト層が堆積していた。

遺物 陶磁器(1~16)、軟質陶器焙烙（17・ 18)・

片口鉢(19• 20)、焼締陶器甕（30~33)、古銭3(39 

~41、うち北宋銭2点）、石製品・砥石等が出土し

た。（歓p3~ 5)掲載した資料の他に、陶磁器破

片209点、軟質陶器破片136点、瓦3点、砥石 1点、

磨石10点、板碑破片 1点、器種不明石製品6点、須

恵器破片173点、土師器破片1,563点、弥生土器破

片l点、縄文土器破片6点が出士している。

所見 時期は中世～近代と考えられる。

c区 1 a号溝
位置 34E-1、24E-20、24F-16~20

重複 1号溝． 1b号溝と重複し、本遺構が2条

の溝に比べ新しい。

形状 全長は(24.80m)が推測される。上幅1.81~

2.50m、底幅1.00~1.81m、深さは不明である。走

行方向は、北北東から南南西へ走行(N-14°-E)

と想定される。

埋没土 砂層やシルト層が堆積していた。

遺物 出土しなかった。

所見 中世～近代と考えられる。

細田c区 1 b号溝
位置 34E• F-1、24F-16~20、24G-16

~18 

重複 l号溝・ 1a号溝と重複する。新旧関係では

本遺構が1号溝より新しく、 1a号溝より古い。

第4節 中世以降の遺構と遺物

形状 全長は19.80mが推測される。上幅、底幅、

深さは不明である。走行方向は、北北東から南南西

へ走行(N-15°-E)と想定される。

埋没土 砂層やシルト層が堆積していた。

遺 物 出土しなかった。

所見 時期は中世～近代と考えられる。

c区 2号溝（第43~46図、PL13) 
位置 34E-3~ 5、34F-1~ 5、24F-18

~20、24G-14~20、24H-14・ 15

重複 As-B下水田と重複し、水田面や畦畔を壊

し掘られていた。本遺構はAs-B下水田より新しい。

1号溝と重複し、新旧関係では本遺構が古い。

形状 全長は54.80m、上幅1.08~1.97m、底幅0.20

~0.81m、深さ0.31~0.43mである。走行方向は、北

北東から南南西へ走行(N-12°-E)と想定され、

南側の調査区外に延びている。

埋没土 砂層、シルト層、粘土層が堆積していた。

遺 物 陶磁器破片4点、軟質陶器破片2点、須恵

器破片 1点、土師器破片12点、弥生土器破片2点が

出土したが、資料化するに足りないものであった。

所見 時期は中世～近代と考えられる。

c区 3号溝 （第43~46• 50図、PL13 • 19) 

位置 34E• F-1、24E-20、24F-16~20、

24 G -16~18 

重複 1号溝と重複し、新旧関係では本遺構が1

号溝より新しい。

形状 全長は25.30m、上幅0.25~1.63m、底幅0.08

~1.02m、深さ0.14~0.64mである。走行方向は、北

北東から南南西へ走行(N-19°-E)と想定される。

埋没土 シルト層が堆積し、溝底に小円礫が集積し

ていた。

遺 物 陶磁器碗（1)、古銭(2、北宋銭）が出士し

た。（観p5) 

掲載した資料の他に陶磁器破片25点、土師器破片

54点、須恵器破片10点、縄文土器破片5点、弥生土

器破片 2点が出土している。

所見 時期は中世～近代と考えられる。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査
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第4節 中世以降の遺構と遺物
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L=95.50m 

1.灰白色シルト

2.灰白色シルト 砂層がラミナ状に堆積。

3.灰白色シルト 砂層を含む。

4.暗褐色シルト

5.灰白色シルト

6.暗褐色シルト

7.灰白色シルト

8.暗褐色シルト As-Bを多く含む。

9.暗褐色シルトと砂礫の混土層

10.暗褐色シルト

11.暗褐色シルト As-B、黒褐色粘土(As-B下水田面耕土）を

プロック状に含む。

12.灰白色シルト 白色軽石(Hr-FAまたはAs-C)を多く含む。

11 • 12. 2号溝埋没土 8. 3号溝埋没土

゜
1: 40 2m 

第46図細田c区1~3号溝（4)

：
 
三
三

二／

心
/' 

1三 ＼＼12

こ ＝

＼ー／

｀ 

こ

＋
 

二
ヽ

゜
1:3 10cm 

第47図細田c区1号溝出土遺物（ 1)
55 



第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

バ
甘
リ
り
屑

ヽ
／ 

/ 16 

ロ
ロ

ロ。 19 ー／

・ーロ1 ¥ 22-1 
I I 

／ ＼ 
ヽ

I I 

22-4 D I I 

22-2 

＝口／口［

芦`］
ー
／

n
H
H
ulf

22-3 

／
 

4
 

言
]
ローーr_

`

”

 

.

.

 
――
 

5『

゜
1:3 10cm 

第48図 細田C区1号溝出土遺物（ 2)

56 



第4節 中世以降の遺構と遺物

ヽ
／
 

ぷ ．

、口‘ー 30 -

ー
：
／
ー

゜
1:3 10cm 

第49図細田c区1号溝出土遺物（3)

57 



第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

I 

； 
I 

ご二二二］

I I 

。

I ~ I 37 

35 

D 

冑

ー
ロ
。

36 

゜
1: 3 10cm 

。

□ニロニ］ ー／
c区3号溝ー1

第50図 細田c区1号(4) • 3号溝出土遺物
c区3号溝ー2(1/1)

58 



(4)宮下遺跡A区溜井

A区 1号溜井 （第51~53図、 PL15・19・20)

位置 34N-19

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構がAs-B下水田より新しい。 1号・ 2

号・ 3号溝と重複し、本遺構が1号 ・2号・ 3号溝

を掘り込んでいた。新旧関係では本遺構が1号 ・2

号 ・3号溝より新しいが、同時期に利用された可能

性が高い。

形状 長軸1.80m短軸1.08m、深さ0.83mの楕円

形を呈している。

第4節 中世以降の遺構と遺物

方位 N-90°-W

埋没土 不明。

遺 物 土師質土器皿(1)、軟質陶器内耳鍋（3）、

軟質陶器播鉢（4)、砥石（5)、板碑片（6)、五輪塔

水輪（ 7）等が出土した。 （観p6) 

掲載した資料の他に土師器破片37点、須恵器破片

10点が出土している。

所見 出土遺物から中世の遺構と考えられる。 3

号・ 4号溝で送られた水を一旦貯水し、 1号溝また

は2号溝に送水するための施設と考えられる。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査
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第53図 宮下A区1号溜井出土遺物（2)

A区 2号溜井（第54図、 PL15) 

位置 44M-1 

重複 As-B下水田と重複し、水田面に掘られて

いた。本遺構がAs-B下水田より新しい。5号溝と

重複し、本遺構が5号溝を掘り込んでいた。新旧関

係では本遺構が5号溝より新しいが、同時期に利用

された可能性が高い。

形状 長軸1.30m短軸1.20m、深さ0.96mのほぽ

円形を呈している。

方位 N-3°-W

埋没土 不明。

遺 物 出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。5号溝で送られ

た水を一旦貯水し、再度、 5号溝に送水するための

施設と考えられる。
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(5)宮下遺跡A区溝

A区 1号溝（第56• 57図、 PL14• 15 • 20) 

位置 34N-16~19、340-15~17

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より据り込

まれていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。2

第4節 中世以降の遺構と遺物

号 ・3号溝と重複する。本遺構が2号溝より古い。

3号溝との新旧関係は不明であるが、同時期の可能

性が考えられる。1号溜井と重複し、本遺構は 1号

溜井に掘り込まれていたが、同時期に利用された可

能性が高い。
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第55図宮下A区1~9号溝、 1• 2号溜井
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1号溜井
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2.暗褐色土基本土層1I

3.暗褐色土基本土層1I

4.暗褐色土基本土層III

5.暗褐色土 全体に砂粒を多く含む。

6.灰褐色土 全体にシルト質であるが、多籠の砂がラミナ状に

堆積。

7.黒褐色土 全体に砂粒を多く含む。

5 • 6. 2号溝埋没土 7. 1号溝埋没土
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こ ゜
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第56図宮下A区1 • 2号溝



形状 全長は24.84m、上幅1.08~1.39m、底幅

0.44~0.76m、深さ0.10~0.33mである。走行方向

は、初めに東北東から西南西へ(N-73°-E)、34

N-19グリッドで北北西から南南東へ(N-20°-W)

向きを変え、更に上記のグリッドで北から南へ(N-

6 °-E)、続いて340-17グリッドで北北東から南

南西へ(N-25°-E)向きを変え走行すると想定さ

れ、南側の調査区外へ延びている。

埋没土 A区南壁付近では砂粒を多く含む黒褐色土

が堆積していた。A区低地部ではAs-Bを多量に含

む黒褐色土が堆積していた。

遺 物 施釉陶器皿（l)、焼締陶器甕（2)、磨石（3)

が出土した。 （観p6) 

掲載した資料の他に土師器破片54点、須恵器破片

6点が出土している。

所見 出土遺物から中世の遺構と考えられる。1

号溜井に伴う用水路と考えられる。

A区2号溝（第56• 57図、PL14• 15) 

位置 34N-18• 19、340-15~19

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より掘り込

まれていた。As-B下水田より新しい。1号・ 3号

溝と重複する。本遺構が1号溝より新しい。3号溝

第4節 中世以降の遺構と遺物

との新旧関係は不明であるが、同時期の可能性が考

えられる。本遺構は 1号溜井に掘り込まれていたが、

同時期に利用された可能性が高い。

形状 全長は23.62m、上幅0.70~1.38m、底幅

0.18~0.56m、深さ0.11~0.23mである。走行方向

は、初めに東北東から西南西へ(N-72°-E)、34

N-19グリッドで北北東から南南西へ(N-17°-E)

向きを変え、更に340-18グリッドで北から南へ

(N -9°-E)、続いて340-l7グリッドで北北東

から南南西へ(N-25°-E)向きを変え走行すると

想定され、南側の調査区外へ延びている。

埋没土 A区南壁付近では暗褐色土、灰褐色シルト

質土の 2層に分かれていた。A区低地部ではAs-B

を多量に含む黒褐色土が堆積していた。

遺物 須恵器長頸壺（ 1）が出土している。

（観p6) 

掲載した資料の他に土師質土器破片 l点、砥石 l

点、土師器破片77点、須恵器破片9点、灰釉陶器破

片2点が出土している。

所見 中世の遺構と考えられる。 1号溜井に伴う

用水路と考えられる。
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

A区 3号溝（第58• 59図、 PL15) 

位置 34E~G-18 、 34F~K · N • 0-19 、 34

J ~N-20 

重複 As-B下水田と重複しAs_B上より掘り込

まれていた。 As-B下水田より新しい。 1号 ・2号

• 4 号・ 5 号• 8号溝と重複する。本遺構が8号溝

を掘り込み8号溝より新しい。 1号・ 2号・ 4号 ・

5号溝との新旧関係は不明であるが、同時期の可能

性が考えられる。本遺構は 1号溜井に掘り込まれて

いたが、同時期に利用された可能性が商い。

形状 全長は51.94m、上幅0.54~2.46m、底幅

0.15~1.82m、深さ0.11~0.21mである。走行方向

は、西北西から東南東へ(N-77°-W)走行すると

想定され、東側の調査区外へ延びている。

埋没土 As-Bを多量に含む黒褐色土。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。 1号溜井に伴う

用水路と考えられる。

A区 4号溝（第58図、 PL14) 

位置 34L• M-19、34L~N-20

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より掘り込

まれていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。3

号溝と重複し新旧関係は不明であるが、同時期の可

能性が考えられる。

形状 全長は8.52m、上幅0.42~0.99m、底幅0.18

~0.58m、深さ0.04~0.08mである。走行方向は、初

めに西北西から東南東へ(N-72°-W)、34M-20

グリッドで西から東へ(N-80°-W)向きを変え走

行すると想定され、調査区の途中で消滅する。

埋没土 As_Bを多量に含む黒褐色土が堆積してい

た。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。 1号溜井に伴う

用水路と考えられる。

A区 8号溝（第59図、 PL14) 

位置 34E~G-18、34G-19

重複 As_B下水田と重複しA炉 B上より掘り込

まれていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。 3

66 

号溝と重複し、新旧関係は不明である。

形状 全長は11.74m、上幅0.66~1.67m、底幅

0.13~1.15m、深さ0.01~0.06mである。走行方向

は、初めに西から東へ(N-80°-W)、34G-18グ

リッドで西北西から東南東へ(N-67°-W)向きを

変え走行すると想定され、東側の調査区外へ延びて

いる。

埋没土 As-Bを多量に含む黒褐色土が堆積して

いた。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。

A区 9号溝（第59図、 PL14) 

位置 34E-18、34E~G-19

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より掘り込

まれていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。

形状 全長は14.14m、上幅0.78~2.21m、底幅

0.19~1.08m、深さ0.03~0.06mである。走行方向

は、初めに西から東へ(N_87°-W)、34F-19グ

リッドで西北西から東南東へ(N-70°-W)向きを

変え走行すると想定され、東側の調査区外へ延びて

いる。

埋没土 As-Bを多最に含む黒褐色土が堆積してい

た。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。

A区 5号溝（第60図、 PL14) 

位置 34M• N-20、44M-l、44L• M-2、

44K ・L-3 

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より掘り込

まれている。本遺構がAs-B下水田より新しい。 3

号溝と重複し新旧関係は不明であるが、同時期の可

能性が高い。本遺構は 2号溜井に掘り込まれている

が、同時期に利用された可能性が高い。

形状 全長は16.72mである。2号溜井北側では、

全長11.52m、上幅0.33~0.60m、底幅0.12~0.31m、

深さ0.03~0.05mである。 2号溜井南側では、全長

5.20m、上幅0.46~0.54m、底幅0.10~0.18m、深

さ0.04~0.06mである。走行方向は、初めに北東か



第4節 中世以降の遺構と遺物

ら南西へ（N-49°-E)、44M-2グリッドで北北

東から南南西へ(N-32°-E)向きを変え、 2号溜

井(44M-1グリッド）に到達すると想定され、北側

は近・現代の堀に壊されている。 2号溜井の南側で

は北東から南西へ(N-42°-E)向きに走行すると

想定される。

埋没土 As_Bを多量に含む黒褐色土が堆積してい

た。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。 2号溜井に伴う

用水路と考えられる。

A区 6号溝（第60図、 PL14) 

位置 44L• M-1、44K• L-2 

重複 As_B下水田と重複しAs_B上より掘り込

まれていた。本遺構がAs-B下水田より新しい。

形状全長は10.57m、上幅0.26~1.06m、底幅

0.09~0.23m、深さ0.03~0.06mである。走行方向

は、初めに北東から南西へ(N-53°-E)、44L-

2グリッドで北東から南西へ(N-45°-E)向きを

変え走行すると想定される。

埋没土 As-Bを多量に含む黒褐色土が堆積してい

た。

遺物出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。走行方向から考

え、 2号溜井あるいは 1号溜井に伴う導水のための

用水路と推定される。
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第60図宮下A区5• 6号溝
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第3章 富田細田遺跡と富田宮下遺跡低地部の調査

一
A区 7号溝（第61図、 PL14) 

位置 34L•M-13·14 、 34F·G • L-15 、

34F~ L-16、34I~ L -17 

重複 As-B下水田と重複しAs-B上より掘り

込まれていた。As-B下水田より新しい。

形状 全長は43.24mである。東西方向では、全長

28.20m、上幅0.95~3.26m、底幅0.23~1.69m、深

さ0.02~0.04mである。南北方向では、全長15.04m、

上幅0.39~0.72m、底幅0.10~0.35m、深さ0.06~

0.08mである。走行方向は、初めに東から西へ(N-

82°-W)、34L-16グリッドで北北東から南南西へ

(N-13°-E)向きを変え走行すると想定され、東側

と南側ともに調査区外へ延びている。

埋没土 As-Bを多量に含む黒褐色土が堆積してい

た。

遺物 出土しなかった。

所見 中世の遺構と考えられる。

B
 

B' 

A
 

A' 

L=96.00m ('/4叫

昇M-17 戸M-15

゜
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第61図宮下A区7号溝
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3 遺構外出土遺物（中・近世以降）

（第62図、 PL20)

ここに報告する遺物は細田遺跡B区の試掘調査を

行った際に出土した磁器・砥石の一部を資料化した

ものである。出土地点の 2号トレンチは23P-5グ

第4節 中世以降の遺構と遺物

リッドから24D-7グリッドにかけて東西方向に設

定されていた。

1 ~16は磁器で飯碗、小碗、蕎麦猪口、杯、皿、

角皿などの器種が認められる。時期は近代以降に位

置づけられる。 17は砥沢石製の砥石である。
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1 富田細田遺跡c区洪水層下水田（西か

ら）調査区の上方向、荒砥川を間に建

物群の奥に荒砥前田遺跡、その左（北）

側に荒砥宮田遺跡が位置する。

2 荒砥前田遺跡洪水層下水田（東から）

建物群の奥方向に富田細田遺跡が位置

する。

3 荒砥宮田遺跡洪水層下水田（東から）

写真上位、遠方が富田宮下遺跡。



第1節調査の概要

第4章富田宮下遺跡台地部分の調査

第1節調査の概要

富田宮下遺跡台地部分の調査においては第7表に

あるよう縄文時代から中・近世にかけての遺構が検

出された。当該部分の調査面積は約16,900m'である。

立地は、南北方向に伸びる台地の中央から東縁にあ

たり、確認面の標高は96.40mから100.20mであった。

竪穴住居は、 A~Cの各調査区から弥生時代中期

2軒、弥生時代後期（一部は古墳時代前期に及ぶ） 9

軒、古墳時代15件、古墳時代後期26軒、奈良•平安

時代51軒、時期不明 2軒の合計105軒を検出した。

掘立柱建物のうち、 C区で検出した 4棟について

は、伴出する遺物が微量であったため詳細な年代を

確定することは困難であったが、奈良•平安時代の

所産である可能性が高い。

A・B区で検出した溝は、調査が全体に及んでい

ないため詳細については把握できなかったが、周囲

に溝を廻らした方形区画、屋敷地の存在が推定され

る。これらの溝は、明治時代初頭の地割り図には記

録がないことからその時期には完全に埋没していた

ものと考えられることから、近世以前の遺構となる。

第7表 富田宮下遺跡台地部分の遺構一覧

A 区 B 区 c 区 合計

縄文時代 土坑 13基 土坑 1基 土坑 14基

弥生時代 住居 11軒 住居 11軒

～古墳時 遺構址 1基 遺構址 1基

代前期

古墳前・ 住居 2軒 住居 13軒 住居 15軒

中期時代 遺構址 1基 遺構址 1基 遺構址 2基

土坑 1基 土坑 1基

倒木痕 1基 倒木痕 l基

古墳後期 住居 2軒 住居 8軒 住居 16軒 住居 26軒

時代 溝 1条 土坑 1基 土坑 1基

溝 1条

奈良・ 住居 3軒 住居 10軒 住居 38軒 住居 51軒

平安時代 掘立柱 掘立柱

建物 4棟 建物 4棟

中・近世 掘立柱 掘立柱 井戸 3基 掘立柱

建物 2棟 建物 1棟 溝 9条 建物 3棟

井戸 5基 井戸 4基 土坑 21基 井戸 12基

溝 16条 溝 13条 道状遺構 1条 溝 38条

土坑 2基 土坑 9基 遺構址 1基 土坑 32基

（時期不明） 道状遺構 l条

遺構址 1基

第2節基本土層

第63図は、富田宮下遺跡C区55H-12グリッド付

近の土層を参考に作成した台地部分の基本土層模式

図である。台地部分では表土が30から50cmほど堆積

していただけであった。

c区及びA・B区の44• 45グリッドの11ライン以

北では表土除去後、皿層上面で遺構確認を行った。

また、縄文時代の土坑、 C区33号土坑はもう一層下

位の、層上面でその存在が確認された。 A区44グリ

ッド11ライン以南ではII層が堆積しており、その上

面で遺構確認作業を行った。

一101.50m

一99.50m

XIX 

I.表土

II. 黒褐色土 As-Cをゴマ塩状に含む。

III. 暗褐色ローム N. 暗褐色ローム

V. 暗褐色ローム VI. 黄褐色ローム

VII. 黄褐色ローム

IX.暗褐色ローム

XI.黄褐色ローム

xm.暗褐色ローム
xv.暗褐色ローム
輝．黄褐色ローム

XIX.黄褐色ローム

゜

VIII. 暗褐色ローム

X. 黄褐色ローム

XII. Hr-HP 

XIV.暗褐色ローム

XVI.黄褐色ローム

XVIII.大胡火砕流

1: 60 

第63図 富田宮下遺跡台地部分基本土層

2m 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

第3節 縄文時代の遺構と遺物

1 概要

B区で13基、C区で 1基、土坑を検出した。いず

れも陥し穴と考えられるが共伴する遺物がなく、掘

削時期は不明である。この他にA区から C区にかけ

ての広範囲から、土器 ・石器が出土した。いずれも

遺構を伴わないもので、竪穴住居や溝の埋没上中や

遺構確認作業中に出土した資料である。

2 土坑

B区 4号土坑（第64図、 PL22)

位置 45C-12

重複 2号住居に後出する。

形状 底面の平面形は東側で丸味を帯びるものの、

西側は隅をなしており、基本は長方形を意識した形

状であったと考えられる。断面形は平坦な底面から

50cmほど直立気味に立ち上がった後外方に向かって

大きく外反している。特に北壁中央はそれが顕著で

ある。長軸3.0lm短軸2.05m、深さl.llmを測る。

方位 N-59°-W

埋没土 黒褐色土、暗褐色土、黄褐色土がレンズ状

に堆積している。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 6号土坑（第64図、PL22)

位置 44S -15 

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形は上端が長円形を呈するに対し、下

端は各辺が直線を指向し長方形に近似する。 北側は

中位でオーバーハングして下端が23cmほど奥へ入り

込んでいる。断面形は底面から20cmほど垂直に立ち

上がった後、大きく外反して立ち上がっている。長

径2.74m短径1.72m、深さ1.12mを測る。底面には

小ピットが多数見られた。その中ピット 1は底面か

らの深さが38cm、ピット 2は26cmであった。

方位 N-27°-W

埋没土 上層に黒色土が、下層に黄褐色土が堆積し

ていた。

A 

B区4号土坑

1.黒褐色土 しまり強く、ローム粒を少籠含む。

2.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

3.黄褐色土 ローム粒を非常に多く含む。

4.黄褐色土 3層に類似するがより多くローム粒を含む。

5.暗褐色土 ローム粒を少最含む。
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賢
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B区6号土坑

1.黒色砂壌土 黄褐色ローム粒 ・プロックを少量含む。

2.黄褐色土 黄褐色ロームを主体とし黒色土プロックを多く含む。

゜
1: 60 2m 

第64図 B区4• 6号土坑

72 



第 3節縄文時代の遺構と遺物

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 9号土坑 （第65図、PL22)

位置 45A • B-13

重複 8号・ 10号土坑に先出する。

形状 平面形は上端が長円形であるのに対し、中

段及び下端は長軸方向の壁面がやや直線を指向して

いる。断面形は上方に向かって外反する立ち上がり

であるが北壁、南東隅はオーバーハングしている部

分があった。長軸3.07m短軸1.84m、深さ1.06mで

ある。底面には小ピットが多数見られたが直径は14

cm以下、深さ 9cm以下であった。

方位 N-47°-W

埋没土 黒褐色土、暗褐色土が堆積していた。

遺 物 埋没土中から土師器破片 1点、須恵器破片

2点が出土したが本遺構に直接伴う可能性は低い。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 13号土坑（第65図、PL23)

位置 44Q-14

重複 24号土坑と重複する。

形状 平面形は長円形を呈する。下端も上端とほ

ぽ相似形である。直径2.16m短径0.83m、深さ1.07

mである。底面からは小ピットは検出されていない。

方位 N-16°-W

埋没土 上層に黒色土、中層に暗褐色土、下層に黄

褐色土がほぽ水平に堆積していた。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 15号土坑 （第66図、 PL22)

位置 54Q-1 • 2 

重複 重複する遺構はない。

形状 北端は削平されていた。平面形は長円形を

呈するが底面は狭小で、ここから立ち上がった壁面

は底面から20~30cmの位置で大きく外反、傾斜面を

形成し上端へいたる。上端の残存長2.41m、短径1.10

m、底面の短径0.22~0.30m、深さ0.77mである。

方位 N-34°-W
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L=97.80m B区9号土坑

1.黒褐色土 黄褐色ローム粒を含む。

2.暗褐色土 黄褐色ローム土をプロック状に含む。

3.暗褐色土 黄褐色ローム上を主体とし黒褐色土プロックを少最

含む。

叫
i叫

尋］［）［
江 m|

A A' 

</
L=97.60m B区13号土坑

1.黒色土 黄褐色ローム粒を少鼠含む。

2.暗褐色土 黄褐色ロームをプロック状に含む。

3.暗褐色土 2層より黄色味が強い。黄褐色ロームと黒色土の

混土層。

4.黄褐色土 黄褐色ロームを主体とし黒色土のプロックを含む。

5.黄褐色土 親指爪大の黒色土プロックを少量含む。

0 1: 60 2m 

第65図 B区 9 • 13号土坑
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宮下B区 16号土坑
1.黄褐色土 ほとんどロームの二次堆積。汚れ少ない。しまり弱い。

2.暗褐色土 ロームをやや多く含む。しまり弱い。

3.黒色土 炭化物、ロームを少最含む。直径 1mm程の白色軽石の混入がやや多い。

しまり弱い。

4.暗褐色土 2層と同質。

5.にぶい黄褐色土 ほとんどロームの二次堆積。1層より若干汚れている。

6.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。しまり弱い。

宮下B区 17号土坑

1.黒色土 直径 1mm程の白色軽石を少量含む。

2. にぶい黄褐色土 ロームを主体とし暗褐色土をプロック状に含む。

直径 1mm程の白色軽石を多く含む。

3.暗褐色土 やや粘性あり。直径 1mm程の白色軽石を少量含む。

A A' 

： L=99.30m 

B区17号土坑

゜
l : 60 2m 

第66図 B区15~17号土坑

埋没土 上 ・中層に黒褐色土、暗褐色土が堆積、下

層にはロ ームを主体としたにぶい黄褐色土が見られ

た。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 16号土坑（第66図、 PL23)

位置 45C-19 • 20 

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形はやや四隅が丸味をおびるものの長

方形を基本としていたと考えられる。壁面は上方に

向かってやや開くが、底面は平坦であった。長軸2.62

m短軸1.07m、深さ0.50mである。

74 

方位 N-66°-W

埋没土 黄褐色土、暗褐色土、黒色土、にぶい黄褐

色土がレンズ状に堆積していた。

所見 出士遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 17号土坑（第66図、 PL23)

位置 45B-19

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形は隅丸の長方形であったと考えられ

る。底面はほぼ平坦であった。長軸2.27m短軸0.74

m、深さ0.58mである。

方位 N-35°-W

埋没土 黒色土、にぶい黄褐色土、暗褐色土の順で

堆積している。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。
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一L=99.20m B区20号土坑

L=99.30m B区18号土坑
宮下B区 20号土坑

1.暗褐色土 やや粘性あり。直径 1mm程の白色軽石を少最含む。

宮下B区 18号土坑

1.黒色土 直径1mm程の白色軽石を少最含む。

2.黄褐色土 ほぼロームの二次堆積で暗褐色土をわずかに含む。

3. にぶい黄褐色土 ロームを主体とした暗褐色土プロックとの混土層。

直径 1mm程の白色軽石を多く含む。

4.黄褐色土 ロームの二次堆積である。暗褐色土をわずかに含む。

5.暗褐色土 やや粘性あり。直径 1mm程の白色軽石を少屈含む。

A' 

宮下B区 19号土坑

1.にぶい黄褐色土 ロームを主体とした暗褐色土プロックとの混土層。

直径 1mm程の白色軽石を多く含む。

2.黄褐色土 ほぽロームの二次堆積で暗褐色土をわずかに含む。

3.暗褐色土 やや粘性あり。直径1mm程の白色軽石を少量含む。

_A_ 2 K 

づL=99.20m B区19号土坑

第67図 B区18~20号土坑 ゜
1 : 60 2m 

B区 18号土坑（第67図、 PL23)

位置 45B-20 

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形は隅丸の長方形をしている。長軸の

中央部分で横軸が狭くなる起伏がみられるもののほ

ぽ平坦であった。長軸2.49m短軸0.76m、深さ0.50

mである。

方位 N-55°-W

埋没土 黒色土、黄褐色土、にぶい黄褐色土、暗褐

色土が堆積していた。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 19号土坑（第67図、 PL24)

位置 55A-1、45A-20

重複 l号溝と重複、これに先出する。

形状平面形は隅丸の長方形を呈する。底面は北

側がやや浅くなるが大きな起伏は見られない。長軸

1.93m短軸0.71m、深さ0.41mである。

方位 N-48°-W

埋没土 上層に黄褐色土、下層に暗褐色土が堆積し

ている。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 20号土坑（第67図、 PL24)

位置 55A-l. 2 

重複 重複する遺構はなかったが、上層は撹乱を
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

受け、壁面の残存は不良であった。

形状 平面形は隅丸の長方形を呈する。底面はほ

ぽ平坦である。長軸2.24m短軸0.64m、深さ0.24m

である。

方位 N-44°-W

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 22号土坑（第68図）

位置 44S-20、54S-1 

重複 2号溝と重複、これに先出する。

形状 平面形は長円形を呈する。壁面の立ち上が

りは外傾著しいものがあった。長径2.10m短径0.96

m、深さ0.43mである。

方位 N-37°-W

埋没土 2号溝と同時に調査が進行したため確認は

できなかった。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 23号土坑（第68図、 PL24)

位置 44Q-18• 19 

重複 3号溝と重複、これに先出する。14号 ・15

号住居からも削平を受けている。

形 状 3号溝との重複により形状がやや乱れてい

るが、平面形は長円形を基本としていたようである。

長径2.08m短径0.92m、深さ0.90mである。

方位 N-14°-W

埋没土 黒褐色土、にぶい黄褐色土が堆積していた。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。

B区 24号土坑（第68図、 PL24)

位置 44Q • R -14 

重複 1号井戸と重複、これに先出する。

形状 平面形は不整形の長楕円形を呈する。長径

1.94m短径（最大）1.18m、深さ0.44mである。

方位 N-28°-W

埋没土 暗褐色土、暗黄褐色土が堆積している。

所見 出土遺物は全くないが縄文時代の陥し穴と

考えられる。
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L=99.40m B区23号土坑

1.黒褐色土 ロームプロ ックを少量含む。白色軽石の混入やや多

い。

2. にぶい黄褐色土 ロームプロックを非常に多く含む。
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B区24号土坑

1.暗褐色土 白色軽石を少量含む。

2.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

3.暗黄褐色土 ローム粒を多く含む。

゜
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第68図 B区22~24号土坑



第3節縄文時代の遺構と遺物

c区 33号土坑（第69図、 PL24)
位置 55I -15 • 16 

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸

1.82m短軸0.95m、深さ0.93mを測る。底面はほぽ

水平であったが、西壁から25cm、東壁から35cmの位

置に合計2本のピ ットが掘られていた。西壁寄りの

ピットは深さ60cm、東壁寄りのピットは深さ52cmで

ある。

方位 N-63°-E 

埋没土 黒褐色土、暗褐色土、褐色土が堆積、底面

のピット内にはローム粒 ・ロームブロックを含む黒

褐色士が堆積、下位はロームの含入が増し、軟質で

あった。

所見 旧石器の試掘調査過程で検出した。出土遺

物はないが形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。

3 遺構外出土遺物

（第71~74図、 PL102~104)

遺物の分布縄文時代の遺構としてはC区で1基、

B区で13基の土坑を検出したがいずれも出土遺物は

なく、その構築時期は不明である。また、 B区北側

部分は圃場整備時に著しく改変を受けており、遺構

・遺物の出土はなかった。この部分については前橋

市教育委員会により調査が実施された際にも縄文時

代関連の遺構 ・遺物の検出はなかった。

A区からは前期諸磯b式・諸磯c式、中期加曽利

E3式・阿玉台式、後期称名寺 I式 ・加曽利B1~ 

2式がそれぞれ少量ずつ出土した。44N• 0-9 • 

10グリッドでは遺構確認のためのトレンチを設定し

て調査を行ったが遺構の検出には至らなかった。

B区では調査区の南端、 45A-5グリ ッド周辺の

小調査区から加曽利B1 • 2式の資料が少量出土し

た。

c区では65グリッドで前期黒浜式土器が多数出
土したが遺構の検出はなかった。他に前期諸磯b式・

c式、中期阿玉台II式・加曽利E3式、後期称名寺

I式・加曽利B1 • 2式が少量ずつ出土した。

＼ 

念'
〉葵
A

叫

叫
6-_ 2 3 __%__ 

□1.10m c区33号土坑

1.黒褐色土 As-Cと考えられる軽石を少し含む。ローム粒わず

かに含む。

2.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。As-Cと考えられる軽

石（灰色）を少し含む。やや軟質。

3.褐色土 地山のロームを主体とする。黒褐色土が少し混じる。

4.黒褐色土 ローム粒を少し含む。2層よりやや硬い。

゜
1: 60 2m 

第69図 c区33号土坑

出土土器の観察 個々の土器の出土位置、型式に

ついては第8表に記したとおりである。

1は草創期稲荷台式の破片である。残存長は3.7cm

である。絡条体Rの撚糸文が施されている。

2~21は前期黒浜式土器の深鉢の破片である。3

は弱い波状口縁を呈すると考えられる大型破片で胴

部上半まで残存していた。法量は、復元口径29.4cm、

残存商14.8cmである。口縁部直下と弱いくびれ部を

横方向の 2本 1単位の平行沈線と連続爪形文で区画

している。地文には附加条第 1類のRL+L、LR

+Rの縄文が羽状に施されている。14~16にも同様

の縄文が施文されている。

4は口縁部の小破片、 2は胴部破片で、共に平行

沈線とコンパス文による施文である。9にもコンパ

ス文が見られる。

5の口縁部破片で、残存高5.0cm、LR縄文を地文

に、この上に平行沈線による孤状の文様が表現され

ている。6の口縁部破片は残存高6.9cmでLR縄文が、

7の口縁部破片は残存高5.6cmでRL、LRの結束縄

文が施文されている。8は胴部くびれ部の破片でL

R、RL縄文の施文である。10の口縁部破片は残存
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高5.5cm、上位に幅広い無文帯を有しその下に無節の

L、R縄文が施されている。11はLR縄文施文のロ

縁部破片である。残存高は2.8cmである。 12• 13は

3のくびれ部と同じ連続爪形文を施した胴部破片で

ある。

17~21はいずれも胴部の破片である。17はLR縄

文、 18はRL縄文、 19はRL縄文である。20は3と

同様の羽状縄文である。21は底部付近の破片でRL

縄文を施文する。

22~24は前期諸磯b式の破片である。22• 23はL

R縄文を地文としその上に半裁竹管による平行沈線

を重ねている。22の残存長4.0cmである。24は横方

向の平行沈線による文様が描かれている。

25~27は前期諸磯 c式の深鉢の破片である。25• 

26は波頂の高い波状口縁の一部である。地文に集合

沈線を施した上に 2本一単位の結節浮線文、円形浮

文が見られる。26の残存高は9.4cmである。27は条線

の上に円形浮文が貼付されている。

28 • 29は中期阿玉台II式の深鉢口縁部破片である。

28は扇状突起の一つで鼻高の隆帯が孤状に垂下する。

縁部に結節沈線による文様が付けられている。残存

高は9.2cmである。29も口縁部の破片である。端部に

見られる剥離痕から胴部に向かって隆線が延びてい

る。無文と考えられる。

第8表 遺構外出土縄文土器一覧

番号 種別 出土位置 番号 種別

1 草創期稲荷台式 c区65I -3 18 黒浜式

2 前期黒浜式 c区6号住居 19 黒浜式

3 黒浜式 c区、 C区4号 20 黒浜式

住居、 C区65E 21 黒浜式

-11ピット1 22 前期諸磯b式

4 黒浜式 c区 23 諸磯b式

5 黒浜式 c区65E-ll 24 諸磯b式

ピット 1 25 前期諸磯 c式

6 黒浜式 c区65E-12 

7 黒浜式 c区5号住居

8 黒浜式 c区4号住居 26 諸磯 c式， 黒浜式 c区 27 諸磯c式

10 黒浜式 c区

11 黒浜式 c区 28 中期阿玉台11式

12 黒浜式 c区 29 阿玉台11式

13 黒浜式 c区 30 中期加曽利El~2式

14 黒浜式 c区 31 中期加曽利E3式

15 黒浜式 c区4号住居 32 加曽利E3式

16 黒浜式 c区

17 黒浜式 c区65D-10

第3節 縄文時代の遺構と遺物

30は中期加曽利E 1~2式の深鉢、胴部破片であ

る。残存高は20.7cmを測る。文様は、 LR縄文を地

文に縦方向に沈線・突帯による区画をなし、蕨手文

を配している。

31~40は中期加曽利E3式の破片である。31• 33 

は口縁部無文帯の破片、 32は口縁部破片でRL縄文

が見られる。31の残存高は4.5cmである。34も口縁部

破片で残存高6.5cmを測り、内彎して立ち上がる。ロ

縁端部直下には沈線が巡り、区画内に円形刺突文が

配される。35• 36の縄文はLRである。37はLR縄

文を擦り消している。

38 • 39 • 40は底部の破片である。底部の直径は38

が8.2cm、39が7.2cm、40が11.4cmである。

41は中期五領ヶ台式の胴部破片である。＜びれ部

から外方に向かって立ち上がる。LR縄文を地文に

J字状の沈線文が見られる。

42 • 43は後期称名寺 I式の破片である。縄文は二

っとも LRである。

44~49は後期加曽利B1~ 2式の破片である。44

には半裁竹管状の沈線が見られる。45はそろばん玉

状に屈曲する胴部に沈線文が施されている。46はL

R縄文を施文する。47は口縁部破片で残存高3.1cmで

ある。8の字状貼付文が見られる。48は沈線区画内

に縄文が見られる。49はLR縄文である。

出土位置 番号 種別 出土位置

c区65D-10 33 加曽利E3式 A区44N-ll・12、

c区 A区15• 16溝

c区 34 加曽利E3式 c区7号住居

c区4号住居 35 加曽利E3式 c区8号住居

A区北 36 加曽利E3式 c区8号住居

A区北 37 加曽利E3式 c区550-19、プ

c区 レ試掘撹乱土

A区、 A区ローム 38 加曽利E3式 c区

層上黒色土中、 C 39 加曽利E3式 c区

区 40 加曽利E3式 c区

c区 41 中期五領ヶ台式 B区

A区ローム層上 42 後期称名寺 I式 c区

黒色土中 43 称名寺 I式 A区

c区 44 後期加曽利B1~2式 A区北

A区12溝 45 加曽利Bl~2式 A区7号住居

c区4号住居 46 加曽利B1~2式 B区44T-3

A区1号住居 47 加曽利B1~2式 c区40号住居

A区44N-11・12、 48 加曽利B1~2式 c区65E-4 

A区15• 16溝 49 加曽利B1~2式 c区
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

出士石器の観察 50~69は遺構外出土の縄文時代

石器である。個々の法量、石材については第9表の

とおりである。

50は有舌尖頭器である。A区7号住居の柱穴埋没

土中からの出土である。法量は、全長6.20cm、基部

長1.4cm、最大幅1.9cm、厚さ0.6cmを測る。重量は 7

gである。両側縁に押圧剥離が施され、鋸歯状を呈

する。石材はチャートである。縄文時代草創期の所

産と考えられる。

51~57は石鏃である。いずれも無茎である。51は

全長と幅の比率がほぽ等しい形状である。基部の扶

り込みは浅い。52は全長に比して幅の狭い形状で逆

V字状の挟り込みである。56• 57は挟り込みが極め

て浅い形状である。53~55は石材の性質のためか剥

離面が不明瞭である。58は有茎石鏃の未製品である。

片側面にのみ細かな剥離が見られる。

59~63は打製石斧である。59は撥形を呈し、表面

に自然面を多く残している。表裏両面とも刃部近く

第9表 遺構外出土縄文石器一覧

N(l 種別 出土位置 残存状態

50 有舌尖頭器 A区7号住居柱穴 1 完形

51 石鏃 B区表土 一部欠損

52 石鏃 c区19号住居埋没土 完形

53 石鏃 c区65T-3 一部欠損

54 石鏃 c区71号住居埋没土 一部欠損

55 石鏃 c区74号住居埋没土 一部欠損

56 石鏃 c区1号溝 一部欠損

57 石鏃 c区表土 一部欠損

58 石鏃未製品 c区65C-19 一部欠損

59 打製石斧 B区表土 完形

60 打製石斧 A区表土 完形

61 打製石斧 B区10号住居表土 完形

62 打製石斧 c区1号溝 一部欠損

63 打製石斧 A区ローム層上黒色土 完形

64 スクレイバー B区表土 完形

65 スクレイパー B区1号溝西埋没土 完形

66 スクレイパー B区1号溝西埋没土 完形

67 剥片 B区1号溝西埋没土 完形

68 打製石斧未製品 A区7号住居埋没土 完形

69 打製石斧未製品 A区22号溝埋没土 一部欠損

82 

の器面が磨耗を受けている。60• 61は分銅形を呈す

る。60は側面に深い扶り込みが形作られるが装着に

よる磨耗痕などは見られない。61の刃部は平坦で粗

い剥離面からなる。62は短冊形を呈するが刃部が欠

損している。両側縁に細かな調整が施されている。

裏面、刃部寄りの一部がわずかに磨耗している。63

も短冊形を呈する。刃部側は一度欠損した後、この

部分に再度調整を加えている。

64~66はスクレイパーである。64は半月形を呈し、

下端に加工痕を有する。65は半月形あるいは木の葉

状を呈した製品の欠損品と考えられる。周縁部に細

かな加工痕が見られる。66も半月形を呈する。表面

はやや磨耗している。67は剥片である。

68 • 69は打製石斧の未製品と考えられる。 68は上

下両端に剥離面が多数見られる。左側面にも自然面

（旧時に剥離）を残している。69は厚さ5.15cmを測る。

片面に剥離痕が集中しているが、自然面は両面に残

されている。

全長〈cm〉 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 種類

6. 20 1.90 0.65 7 チャート

1.60 1. 60 0.45 1 黒曜石

2.25 1.10 0.40 1 チャート

3.30 2. 20 0.40 2 チャート

2. 60 1. 95 0.30 1 黒色安山岩

2.45 2.00 0. 35 1 黒色安山岩

1. 80 1. 40 o. 35 1 チャート

1.85 1.50 o. 50 1 黒色安山岩

3. 70 1. 45 0.50 2 黒色頁岩

9.80 4.40 1. 80 75 黒色頁岩

11. 20 8.00 3. 20 270 黒色頁岩

10.00 7. 90 2. 30 208 砂岩

11. 30 4.70 1. 70 105 黒色頁岩

8.10 5.40 1. 80 107 黒色頁岩

7.40 10. 25 2. 40 169 黒色頁岩

5. 90 8.60 1. 60 74 黒色頁岩

5. 80 6. 40 1. 70 66 黒色頁岩

4. 50 6.00 2.40 67 黒色頁岩

18.20 15. 30 4.10 169 黒色頁岩

15.80 9.40 5.15 1,196 変輝緑岩
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第4節 弥生時代の遺構と遺物

1 概要

c区から11軒の住居を検出した。 C区11号・ 16号・

19号住居は中期、その他は後期、終末期から古墳時

代前期の住居である。 C区26号・ 27号・ 73号・ 77

号住居では埋没土中にAs-Cが純層で堆積していた。

2 住居

c区 11号住居（第75~77図、 PL25• 104) 

位置 65D• E -5 • 6、65F-6 

重複 10号住居と重複し、本遺構が10号住居によ

り堀り込まれていた。

形状南東部分が10号住居と重複するが、東西を

長軸とする長方形を呈すると推定される。規模は長

軸の残存5.06m、短軸3.58mである。

第4節 弥生時代の遺構と遺物

面積 （15.15)対 方位 N-39°-E

床面遺構確認面から16cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土上層はAs-Cを含む黒色土で埋まっていた。

床面直上層から多量の炭化物が出土した。

炉 床面中央やや北寄りに設けられていた。規

模は長径42cm短径32cmである。

周溝掘られていなかった。

柱穴主柱穴は検出できなかった。北西隅にピッ

ト1本が掘られていた。規模は長径48cm短径43cm、

深さ19cmである。貯蔵穴の可能性も考えられる。

貯蔵穴確認できなかった。

遺物住居の残存状態が悪く完形資料は得られな

かった。床面出土の資料は以下のとおりである。中

央、炉の東側から壺（4）の下半部が、その東側110cm

／／  

ÌI. -‘-.、
A 11慶 ｀ヽ：： 
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2 A' 4 ? 1 3 4 、--→A 2 3 1 3 

c c’ 
1 

ー炉
D D' 
1 

ートl L=102.40m 

m̀ 

゜

吋

A
 

◎
。
O

0

炉

居

岱

゜

〔

い

。

の

心

1

:

0

。

`

/

0

砂

虐
◎

⑮

。砂

＼
か

怠又

゜
1 : 60 2m 

1.黒色土 As-Cを含む。

2.暗褐色土 As-Cをわずかに含む。炭化物を混入。

3.褐色土 ローム粒・プロック、炭化物を含む。

4.褐色土 地山ロームに褐色土と黒色土プロックを含む。

宮下c区 11号住居炉
1.褐色土炭化物、焼土、ローム粒を含む。

宮下c区 11号住居 ピット 1
1.黒色土 As-Cをわずかに含む。

第75図 c区11号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

から鉢(8)が出土した。北壁寄りの床面からは壺（5)

が小破片の状態で検出された。北西部分からは小型

甕（6)、壺（1)、赤色塗彩で飾られた鉢（9）が出土し

た。炉と北壁の中間の位置からは有孔鉢（7）が出土

した。

掲載した資料の他に弥生土器破片36点、土師器破

片40点、陶磁器破片 1点が出土した。（観p9) 

所見 弥生時代中期後半の住居と考えられる。
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第76図 c区11号住居出土遺物(1)
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c区 16号住居
第77図 C区11号住居出土遺物（2)

長径83cm短径76cmである。新旧関係は不明である。

（第78~82図、 PL25• 26 • 105) 

位置 65F• G-3~ 5 

重 複 15号住居、 1号溝と重複する。本遺構が南

西部分で15号住居により掘り込まれ、 1号溝により

床面の高さ程度まで掘り込まれていた。新旧関係は

16号住居→15号住居→ 1号溝である。また、風倒木

痕とも重複し、本遺構の南壁面の一部が壊されていた。

形状 南北を長軸とする長方形を呈する。規模は

長軸7.91m、短軸6.08mである。

面積 45.25可 方位 N-31°-W

床面 遺構確認面から18cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cと多くのロームを含む黄黒色土。

炉 炉2基が設けられ、地山のロームまで据り

込まれていた。炉 1は床面中央に設けられ、直径61

cmである。炉2は床面中央やや南寄りに設けられ、

周溝．柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 北西隅に掘られていた。規模は長径82cm短

径74cmで床面からの深さは24cm程である。上端の形

状は楕円形を呈する。

遺物 壁面の残存深度が低かったのに対し、残存

状況の良好な土器が多く出土した。炉2から甕（4）が

潰れた状態で出土した。他に床面から出土した資料

としては炉の南東100cm前後から壺（6）が、さらにそ

の南側から甕（5)、壺（9）の下半部が出土している。

南西部分からは壺（10)が出土した。また、貯蔵穴に

近い北西寄りの床面上からは小型壺（7）が出土した。

(19 • 20)は土器片を再利用した土製円板と考えられ

る。掲載した資料の他に土師器破片145点、弥生土

器破片22点、縄文土器破片24点が出土した。（観P

10 • 11) 

所見 弥生時代中期後半の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1.黒色土 ロームプロックと上位に多くのAs-Cを含む。

2.黄黒色土 1層よりロームを多く、 As-Cを少量含む。

3.黄黒色土 ローム主体。黒色土プロックを混入。

宮下c区 16号住居炉2
1.黄黒色土 ローム主体。焼土を少最含む。

2.茶褐色土 全体に褐色土を混入。

3.褐色土 焼土主体。黒色土を少最含む。

宮下c区 16号住居貯蔵穴
1.黒色土 ロームを少鼠、炭化物粒 l点含む。

2.黄黒色土 ロームを混土。

4.黄黒色土 灰色土、焼土、ロームプロックを含む。

5.黄黒色土 ロームと黒色土の混土。

6.暗黄色土 焼土を含む。上位は焼土化している。

゜
1: 60 2m 

第78図 c区16号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第82図 C区16号住居出土遺物（3)

c区 19号住居（第83~85図、 PL26• 106) 

位置 65D-1~ 3、65E-2 • 3 

重複 南側で20号住居、 3号 ・4号土坑、 1号溝

と、北西隅で9号土坑と、東側で2号溝と重複する。

本遺構が上記の遺構により掘り込まれていた。新旧

関係は南側で、 19号住居→20号住居→3号士坑であ

る。

形状 住居の残存部分では東西を長軸とする長方

形を呈する。残存部分の規模は東西長4.20m、南北

長3.78mである。

面積 計測不能 方位 N-26°-E

床面 遺構確認面から16cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cを少儡含む黒色土で埋まっていた。

焼土痕掘り方の調査時、住居ほぼ中央で焼土を確認

した。

周溝・柱穴・貯蔵穴 掘られていなかった。

遺 物 炉の周辺の床面から甕（10）の破片が多数出
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1.暗灰色土 As-Cの混土。中央程As・Cが多い。黒色土を混入。

2.黒色土 As-Cを少最含む。ローム粒を混入。

3.暗褐色土 4層に焼土粒を含む。

4.暗褐色土 黒色土にロームプロック、地山ロームを含む。

゜
1: 60 2m 

第83図 c区19号住居

土している。西寄りから西壁際にかけての床面上か

らは壺？ （2）が出土、その北側、壁際から出土した

短頸壺（l）は北西、壁際から出土の破片と接合した。

掲載した資料の他に土師器破片165点が出土して

いる。 （観P12) 

所見 弥生時代中期後半の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第85図

c区 26号住居

c区19号住居出土遺物（2)

ぽ全面にわたり壁面下に掘られていた。幅は 6~20 

位

形

面

床

置

状

（第86~89図、PL26 • 27 • 106 • 107) 

55L • M-18~20、55N-19・20

南北を長軸とする長方形を呈する。規模は

長軸8.86m、短軸6.90mである。

積

面

57.66m' 方 位 N-35°-W  

遺構確認面から65cm程掘り込んで床面とな

る。床面中央部はほとんど平坦であった。東西両側

に床面より 5cm程度高い部分がある（いわゆるベッド

状遺構と考えられる）。南西隅は幅を狭め貯蔵穴の

位置に折れ曲がっていた。東側のそれも南東隅で鍵

の手状に延びていた。

埋没土 床面直上層は部分的に切れる部分があるが

As-C純層で埋まっていた。B-B'の土層断面に見

られるよう壁際には一部黄褐色土の堆積があった箇

所も認められる。As-C純層の厚さは 4~16cmであ

る。As-C除去後、多量の炭化物が出土した。

炉 床面中央北寄りに設けられていた。柱穴 lと

4を結ぶ線上から北壁寄りにある。長軸は住居の長

軸と同一方向におかれていた。規模は長径146cm短

径67cmである。

cmで、深さは1.5~10.5cmである。

柱 穴 4本掘られていた。柱穴の位置は住居の四

隅の対角線上にはなく、東西両長辺寄りに掘り込ま

れていた。

で大差が生じていない。

柱穴 lは長径46cm短径35cm、深さ78cm。柱穴2は

長径43cm短径36cm、深さ69cm。柱穴 3は長径49cm

短径45cm、深さ85cm。柱穴4は長径55cm短径53cm、

深さ54cmである。いずれの柱穴も埋没土の上位から

第1層あるいは第2層にAs-Cを多量に含んでいる。

ピット

よって各柱穴間を結ぶ距離は梁．桁方向

床面下の精査で南壁寄り中央、壁面から70

cm内側に長径57cm短径37cm、深さ16cmのピット 1が

検出された。これと壁際をめぐる周溝は上幅43cm、

深さ 9cmの間仕切り状の溝で接続していた。

これらは炉と反対側の壁際にあたることから入り

口施設に関わる掘り込みの可能性が考えられるが断

定するにはいたらなかった。

貯蔵穴 南壁面際の西寄りに掘られていた。規模は

長径94cm短径67cmで床面からの深さは52cm程である。

上端の形状は楕円形を呈する。

周 溝 壊された北西部分や東側の一部を除き、ほ 遺 物 遺物は住居の埋設に伴いAs-Cの上下の土

94 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1.暗黒褐色土 As-Cを全体に含む。

2.暗黒褐色土 As-Cを少最含む。

3.黄褐色土 As-Cを全体に含み、プロック状の部分もある。

4.黒色土 プロック状に残る。

5.灰色土 As-C層。部分的にAs-Cがきれる部分がある。

6.黄褐色土 As-Cを含まない。

7.暗黄褐色土焼土粒、炭化物を少最含む。炉埋没土。

8.暗褐色土 焼土を多量に含む。炉埋没土。

9.暗褐色土 黒色味が強い。

10.炭化物のプロック

11.暗褐色土

宮下c区 26号住居炉
1. 暗褐色土 焼土粒 ・プロックを少量含む。

宮下c区 26号住居 貯蔵穴柱穴 2 • 3 • 4 

1.褐色土 濁ったロームを多く含む。

2.褐色土 As-Cにローム粒を含む。

3.褐色土 1層に多量のAs-Cを含む。

4.褐色土 ローム粒・プロックと焼土を多く含む。

5.褐色土 ローム粒を多く含む。

6.褐色土 1層に比して明るいローム。

7.黄褐色土 ソフトローム。

゜
1: 60 2m 

第87図 C区26号住居（ 2)

層中から出土している。 As-C下においても全体的

には破片の状態で出土したものが多数である。その

中、壺（6）の下半部は住居の南部分と中央から出土し

96 

た破片が接合した大型品である。甕（5）は上半部が床

面中央やや炉に寄った直上から出土したものである。

小型甕（l）は南西隅のいわゆるベッド状遺構の面から



出土した。甕（7）は下半部の残存で炉の北端、一部

上位からの撹乱が及んだ位置からの出土であるが、

原位置からあまり移動したものではないようである。

掲載した資料の他に土師器破片537点、須恵器破

片9点、弥生土器破片40点が出土している。（観P

12~14) 

第4節 弥生時代の遺構と遺物

所見 弥生時代の住居と考えられる。

備考 本住居は焼失家屋と考えられる。床面のほ

ぼ全面が炭化材、炭化物で覆われていた。柱穴2を

中心として南東部分では幅15~20cm、長さ100cmを

越える炭化材が多数検出された。出土した炭化材は

樹種同定の分析を実施した。第5章を参照されたい。

心ノー

: I I 一ーー ロ

ヽ
／ ノ

＼ ＼ 5 

第88図 c区26号住居出土遺物(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第89図 c区26号住居出土遺物(2)
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c区 27号住居（第90• 91図、 PL27• 107) 

位置 55M-13・14

重複 なし。住居西側の一部は調査区域外である。

形状 住居範囲が調査区域外に広がるため、全体

の形状は不明である。住居残存範囲での規模は南北

長4.02m、東西長2.78mである。

面積 計測不能 方位 N-21°-W

床面 遺構確認面から18cm程据り込んで床面とな

る。床面中央と想定される部分は、ほとんど平坦で

あった。東側に中央部より 7cm程度高い部分がある

（いわゆるベッド状遺構と考えられる）。

埋没土 上層にはAs-Cを全体に含む黒色士が堆積

第4節 弥生時代の遺構と遺物

していた。 As-Cの純層は床面中央寄りでは厚さ 5

~10cmほどの堆積状態であったが、住居の壁面に近

づくにつれ層位を高くし、上層の黒色土中にブロッ

ク状に含入していた。床面直上層はローム粒を含む

暗黒褐色土で埋まっていた。

炉 炉の範囲は不確定であった。規模は東西長70

cmである。炉の床面南側に焼土が広がっており、掘

り方面の精査では焼土の層を受けるように浅い皿状

の掘り込みが検出された。また最終使用面では範囲

外に位置していた礫2石も炉を構築した当初は掘り

方内にあったものであることが確認された。

周溝．柱穴 掘られていなかった。

/~ 

A
 

A' 

/~ 

◎

]

 

〇

）

C C' D D' 

I 
＿ 

L=101.50m 炉

2 1 

一↓ゲー
ピット1

1.暗灰色土表土。

2.黒色土 As-Cの混土。全体にAs-Cを含む。

3.灰色土 As-Cの純層。2層にプロック状に入る。

4.暗黒褐色土 ローム粒を含む。

5.褐色土 ロームプロックを含む。

6.褐色土 ロームを多櫨に含む。

7.褐色土 地山ロームに黒色土を混入。

8.褐色土 ロームプロックを多く含む。

9.褐色土地山ロームを多く含む。

宮下c区 27号住居炉
1.褐色土焼土、黒色土を含む暗色。

宮下c区 27号住居 ピット 1
1.暗褐色土 ローム粒、黒色土を含む。

2.黒褐色土 黒色土にロームを含む。

゜
1: 60 2m 

第90図 c区27号住居
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第4章

貯蔵穴

遺 物

富田宮下遺跡台地部分の調査

確認できなかった。

炉の南縁から壺（l）の大型破片が出士した。

他に埋没土中から小破片が少量出土している。掲載

した資料の他に弥生土器破片24点が出土した。

（観P14) 

所 見 弥生時代後期の住居と考えられる。
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複

第91図

53号住居 （第92~95図、 PL28• 107) 

55B•C-13 

なし。

c区27号住居出土遺物

形 状 南北を長軸とする方形を呈する。規模は長

軸3.86m、短軸3.78mである。

面 積 12.51m' 方 位 N-5°-W 
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文
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貯蔵穴
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令
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゜
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◎l ゜

王'
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---1.,-
ビット1

E
 

2.赤褐色土

F F' 

1 

一—--~
ピット2

宮下c区 53号住居炉
1.黒褐色土焼土粒、炭、ローム小プロック、 As-Cを

少量含む。

焼土化している部分あり。

A
 

戸C-13

A' 

宮下c区 53号住居貯蔵穴
1.黒褐色土 しまりなし。

2.黄褐色土 ローム主体。

宮下c区 53号住居 ピット1• 2 
1.黄褐色土 ローム主体。黒色土を含む。

L=101.60m 

1.黒褐色土

2.黒褐色土

3.黄褐色土

As-Cと少最のローム小ブロックを含む。

焼土プロック、ローム小プロックを含む。

ロームを主体とした暗褐色土との混土層。

゜
1: 60 2m 

第92図 c区53号住居（1)
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床面遺構確認面から24cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であるが、東側と西側とで

は段差があり、東側が幅80cm程にわたり 5cm程高く

なっており、硬くしまった黄褐色土がおかれていた。

埋没土 As-Cと少量のローム小ブロックを含む黒

褐色土で埋まっていた。

炉 床面北側やや西寄りに設けられていた。炉は

地山ロームまで掘り込まれていた。規模は長径88cm

短径68cmである。炉の南東及び西側に焼土が広がっ

ていた。

周溝掘られていなかった。

ピット ピット 3本が掘られていた。ピット 1は直

径36cm、深さ 4cm。ピット 2は長径30cm短径24cm、

i
 A 

b 

炉
口

芦》

第4節 弥生時代の遺構と遺物

深さ 4cm。ピット 3は床面下の精査で確認した。長

径34cm短径24cm、深さ22cmである。

貯蔵穴 南西隅に掘られていた。規模は長径60cm短

径50cm、床面からの深さ41.5cm程である。上端の形

状は楕円形を呈する。貯蔵穴の西側床面上からは灰

のまとまりが検出された。

遺物遺物の出土は少量であったが、西壁寄りの

床面から 3cm程離れた高さで口縁部を下位にした状

態で壺（1）口縁部と壺(2)胴部上位が出土した。また、

北東隅の床面上からは土製紡錘車（3）が出土した。

掲載した資料の他に弥生土器破片 1点が出土した。

（観P15) 

所見弥生時代後期の住居と考えられる。
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第93図 c区53号住居（ 2)

宮下c区 53号住居 ピット 3
1.黒色土 As-C、ローム粒を含む。

゜
1: 60 2m 
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第94図 c区53号住居出土遺物(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

| 

言戸言□ 口

第95図 c区53号住居出土遺物（2)
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宮下c区 58号住居炉1
1.暗褐色土 焼土粒、ローム粒、黒褐色土を混入。

2.赤褐色土 焼土粒を多く含む。黒褐色土を一部に混入。

宮下c区 58号住居炉2
1.赤褐色土 焼土粒を多く含む。黒褐色土を一部に混入。

2.暗褐色土 ローム粒、黒褐色土を混入。

3.褐色土 地山ローム主体。黒褐色土を少凪混入。

/]— 

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ （ 

／ ／ 

゜
1:3 10cm 

A 2 I A' 

二 ----=
炉1

三
］三

炉2

ご
宮下c区 58号住居 ピット 1
1.黒褐色土 多最のAs-Cと少最のローム粒を含む。

2.暗褐色土 As-C、ローム粒 ・プロックを含む。

3.暗褐色土 2層よりローム粒 ・プロックを多く含む。As-Cはなし。

゜
1: 60 2m 

c区 58号住居

第96図 c区58号住居

構が78号住居跡より古いと考えられる。

（第96• 97図、PL28• 29 • 107) 

位置 55G • H • I -17 • 18 

重複 本遺構の範囲が不確定で78号住居の一部と

重複する可能性がある。新旧関係は、炉を持つ本遺

102 

形状 撹乱により遺構の大部分が壊されていて、

遺構の範囲や形状は不明である。 他住居の事例から

四角形を基本としていたと考えられる。

面積 （20.34)面 方位 計測不可



床面 確認できなかった。

埋没土 本遺構に伴うピットが残っていた。そのピ

ットはAs-Cやローム粒・ブロックを含む暗褐色土

で埋まっていた。

炉 2基が設けられていた。両者とも焼士の堆積

が見られた。炉 lは住居西側に掘り込まれ、規模が

長径75cm短径71cmである。

炉2は住居中央付近に掘り込まれ、後世の撹乱に

より壊され、その規模 ・形状が不明である。

第4節 弥生時代の遺構と遺物

周溝・柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

ピット 1本掘られていた。規模は推定で長径52cm

短径44cm、深さ12cm程である。

遺 物 炉lから壺（1• 2 • 6)、炉2から壺？（4) 

が出土したがいずれも破片である。

掲載した資料の他に土師器破片19点、須恵器破片

3点、軟質陶器破片 1点、弥生土器破片 1点が出土

した。 （観P15) 

所見 弥生時代後期の住居と考えられる。
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第97図 c区58号住居出土遺物

c区 59号住居 （第98• 99図、 PL29• 108) 

位置 55E-15・16、55F -15 

重複北西部分で60号住居と、東側で4号溝と重

複し、本遺構が両遺構により掘り込まれていた。北

東の一部分は後世の撹乱等により壊されていた。

形状 他遺構との重複部分があるが、南北を長軸

とする不整形を呈すると想定する。確認した範囲で

の残存は南北長6.75m、東西長3.71mである。

面積 計測不能 方位 N-38°-E

床面 遺構確認面から29cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上層はAs-Cを多く含む黒褐色土で、床面

直上層はロームを多く含む褐色土で埋まっていた。

掘り方上層には少量のAs-Cが含まれていた。

炉・周溝・柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

ピット 床面下の精査時に検出した 4本について記

録する。ピット1は長径40cm短径27cm、深さ30cm、

ピット 2は長径65cm短径60cm、深さ28cmである。ピ

ット 3とピット4は重複する。ピット3は深さ33cm、

ピット 4は推定で短径40cm、深さ31cmである。

遺物 全体に床面からやや離れた高さで破片が出

土している。壺（7）は下半部が床面直上から20cmほ

どの高低差の中で出土している。その北側から甕（1)

が出土。

掲載した資料の他に土師器破片125点、須恵器破

片11点、軟質陶器破片16点、陶磁器破片2点弥生土

器破片 6点が出土した。 （観Pl5・16)

所見 弥生時代後期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1.暗褐色土 2層に比してAs-Cが小さい。

2.黒褐色土 As-Cを多く含む。

3.暗褐色土 1層に比してAs-Cは少なく、ロームプロックを含む。

4.褐色土 ロームを多く含む。

5.褐色土地山ロームを多く含む。

6.黒褐色土

7.黒褐色土

8.暗褐色土

9.黄褐色土

多量のAs-Cとロームプロックを含む。

6層に比してAs-Cは少なく、ローム粒を多く含む。

わずかなAs-Cと多くのローム粒を含む。

地山ロームを多く含む。
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宮下c区 59号住居 ビット 1• 2 • 3 • 4 
1.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

2.暗褐色土 焼土粒とローム粒を含む。

3.黄褐色土 地山ロームを多く含む。
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第98図 c区59号住居
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第4節 弥生時代の遺構と遺物
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第99図 c区59号住居出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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口 ］ lf 口
柱穴 l 柱穴3 柱穴4

L=101.40m 
柱穴 2

1.黒褐色土 As-Cを全体に多く含む。

2.灰色土 As-Cがプロック状に入る。ほぼ純層に近い。

3.黒褐色土 ローム粒を少量含む。

4.暗黄褐色土 ローム粒、炭化物を少枇含む。

5.暗黄褐色土 4層よりローム粒大きく 多贔に含む。

6.黄褐色土 ローム粒を多最に含む。As-Cを含まない。

7.暗黒褐色土 As-Cを含まない。貯蔵穴埋没土。

8.暗黒褐色土 ロームプロックを多く含む。As-Cを含まない。

貯蔵穴埋没土。

9.灰褐色土

9'.灰褐色土 焼土を少屈含む。炉埋没土。

10. 褐色土焼土。

10'.褐色土 焼土（上部は硬く焼きしまり、下位は色調が明る＜

軟質になる）。炉埋没土。

11. 黄褐色土 ローム主体。掘り方埋没土。

宮下c区 73号住居柱穴 1• 2 • 3 • 4 

1.黒褐色土 ローム粒を含む。 As-Cを含まない。

゜
1: 60 2m 

第100図 c区73号住居（1)

c区 73号住居（第100~102図、 PL30• 108) 

位置 55K•L-12 ·1 3

重複 5号溝と重複し、本遺構が5号溝により掘

り込まれていた。

形状他遺構により壊されている部分があるが、

東西を長軸とする隅丸長方形を呈する。規模は長軸
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第4節 弥生時代の遺構と遺物

I 1た一 m̀ 

4
 
穴柱口

3
 

ー

]

炉

ロ
幻

-0

柱

゜
1 : 60 2m 

第101図 C区73号住居(2)

5.50m、短軸4.99mである。

面積 22.77吋 方位 N-2°-W

床面遺構確認面から62cm程掘り込んで床面とな

る。床面下の精査により東壁寄りの床面は幅95~llO

cmほどが帯状に高まり、それ以外の床面と最高 8cm 

程の段差を有していた（いわゆるベッド状遺構が存在

していたと考えられる）。また、南東隅から北方向へ

260cmの位置にはこの高まりを切断するように、壁面

下の周溝から延びる細い溝が検出された。間仕切り

がなされていたのであろうか。

埋没土上層はAs-C混士。中層はAs-Cがブロッ

ク状に入る灰色土でほぽ純層に近い。床面直上層は

ローム粒を含む暗黄褐色土で埋まっていた。

炉 床面中央西寄り柱穴3と4を結ぶ線上に設け

られていた。炉は地山ロームまで掘り込まれていた。

規模は長径75cm短径51cmである。中央に棒状礫を長

軸に直行させて置いていた。使用時に堆積しだ焼土

が残り、その上部は硬く焼きしまっていた。

周 溝壁面下でほぽ全体に掘られていた。幅は16

~42cmで深さが1~9 cmである。

柱 穴 4本掘られていた。柱穴 1は長径23cm短径

19cm、深さ66cm。柱穴2は長径28cm短径23cm、深さ

70cm。柱穴3は長径24cm短径23cm、深さ66cm。柱穴

4は長径28cm短径19cm、深さ68cmである。

貯蔵穴南壁面際やや西寄りに堀られていた。規模

は長軸58cm短軸50cm、床面からの深さ47cm程である。

上端の形状は台形を呈する。

遺物炉の東縁から壺（2）と高杯（3）の破片が出土

している。磨製石鏃（4）は東壁際から出土。

掲載した資料の他に上師器破片155点、須恵器破

片4点、陶磁器破片2点、弥生上器破片11点、縄文

土器破片 l点が出土した。 （歓P16) 

所見弥生時代後期の住居と考えられる。As-C

除去後、床面直上に炭化物が多贔に残っていたこと

から、本遺構は焼失住居跡と考えられる。
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第102図 C区73号住居出土遺物

c区 77号住居

（第103~106図、PL31~33・108・109)

位置 55M• N -15 • 16 

重複 なし。

形状 南北を長軸とする方形を呈する。規模は長

軸5.15m、短軸5.00mである。

面積 22.31吋 方位 N-30°-W

床面 遺構確認面から67cm程掘り込んで床面とな

る。床面中央部はほとんど平坦であった。東側及び

北西部分は中央部分に比ベ一段高い。東側で10cm程

度、北西部分で 5cm程度高い（いわゆるベッド状遺

構と考えられる）。

埋没土 上・中層はAs-Cを多く含む埋没土。床面

直上層はAs-C純層がレンズ状に堆積し、下位に灰

色火山灰と思われる部分があった。 As-C純層の厚

さは 1~14cmである。

炉 床面北側中央柱穴 1と4を結んだ線よりも外

側に設けられていたQ規模は長径60cm短径52cmであ

る。炉の南側に焼土が広がっていた。

周溝 掘られていなかった。

柱 穴 4本据られていた。いずれも堀り方は小径

であったが、深さは50cmを超え良好であった。柱穴

1は長径19cm短径12cm、深さ53cm。柱穴2は長径24

cm短径22cm、深さ57cm。柱穴3は長径22cm短径21cm、

深さ56cm。柱穴4は長径25cm短径16cm、深さ62cmで

ある。また、柱穴 1の南側にあるピット 1は長径20

108 

cm短径15cm、深さ57cmを測る。柱穴 1の堀り返しあ

るいは補助をしたものであろうか。

貯蔵穴 南壁面際の西寄りに掘られていた。規模は

長径67cm短径57cmで床面からの深さは43cm程である。

上端の形状は楕円形を呈する。

壁面 床面下の精査にあわせ壁面の精査をおこな

ったところ、東壁は堀り方床面から 9~15cm上位で、

外方に15cmほどの幅で段差をなしていた。また各壁

面の上位には直径10cmほどの小ピットが横方向に掘

られているのを確認した。

遺 物 南西隅の床面直上から壺（6）が横転した状

態で出土した。南東部分のベッド状遺構の上面から

は壺(1)が出土した。炉の南縁からは高杯(10)の脚

部が出土し、その南側、床面中央部からは高杯（9)

の脚部が検出された。貯蔵穴内には甕（7）が破片の

状態で入り込んでいた。

土製勾玉（12)は埋没土中から出土、下端は欠損し

ていた。

掲載した資料の他に土師器破片78点が出土した。

（観P17 • 18) 

所見 弥生時代後期の住居と考えられる。As-C

除去後、床面直上に炭化物や焼土粒が出土したこと

から、本遺構は焼失住居跡と考えられる。
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1.灰黒色土 As-Cを含まない。表土。

2. にぶい黄褐色土 As-Cを少量含む。

3.灰黄褐色土 As-Cを多く含む。ロームプロ ックを少量含む。

4. にぶい黄褐色土 少量のAs-Cとローム粒を含む。

5. にぶい黄褐色土 4層より黄色土を多く含む。

6.黄褐色土 As-Cをわずかに含む。

7.黄褐色土 As-Cを多く含む。周堤の崩落土か。

8. As-C層 レンズ状の堆積。下部に灰色火山灰と思われる部分あり。

9.褐色土 As-Cを含まない。三角堆積の土。

10.黒褐色土 黒色士主体でロームとの混土。ベッド状遺構の一部。

11.黄褐色土掘り方埋没土。

宮下c区 77号住居貯蔵穴
1.暗灰褐色土 As-Cを混土。

2.暗黄褐色土 ローム粒を少枇含む。As-Cを含まない。

3.暗灰青色土 わずかにシルト質。As-Cを含まない。

宮下c区 77号住居柱穴 1~4
1. As-C混土 As-Cは純層でなく土粒と混じる。

2.黄褐色土 しまりなし。

3.掘り方埋没土

第103図 C区77号住居（ 1)
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第106図 c区77号住居出土遺物(2)

c区 80号住居（第107~109図、PL33• 109) 

位置 55J • K -15 • 16 

重複 北東部分で74号住居と重複し、本遺構が74

号住居により掘り込まれていた。

形状 他遺構と重複する部分があるが、ほぼ正方

形を呈する。規模は南北4.84m、東西4.83mである。

面積 19.75可 方位 N-13°-W

床面 遺構確認面から48cm程掘り込んで床面とな

る。床面には凹凸があった。

埋没土 上 ・中層はAs-C混上。床面直上層はロー

ムブロックを多く含む黄黒色上で埋ま っていた。

炉 床面北側中央に設けられていた。規模は長径

67cm短径55cmである。

周溝 掘られていなかった。

柱穴 柱穴4本とピット 2本が掘られていた。柱

穴 1は長径95cm短径75cm、深さ30cm。柱穴2は長径

58cm短径55cm、深さ64cm。柱穴3は長径59cm短径43

cm、深さ69cm。柱穴4は長径83cm短径56cm、深さ65

cmである。

ピットは床面下精査時に検出した。ピット 1は長

径38cm短径35cm、深さ53cm。ピット 2は長径41cm短

径31cm、深さ40cmである。

貯蔵穴 南東隅に掘られていた。規模は長径65cm短

径64cmで床面からの深さは18cm程である。上端の形

状はほぼ円形を呈する。

遺物 炉の掘り込み中に壺(15)の大型破片が据え

られていた。他は埋没土中出土の破片であった。

掲載した資料の他に土師器破片70点、瓦 1点、弥
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

生土器破片8点、縄文土器破片 1点が出土した。

（観Pl8・ 19)

所 見 弥生時代後期の住居と考えられる。
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2.灰黒色土 As-Cを混土。

3.暗黄黒色土 黒色土主体でローム粒を少祉含む。

4.暗黄黒色土 3層よりロームが多く混入。

5.黄黒色土 ロームプロ ックを含む。
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6.暗灰黒色土少し粘性あり。

7.暗褐色土 黒色土にロームを混入。

8.褐色土 ロームを多く 含む。

9.褐色土焼土粒を含む（炉）。

10.褐色土 9層よりロームを多く含む。

11.褐色土 9層より暗褐色土が多い。

12.黄褐色土 地山ロームを多く含む。

宮下c区 80号住居貯蔵穴
1.黄黒色土 ロームと黒色土の混土。

゜
1: 60 2m 

第107図 c区80号住居（ 1)

112 



第4節 弥生時代の遺構と遺物

B
 

B' 

c
 

C' 

゜
1: 60 2m 

第108図 c区80号住居（2)

、三I

， 

｀―-一 〖
11 6 

□[ 
/
7
 

／

／

 

8
 ヽ
＼
 

1

¥

 

，

澪
、

『
9
0

，
 

＼
＼
 

゜
ーヽ

＼

＼

 

ーー

‘¥い
□日
日
りーー

ヽ

2
 

~
 

f

f

¥

¥

 

゜
1:3 10cm 

区

3

c
 

遺構址

1号址（第110・111図、 PL33• 109) 
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位置 65G-1 

重複 なし。

形状 遺構の残存状況が悪く、壁面等の検出には

面積 計測不能 方位 計測不可

床面 確認できなかった。

埋没土 As-Cとロームを含む黒褐色土 ・暗褐色土
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第 4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

とローム主体の明黄褐色土で埋まっていた。残存し

た埋没土の厚さは 5cm~14cmである。

炉 1基確認できた。規模は長径67cm短径63cmで

ある。炉内及びその周辺の 3箇所で炭の塊が出土し

た。

周溝．柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

遺物 弥生土器の壺口縁部 (1 • 2)、磨製石斧

(3)を出土した。（観P19) 

所見 弥生時代の遺構と考えられる。
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1¥  -l{ 
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4.褐色土 3層に類似。焼土を含む（直径23~
弔 干H-1 15mm程の粒状）。
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4 遺構外出土遺物

（第113~117図、 PL109~111)

遺物の分布 A区、 B区からの出土はわずかであ

った。栗林式の資料は、比較的良好な組合せの土器

群を出土したC区16号住居、これと同時期と考えら

れる11号住居、 19号住居の周辺となるC区中央部東

半分を中心にその分布が見られた。

他の北島・大塚・荒口前原系、川原町口式併行、

赤井戸•吉ヶ谷式の資料の分布も栗林式土器の分布

と同様の傾向にあった。ただし、川原町口式併行は

c区北東から南西部分に帯状の分布が見られる。
赤井戸•吉ヶ谷式の資料は、櫛描波状文を施した

土器を出土したC区80号住居をはじめとした同時期

の住居が多数検出された西側部分からの出土は認め

られなかった。

個々の土器の出土位置と型式については第10表に

記したとおりである。

出士土器の観察 l~3と5~53は中期後半、栗

林式に比定される資料である。器種は 1~30が壺、

31~49が甕、 50• 52 • 53が鉢、 51が鉢または高杯

の破片である。

1は頸部から胴部上半部の破片である。器面は棒

状工具によるミガキに近いナデが施されている。残

存高は11.0cmを測る。頸部に横方向の平行沈線を施

す。胎土には白色軽石の含入が顕著である。2はロ

縁部の残存で、復元口径15.0cm、残存高12.0cmを測

る。口縁部先端と頸部の沈線区画内にRL縄文を充

填する。胎士には輝石の含入が顕著である。3は頸

部から胴部上半部の残存で高さ18.2cmを測る。胴部

が大きく張る形状である。器面にはヘラナデ・ヘラ

ミガキが施されるが無文である。胎土には揮石、軽

石の含入が見られる。

5はラッパ状に外反する口縁部破片である。残存

高は4.6cmである。端部にLR縄文を施文する。6.

7は受け部状を呈する口縁部である。 6の残存商は

2.5cmである。先端にはLR縄文を施文し、この上に

波状の沈線を重ねている。両資料の胎土には白色鉱

物粒の含入が顕著である。8~11は沈線文と縄文の

第4節 弥生時代の遺構と遺物

組み合わせである。8はRの直前段反撚の縄文、 9

~11はLR縄文を地文とする。10• 11には平行沈線

文の下位に波状文が沿っている。色調は他の資料と

比較して白味を帯びている。12はRL縄文が見ら

れる。

13~20は沈線文を施文するもので、 13• 14は同一

個体で、横方向の沈線を挟んで波状の沈線が巡って

いる。15は横方向の沈線直下に山形の沈線文が巡る

ものである。16~18は平行沈線が見られる。19• 20 

は沈線による鋸歯文が表現されている。

21~24は等間隔止めの櫛描簾状文が施文されてい

る。23は5本1単位の簾状文が、 23には 3段の簾状

文が見られる。21には刺突を伴う円形浮文が貼付さ

れている。

25~30にも沈線文が施されてる。25• 26 • 30は区

画内に縄文が見られる。27と28は波状文との組み合

わせである。27は平行する 2本の波状文である。29

は細い沈線が垂下する。

31 • 32は頸部に簾状文が施文されている。31はロ

縁部に山形状の波状文が、胴部には櫛描羽状文が見

られる。残存嵩は5.3cmである。32は口縁部端部に縄

文が、胴部には4本l単位の櫛描波状文が見られる。

残存高は6.1cmである。

33は口縁部端部に刻目文が施される。残存高は3.9

cmである。

34~40は波長の高い 4本l単位の櫛描波状文が見

られる。34• 35では櫛描簾状文も見られる。

41は等間隔止簾状文が見られる。42はハケメによ

る羽状の文様が施されていたと考えられる。43• 44 

は5本 l単位の櫛描羽状文である。45は沈線による

入れ子文で円形浮文が貼付される。 46は沈線が垂下

する。 47• 48は間隔を開けてハケメを施文する。49

は波状の沈線文である。50は先端が摘まれるように

外反、 51の端部は波状を呈する。残存高は5.3cmであ

る。52は折り返し口縁である。残存長は3.4cmである。

53はRL縄文が施される。

4 • 54~93は、中期後半、北島・大塚・荒口前原

系に比定される土器である。器種は4 • 54~58 • 67 
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第10表 遺構外出土弥生土器一覧

番号 種別 器種 出土位置 番号 種別 器種 出土位置

1 w期栗林式 壺頸部破片 c区15号住居 60 w期北島・大塚 甕口縁部破片 c区
2 w期栗林式 壺口縁～頸部破片 c区12号住居 61 ・荒口前原系 甕口縁部破片 c区10号住居
3 IV期栗林式 壺頚～胴部破片 c区55号住居 62 甕口縁部破片 c区12号住居
4 w期北島・大塚 壺胴部破片 c区55号住居 63 甕口縁部破片 c区8号住居
・荒口前原系 64 甕口縁部破片 c区66• 74号住居

5 w期栗林式 壺口縁部破片 c区 65 杯底部破片 B区44T-3

6 壺口縁部破片 c区26号住居 66 鉢口縁部破片 c区55号住居
7 壺口縁部破片 c区10号住居 67 壺口縁部破片 c区12号住居
8 壺頚部破片 c区10号住居 68 壺胴部破片 c区18号住居， 壺頸部破片 c区12号住居 69 壺胴部破片 c区13号住居
10 壺頸部破片 c区26号住居 70 壺胴部破片 c区
11 壺頸部破片 c区17号住居 71 壺胴部破片 c区
12 壺頸部破片 c区3号住居 72 壺胴部破片 c区18号住居
13 壺頸部破片 c区25号住居 73 壺胴部破片 c区23号住居
14 壺頚部破片 c区25号住居 74 壺胴部破片 c区15号住居
15 壺頚部破片 c区 75 壺胴部破片 c区12号住居
16 壺頸部破片 c区55号住居 76 壺胴部破片 c区14号住居
17 壺頸部破片 c区9号住居 77 壺胴部破片 c区
18 壺頸部破片 c区25号住居 78 壺胴部破片 c区
19 壺頸部破片 c区24号住居 79 壺胴部破片 c区1号住居
20 壺頸部破片 c区12号住居 80 壺胴部破片 c区24号住居
21 甕頸部破片 c区12号住居 81 壺胴部破片 c区24号住居
22 壺頸部破片 c区23号住居 82 甕胴部破片 c区10号住居
23 壺頸部破片 c区15号住居 83 甕胴部破片 c区16号住居
24 壺頸部破片 c区16号住居 84 甕胴部破片 c区
25 壺頸部破片 c区15号住居 85 甕胴部破片 c区12号住居
26 壺胴部破片 c区15号住居 86 甕胴部破片 c区16号住居
27 壺胴部破片 c区12号住居 87 甕胴部破片 c区16号住居
28 壺胴部破片 c区 88 甕胴部破片 c区24号住居
29 壺胴部破片 c区24号住居 89 甕胴部破片 c区18号住居
30 壺胴部破片 c区25号住居 90 鉢口縁部破片 c区73号住居
31 甕胴部破片 c区 91 鉢口縁部破片 c区73号住居
32 甕胴部破片 c区24号住居 92 鉢口縁部破片 c区73号住居
33 甕胴部破片 c区24号住居 93 鉢口縁部破片 c区73号住居
34 甕胴部破片 c区 94 w期川原町口式 壺口縁部破片 c区3号住居
35 甕胴部破片 c区35号住居 95 併行 壺口縁部破片 c区3号住居
36 甕胴部破片 c区 96 壺胴部破片 c区15号住居
37 甕胴部破片 c区24号住居 97 壺胴部破片 c区15号住居
38 甕胴部破片 c区18号住居 98 壺胴部破片 c区15号住居
39 甕胴部破片 c区28号住居 99 壺胴部破片 c区26号住居
40 甕胴部破片 c区55号住居 100 壺胴部破片 c区26号住居
41 甕胴部破片 c区25号住居 101 壺胴部破片 c区65A-3
42 甕胴部破片 c区73号住居 102 壺胴部破片 c区
43 甕胴部破片 c区55号住居 103 V期樽式 壺口縁部破片 c区
44 甕胴部破片 c区 104 甕口縁部破片 A区2号住居

45 甕胴部破片 c区15号住居 105 甕口縁部破片 c区18号住居
46 甕胴部破片 c区26号住居 106 甕口縁部破片 c区18号住居
47 甕胴部破片 c区15号住居 107 甕口縁部破片 B区

48 甕胴部破片 c区15号住居 108 甕口縁部破片 c区
49 甕胴部破片 c区18号住居 109 甕口縁部破片 c区
50 鉢口縁部破片 c区75号住居 110 甕胴部破片 c区43号住居
51 鉢又は高杯 口縁部破片 c区22号住居 111 甕胴部破片 c区18号住居
52 鉢口縁部破片 c区23号住居 112 甕胴部破片 c区18号住居
53 鉢底部破片 c区25号住居 113 杯底部破片 B区

54 w期北島・大塚 壺口縁部破片 c区28号住居 114 杯底部破片 B区3号住居

55 ・荒口前原系 壺口縁部破片 c区26号住居 115 壺胴部破片 c区
56 甕口縁部破片 c区12号住居 116 V期赤井戸～吉 甕口縁部破片 c区28号住居
57 壺口縁部破片 c区25号住居 117 ヶ谷式 甕口縁部破片 c区
58 壺口縁部破片 c区19号住居 118 甕口縁部破片 c区23号住居
59 甕口縁部破片 c区7号住居 119 甕胴部破片 c区4号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

番号 種別 器種 出土位置

120 V期赤井戸～吉 甕胴部破片 c区15号住居
121 ヶ谷式 甕胴部破片 c区9号住居
122 甕胴部破片 c区
123 甕胴部破片 c区9号住居
124 甕胴部破片 c区18号住居
125 甕胴部破片 c区74号住居
126 甕胴部破片 c区
127 甕胴部破片 c区12号住居
128 甕胴部破片 c区
129 甕口縁部破片 A区

130 甕胴部破片 c区12号住居
131 甕胴部破片 c区12号住居

~81が壺、 59~64• 82~89が甕、 6が杯、 66• 90~ 

93が鉢である。

4は頸部から胴部の大型破片である。残存高は

19.0cmである。頸部のしまりが弱い形状で、胴部一

面に横位のRL縄文が施文される。

54~56の口縁部は先端を折り返し、 RLあるいは

LR縄文を転がす。54の残存高は3.5cmである。

ー

I I 

57は単純口縁の先端にLR縄文による文様帯が巡

る。58は口縁部端部に刻目文を施す。59は折り返し

口縁の端部にRL縄文を施す。 60は中位に横方向の

簾状文が見られる。 61は頸部に半裁竹管による連続

刺突文が巡る。66の鉢も LR縄文を施文する。残存

長は6.0cmである。67は端部にLR縄文を施文する。

68~81は沈線区画と縄文施文の資料である。80• 

81はRの前々段反撚の縄文である。 82• 90~93はR

の直前段反撚りである。 90は端部直下に2箇所、焼

成前の穿孔が施されている。 83は無節のL縄文が、

84は異束のLR縄文が施されている。 85~88はLR

縄文である。 89もLR縄文であるが原体に撚紐が使

用されている可能性が考えられる。

94~102は中期後半、川原町口式併行の資料である。

器種は94~103• 115が壺、 104~112が甕、 113• 114 

が杯である。 94は内彎気味に立ち上がる口縁部破片

/ I 3 

゜
1:3 10cm 

第113図 遺構外出土弥生土器（ 1)
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第115図 遺構外出土弥生土器（ 3)
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第117図 遺構外出土弥生土器（ 5)• 石器

で重連孤文を、 95~100は同心円文を施す。94の残

存高は3.1cmである。 101• 102は孤状あるいは円文

状の平行沈線である。色調は94~98が浅黄色、 99• 

100が橙色である。

103~115は後期樽式の資料である。103は折り返

し口縁の破片である。残存高は6.3cmである。104~

106も折り返し口縁で6条l単位の波状文を複数段

重ねる。104の残存長は5.8cmである。107• 108は単

純口縁で波状文を施している。109は輪積み状に粘

土紐の接合痕を残している。110~114は頸部から胴

部の破片で、櫛描波状文と簾状文が施されている。

110と113の簾状文は 3連止めである。115では刺突

文を伴う円形浮文を貼付している。

116~131は後期赤井戸•吉ヶ谷式の資料である 。

器種はいずれも甕で器面に縄文が充填されている。

116は折り返し口縁である。残存高は4.4cmを測る。

117 • 118は単純口縁で端部にRL縄文を施文する。

117の残存高は6.1cmである。119~128は胴部破片で

122 

RL縄文を施している。126の残存高は9.2cmを測る。

128の穿孔は焼成後に施されている。129は口縁部の

破片で外面に粘土紐の輪積み痕を残している。残存

高は3.3cmである。131はLR縄文を施している。

117・120・126の3点は色調が淡黄色で、胎土に

赤色粘土粒を含入することが特徴的である。

出土石器の観察 132は磨製石斧でB区の表採品

である。基部・刃部とも一部を欠損するが、ほぽ完

形である。法量は、長さ14.05cm、幅6.0cm、厚さ3.15

cmである。重量は470gである。石材は変はんれい

岩である。形状を見ると基部と刃部の幅に大きな変

化はない。刃部は平面形が外彎する形状で明瞭に研

ぎ出されている。両刃ではあるが、刃縁は背面寄り

に位置する。胴部の横断面も凸レンズ状で表面側が

強く孤状を呈するのに対し、背面側は張り出しが弱

く平坦面をなす。基端面と基部寄りの両側縁には敲

打状の使用痕が認められる。



第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

第5節 古墳時代前期・中期の遺構

と遺物

ー 概要

古墳時代前期の遺構としては竪穴住居を15軒検出

した。調査区別の内訳はA区2軒、 C区13軒である。

B区においても前橋市教育委員会の調査で弥生時代

後半から古墳時代初頭の住居が検出されており、台

地のほぼ全域が居住域として利用されていた。

c区においては調査区西側寄りで弥生時代後半以

降の住居が、東側寄りで古墳時代前期の住居が検出

された。

住居の他に遺構址2軒、土坑1基の調査を行った。

A区1号遺構址は古墳時代中期の所産である。

2 

A区

位

重

形

なかった。規模は南北方向で5.53mを測った。東西

方向の残存長は2.36mであった。

面

床

床

住居

4号住居（第118図、 PL34• 112) 

置

複

状

積

埋没土

面

44L • M-8 • 9 

3号住居、 12号溝と重複しこれに先出する。

他遺構との重複により全体形状を確認でき

(23.75) m' 方 位 N-14°-W 

褐色土を主体としていた。

遺構確認面から15cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦で大きな起伏はなかった。

炉 検出されなかった。

周溝．柱穴

貯蔵穴

下

検出されなかった。

検出されなかった。

床面下10~15cm程下位に掘り方基底面を有

していた。黄色士を多量に含む黒褐色土が堆積して

／
り
よ
l

A
 

e 

責1Mー9

3号住居

2
 

、乃

ー

溝

（ 

＝＝ 

1．灰色土 黄色ローム粒を含む。

ニニニ］ 2.褐色土 白色軽石粒を含む。
3.黒褐色土 白色軽石粒、ロームプロックを含む。

黒褐色土 ロームと考えられる。黄色土を多鼠に含

5.黒褐色土 4層に連続している土層。4層より黄色土の

混入が多い。

＼三ニニロー ＇~ 1 _A_ 

L=97.50m 

1 : 3 10cm 

゜
1 : 60 2m 

第118図 A区4号住居・出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

いたが、土坑・ピット状の掘り込みは検出されなか

った。

遺物西側部分の床面直上から柑(1)、鉢（2）が出

土している。

掲載した資料の他に土師器破片14点、須恵器破片

1点が出土した。 （観P19) 

所見 古墳時代前期住居と考えられる。

c区 4号住居
（第119~122図、 PL34• 35 • 112) 

位置 65D-10• 11、65E-9~11 

重複なし。

形状 ほぽ正方形を呈する。規模は南北5.78m、

東西5.77mである。

面積 31.69吋 方位 N-27°-W

床面 遺構確認面から48cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cを含む黒色土とロームの混土で埋ま

っていた。

炉 床面中央やや北寄りに確認した。規模は長径

74cm短径48cmである。上位に4.5cmの厚さで焼土が堆

積していた。また、炉周辺の床面上には直径20~30

cmの範囲で 5箇所、焼土ブロックが散在していた。
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g̀ 

/

:

 A' 

吋l °l 
c
 

c' 

D D' p 」

-¥ 「―

三1 34 1 炉
E E' 

1．黒色土 As-Cを多く含む。

2.黒色土 1層に比してやや明るい。

3.暗褐色土 ロームとAs-Cを含む黒色土の混土。

4.暗褐色土 ロームとAs-Cを含む黒色土の混土(3層よりロームが多）。

5.暗褐色土 ロームとAs-Cを含む黒色土の混土(3層よりロームが少）。

6.黒色土 As-Cをわずかに含む。

7.暗褐色土 4層に比してやや暗い。

8.褐色土 As-Cとロームプロックを多く含む混土。

宮下c区 4号住居貯蔵穴
1.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

2.黒褐色土 ロームを少最混入。

第120図 c区4号住居（ 2)

叶 ò | 

宮下c区 4号住居炉
1.暗褐色土 2層に混じる土。

2.焼土硬くしまっている。全体的に赤色味おびる。

3.暗褐色土 炭を含まない。

4. ローム主体硬くしまっている。

宮下c区 4号住居柱穴 1• 2 • 3 • 4 ピット 1• 2 • 3 

1.暗褐色土 ローム粒を少最含む。

2.暗褐色土 ロームを斑状に含む。

3.明黄褐色土 ローム主体で 1層が少量混入。

4.暗褐色土 シルト質の砂。ロームプロックを少量含む。

5.明黄褐色土 シルト質の砂。ロームを多く含む。

゜
1: 60 2m 

125 



第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

周 溝北東隅部分を除き、ほぼ全面にわたり壁面

下に掘られていた。幅は16~46cmで、深さは1~17.5 

cmである。

柱穴 柱穴4本とピット 3本掘られていた。

柱穴 1は長径66cm短径64cm、深さ41cm。柱穴2は

長径66cm短径61cm、深さ57cm。柱穴3は長径64cm短

径45cm、深さ53cm。柱穴4は長径70cm短径62cm、深

さ39cmである。柱穴2は2本の堀り方が近接、西側

のそれは傾斜が著しかった。いずれの柱穴も柱痕は

確認できなかった。

また、ピット1は長径43cm短径41cm、深さ25cm。

ピット 2は長径35cm短径33cm、深さ 9cm。ピット 3

は長径60cm短径53cm、深さ12cmである。

貯蔵穴 南東隅に掘られていた。上端の形状は方形

を呈する。規模は長軸132cm短軸128cmで、床面から

の深さは67cm程であるが、掘り込みは 2段で上端か

ら5~9cmの深さで平坦面を有し、その後底面に至

る形状である。

床下 壁面と主柱穴の間の床面下には幅40~60cm、

深さ10cm前後の掘り方が帯状にめぐることが確認さ

れた。これと重なるように幅20cmほどの小さな凹凸

が多数検出された。これらは掘り方時の掘削痕と考

えられる。

遺物土師器壺、 S字状口縁台付甕、甕、鉢、器

台などが出土しているが、床面直上から出土したも

ので資料化できるものはなかった。壺（7）は柱穴lの

掘り方内で床面から 3cm離れて出土、器台(10)は貯

蔵穴内からの出土である。この他に中央床面直上か

ら磨石(12)が、南西隅の埋没土中から敲石(13)が出

土した。掲載した資料の他に土師器破片283点、須

恵器破片 2点、弥生土器破片2点が出土している。

（観Pl9• 20) 

所見 古墳時代前期の住居である。
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゜
1:3 10cm 

第121図 c区4号住居出土遺物（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区 6号住居（第123~125図、PL36• 112) 

位置 65C• E-8、65D-7~ 9 

重複 西側部分で5号住居と、南東部分で7号住

居と重複し、本遺構が5号・ 7号住居により堀り込

まれていた。

形状 ほぽ正方形を呈する。規模は南北5.00m、

東西4.96mである。南西隅は丸みを有していた。

面積 （19.9lrrtり 方位 N-34°-W

床面 遺構確認面から42cm程掘り込んで床面とな

る。南側が北側に比べ5cm程低い。

埋没土 多量のAs-Cとロームを含む黒色土で埋ま

っていた。

炉 炉 1は北側柱穴 1と4を結んだ中間に掘り込

まれ、規模が長径86cm短径74cm、深さ 6~llcmであ

る。炉2は南側に掘り込まれ、規模が長径88cm短径

76cm、深さ 3~8 cmである。
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第123図 c区6号住居（ 1)
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周 溝他住居との重複部分は未確認であるが、全

面にわたり掘られていた。幅は20~40cmで、深さは

6 ~13cmである。

柱 穴 4本掘られていた。柱穴 1は長径67cm短径

64cm、深さ43cm。柱穴2は長径80cm短径78cm、深さ

45cm。柱穴3は直径60cm、深さ53cm。柱穴4は直径

72cm、深さ52cmである。

貯蔵穴確認できなかった。

床下床面下の精査により、帯状あるいは皿状の

掘り方が確認された。その中、北東隅で検出された

第 5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

ピット 1は長径60cm短径55cm、深さ43cmであった。

遺物土器の出土量は少量であったが、東壁際の

床面直上から高杯（1）が、その西側70cmの位置から有

孔鉢（4）が出土している。床面北側、炉1に近接する

位置からは有孔鉢（5）が出土した。また、炉内出土の

礫は磨石（6)として利用されていた。南壁際の埋没

土中からも磨石（7）が出土している。掲載資料の他

に土師器破片32点、弥生破片 l点が出土している。

（観P21) 

所見古墳時代前期の住居と考えられる。

:“ 5/
 

7号住居
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L=102.30m 

1.黒色土 土粒の半分以上がAs-Cである。

2.黄黒色土 黒色土主体でローム混入。As-Cを多く含む。

3.黒褐色土 ロームを少量含む。土粒の半分がAs-Cである。

4.黒色土 ロームを少量含む。2層より少蘊のAs-Cを含む。

5.黒色土 ロームを含む。As-Cをわずかに含む。

6.暗褐色土 ローム粒を含む。

7.暗褐色土 ローム粒、黒色土を含む。

8.黒色土小ピット内の埋没土。

9.暗褐色土 ローム粒を均質に含む。

10.暗褐色土 ローム粒・プロック、黒色土を含む。

宮下c区 6号住居炉 1
1.黒色土 ローム粒、焼土粒・プロックを含む。地山は焼けている。

宮下c区 6号住居炉 2
1.黄黒色土炭粒を少量含む。

宮下c区 6号住居柱穴 1• 2 • 3 • 4 
1.黒色土 ロームプロックを含む。

2.黄黒色土 ロームと黒色土の混土。

゜
1: 60 2m 

第124図 C区6号住居(2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

3
 

6
 

ロ第125図 c区6号住居出土遺物 ゜ 1 : 3 10cm 

c区 12号住居

（第126~129図、 PL36• 37 • 113) 

位置 65E• F-6 • 7、65G-7 

重複 なし。

形状 東西を長軸とする隅丸長方形を呈する。規

模は長軸6.32m、短軸5.13mである。

面積 （27.06)吋 方位 N-20°-W

床面 遺構確認面から54cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上・中層はAs-Cを含む暗褐色土で、床面

直上層はロームを含む褐色土で埋ま っていた。

炉 床面中央やや東寄りに造られていた。規模は

長径87cm短径61cm、深さは10cmである。中央やや南

側寄りに長さ30cm弱の棒状礫を置いていた。焼土は

130 
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¥ i柱穴3 口 一ピット11.暗褐色土 多くのAs-Cと微最のローム粒を含む。

2.褐色土 As-C、ロームプロックを含む。

3.暗褐色土 As-Cを含む。

4.黄褐色土 As-Cと少量のローム粒を含む。

5.暗褐色土 ローム粒を含む。

6.黒褐色土 ローム粒を含む。

7.暗褐色土 微量のAs-Cとローム粒を含む。

8.黒褐色土 As-Cを多く含む。

9.褐色土 ロームプロックを多く含む。

10.暗褐色土 ローム粒の混入は7層より減少する。

11.暗褐色土焼土粒を少最含む。

12. 暗褐色土 ローム主体で暗褐色土を混入。

゜
1: 60 2m 

第126図 c区12号住居（ 1)

131 



第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

掘り方中央に形成されていた。

また、柱穴3と4を結ぶ床面上にも掘り方をもた

ないが焼土塊が検出された。

周 溝 壁面下全面に掘られていた。幅は36~51cm

で、深さは11~15cmである。

柱穴 柱穴4本とピット 1本が掘られていた。柱

穴2を除く 3本の柱穴は住居の対角線上に位置する

が、柱穴2は貯蔵穴からの関係からかやや南寄りに

掘削されている。深さも他よりやや浅い。柱穴 1.

3 • 4の埋没土中からは土師器破片が多数出土して

いる。

柱穴 1は長径78cm短径65cm、深さ56cm。柱穴2は

長径63cm短径60cm、深さ39cm。柱穴3は長径72cm短

径64cm、深さ61cm。柱穴4は長径61cm短径59cm、深

さ64cmである。ピット 1は長径44cm短径38cm、深さ

38cmである。

貯蔵穴 南東部分に掘られていた。規模は長径92cm

短径78cmで床面からの深さは48cm程である。上端の

形状は楕円形を呈する。

遺物遺物はレンズ状に堆積した土層の状況に沿

って出土しており、形状を保ったまま床面から出土

した資料はミニチュア(12)だけである。甕（5）や台

付甕（7）に代表されるよう大半は破片となり床面直

上から出土、貯蔵穴内からは鉢（9）の一部、壺（2）の

一部が出土した。接合状況から出土状況は広範囲に

わたることが確認される。

また、柱穴 1からは S字台付甕（6）の一部が、柱

穴3からは台付甕（7）や甕（5）の一部が、柱穴4から

は鉢(10)の一部がそれぞれ出土している。

掲載した資料の他に土師器破片327点、須恵器破

片3点、軟質陶器破片 1点、縄文土器破片20点、弥

生土器破片18点が出土している。（観P21~23) 

所見 古墳時代前期の住居と考えられる。
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》
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宮下c区 12号住居貯蔵穴
1.暗褐色土 ローム粒を少最含む。

2.暗黄褐色土 1層と 3層の混土。焼土粒を少量

含む。

3.暗黄褐色土 ローム主体。

4.暗黄褐色土 3層に類似。

5.暗褐色土 ロームと黒褐色土の混土。

宮下c区 12号住居柱穴 1• 2 • 3 • 4 ピット1
1.暗褐色土 ロームと少量の黒褐色土を混入。

2. 暗褐色土 ローム粒を少最含む。

3. ロームプロック

4. 暗褐色土 ローム粒を含む。

5.暗黄褐色土 ローム主体。
m 

蜘、7 0 1: 60 2m 

第127図 c区12号住居(2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

1ロニ］／
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1:3 10cm 

第129図 c区12号住居出土遺物（2)

c区 15号住居（第130~135図、 PL38• 114) は長径77cm短径72cm、深さ75cm。柱穴3は長径99cm

位置 65G• H-3~ 5、65I -4 短径89cm、深さ73cm。柱穴4は長径88cm短径74cm、

重複 16号住居と 1号溝と重複する。本遺構が南 深さ95cmである。

東部分で16号住居を掘り込んでいた。1号溝により

本遺構の北西 ・南東壁面の一部が壊されていた。新

旧関係は16号住居→15号住居→ 1号溝である。

形状 南北を長軸とする隅丸方形を呈すると考え

られる。規模は長軸6.76m、短軸6.52mである。

面積 38.20対 方位 N-31°-W

床面 遺構確認面から61cm程掘り込んで床面とな

る。西側は中央部に比べ8cm程低い。

埋没土 上・中層はAs-Cを含む暗褐色土で、床面

直上層はローム主体の褐色土で埋まっていた。

炉床面北側柱穴 lと4を結ぶ線の内側に設けられ

ていた。規模は長径105cm短径86cmである。炭化物

や焼土粒の混入は少量であった。

周溝 掘られていなかった。

柱穴 柱穴4本とピ ット1本が掘られていた。柱

穴は住居の四隅の対角線上に位置しているが、いず

れも壁面寄りに掘られており、床面中央に広いスペ

ースが確保されている。柱穴3 • 4は掘り方2本が

重なっており、建て替え、あるいは補強材の存在が

想定される。

柱穴 1は長径112cm短径71cm、深さ75cm。柱穴2

134 

ピット 1は長径51cm短径44cm、深さ22cmである。

貯蔵穴 南東隅に掘られていた。規模は長径119cm

短径115cmで床面からの深さは82cm程である。上端

の形状はほぼ円形を呈する。

土坑 土坑2基が掘られていた。土坑lは長径113

cm短径69cmで床面からの深さは41cm程である。

土坑2は長径117cm短径68cmで床面からの深さは

27cm程である。土坑2基の形状はともに楕円形を呈

する。

遺物床面直上から出土した土器は床面南側から

s字台付甕（1）が、床面北側から器台(9 • 10)があ

る。また、北東隅土坑2掘り方内床面とほぼ同レベ

ルから高杯(11)が倒立状態で出土している。柱穴3

の据り方内においても壺の上半部が床面と同等レベ

ルから出土している。また、北西部分、床面から 6

cm離れて砥石(15)が、北部分の床面から14cm離れて

砥石(17)が出土した。

掲載した資料の他に土師器破片862点、須恵器破

片17点、陶磁器破片2点、弥生土器破片67点が出土

した。 （観P23 • 24) 

所見 古墳時代前期の住居と考えられる。
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土坑2

1.暗褐色土 As-Cを含む。

2.暗褐色土 As-Cをやや多く含む。

3.黒褐色土 As-Cを1層より少籠含む。

4.暗褐色土 As-Cをやや多く含む。

5.褐色土 As-C、ロームプロックを少最含む。

6.褐色～明褐色土 ローム主体。ローム粒・プロックを含む。

7.暗褐色土 2層に類似。As-Cを多く含む。

8.暗褐色土 6層に類似。ローム主体。

9.暗褐色～明褐色土 ローム主体で炭化物粒、焼土粒を微量含む。

炉埋没土。

10.褐色土 As-Cを少量含む。ロームを多く混入。掘り方埋没土。

第130図 c区15号住居(1)

宮下c区 15号住居土坑 l
1.黒褐色土 As-Cを少最含む。

2.黄褐色土 ローム主体。

宮下c区 15号住居土坑2
1.明黄褐色土 ローム主体。ローム粒・

プロックを含む。

゜
1: 60 2m 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第131図 c区15号住居（ 2)
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第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

I, 

]' M M' 
z
 

N' 

゜
O' 

p
 

p' 

1 2 

一L=102.30mピット1

口穴l

宮下c区 15号住居貯蔵穴
1.暗褐色土 As-Cを含まない。

2.暗褐色土 1層とロームの混土。

宮下c区 15号住居ピット1
1.黒褐色土 As-Cを微最含む。

2.暗褐色土 As-Cを微量、下位にロームを

やや多く含む。

三 土坑 l

柱穴4

宮下c区 15号住居柱穴1• 3 • 4 
1.黒褐色土 As-Cを少量含む。

2. 明黄褐色土 ローム主体。

3.黄褐色土 ローム主体。

4. 黄褐色土 ローム主体。ローム粒・プロックを含む。

5.暗褐色土 ローム粒を少屈含む。

6.暗褐色土 ローム主体。ローム粒を少量含む。

7.褐色土 ローム主体。

゜第132図 c区15号住居（ 3)
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゜ 第133図 c区15号住居出土遺物(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第134図 C区15号住居出土遺物(2)
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第 5節 古墳時代前期 ・中期の遺構と遺物

゜
1:3 10cm 

第135図 c区15号住居出土遺物（3)

c区 17号住居（第136~138図、 PL39• 115) 

位置 65C• D-5 • 6 

重複 北東部分で8号 ・9号住居と、南西部分で

10号住居と重複し、本遺構が8号・ 9号・ 10号住居

により堀り込まれていた。北東部分での新旧関係は

17号住居→9号住居→8号住居である。

形状 他遺構と重複する部分があるが、東西を長

軸とする隅丸方形を呈すると推定される。規模は東

西長6.17m、南北長6.12mである。

面積 (32.42)m' 方位 N-12°-W

床面 遺構確認面から14cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土とロームを含む暗褐

色土で埋まっていた。掘り方はAs-Cを含む黒色土

と褐色土 ・ロームの混土で貼床が施されていた。

炉 床面南西部分に設けられていた。規模は長径

105cm短径78cmである。

周 溝 すべての壁面下に掘られていたと想定され

る。幅は18~43cm、深さは 7~18cmである。

柱穴 柱穴3本とピット 4本が掘られていた。柱

穴 lは長径64cm短径46cm、深さ78cm。柱穴2は長径

44cm短径28cm、深さ78cm。柱穴3は長径58cm短径51

cm、深さ72cmである。柱穴 1本は 9号住居により易も

された可能性が高い。

ピット 1は長径40cm短径33cm、深さ 8cm。ピット

2は長径64cm短径43cm、深さ12cm。ピット 3は長径

59cm短径51cm、深さ14cm。ピット 4は南北長52cm、

深さ 8cmである。ピット 4の埋没土にば焼士が堆積

していた。

貯蔵穴 南東部分に掘られていた。規模は長径88cm

短径49cmで床面からの深さは46cm程である。上端の

形状は楕円形を呈する。

床下 住居の掘り方構築時の据削痕と考えられる

深さ 2~4 cmの小穴が北西部分に残っていた。

遺 物 遺物の出土は少量であった。南東隅の床面

上から壺（1）が口縁部を上にして出土した他は埋没土

中からの出土である。

掲載した資料の他に土師器破片175点、弥生土器

破片 7点が出土した。 （観P25) 

所見 古墳時代前期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

10号住居

[
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f

炉

/
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3

8号住居

9号住居

食D-6 柱穴 1

王企貯蔵穴
叫

B
 

B' 

D D' 
ー 3 2 1 1 2 

一炉

E E' 

＼ 
F
 

F' G G' 

¥ □ 柱穴 l 柱穴2

H _ H' 
—— 6 2 2 

： 柱穴3
I I' 

一ピット 1L=102.30m 

J J, 

--¥ 
ビット2

K K' 
- 7 口

1.黒褐色土 As-Cを多く含む。

2.暗褐色土 ローム粒 ・プロックを含む。

3.褐色土 ローム粒・プロ ック を多く含む。

4.褐色土 As-Cを含む黒色土と褐色土、ロームプロック

の混土。

宮下c区 17号住居炉
1.暗褐色土 As-Cの混土。

2.焼土プロック

3.褐色土 ロームプロック。

宮下c区 17号住居貯蔵穴柱穴1• 2 • 3 ピット1• 2 • 3 • 4 
1.黒色土 As-Cを徴最含む。

2.黒色土 ローム粒を少量含む。

3.黄黒色土 ロームと黒色土の混土。

4.黒色土 ローム粒 ・プロックを含む。

5.黒色土黒色土プロック。

6.黄色土 黒色土プロックを少最含む。

7.暗褐色土 焼土、ローム、黒色土プロックを含む。

゜
1: 60 2m 

第136図 c区17号住居（ 1)
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第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物
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/ 8局住居

9号住居
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第137図 c区17号住居(2)
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゜
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1:3 10cm 

第138図 c区17号住居出土遺物

c区 21号住居（第139図、 PL39• 115) 

位置 65G-9 

形状現地形（斜面）により住居範囲の大部分が壊

されているため全体の形状は不明である。残存した

範囲の規模は東西長2.10m、南北長1.18mである。

面積計測不能 方位計測不可

床面遺構確認面から30cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cとローム粒・ブロックを含む黒褐色

上で埋まっていた。

床下 ピット 2本が掘られていた。ピット 1は長

径52cm短径50cm、深さ57cm。ピット 2は直径26cm、

深さ24cmである。

炉・周溝・柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

遺物床面から出土した土器はなかった。埋没土

中から鉢（l）が出土している。掲載した資料の他に土

師器破片70点、須恵器破片2点、弥生土器破片3点、

縄文土器破片 3点が出土した。 （観P25) 

所見古墳時代の前期の住居の可能性が考えられ

る。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

/~ 

□三□9上

奏 c、lo

1.黒褐色土 As-Cとわずかなローム粒を含む。

2.黒褐色土 わずかなAs-Cとローム粒・プロックを含む。

3. 暗褐色土 5層より暗めでロームプロックを含まない。

4.暗褐色土 5層よりロームを多く含む。

5.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

6.黒褐色土 As-Cと少址のローム粒を含む。

7. 黒褐色土 6層に近い。ロームプロ ックを含む。

8.暗褐色土 ロームプロックを少量含む。

9.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

／
：
 

ン
⑤ 

＼
 

奏c,10

B
 

B' 

゜
1: 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第139図 c区21号住居・出土遺物

c区 24号住居（第140• 141図、 PL39• 115) 

位置 54T-19 • 20、55A-19・20

重複 南西部分で23号住居と、南東部分で 1号溝

と、東側で11号溝と重複する。本遺構が上記の遺構

により堀り込まれていた。

形状他遺構と重複したため本遺構の残存状態は

不良であった。東西を長軸とする隅丸長方形を呈す

ると推定される。規模は長軸5.34m、短軸4.26mで

ある。

面積 （22.05)m' 方位 N-40°-W

床面 遺構確認面から20cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上層はAs-Cを多景に含む黒色土で、床面

直上層はローム粒を少量含む黒色土で埋まっていた。

炉 床面中央に設けられていた。規模は長径82cm

短径61cmである。長軸は住居の長軸と直交する方向

にある。炉中央部に礫2点が置かれていた。掘り込

みの痕跡は浅く、床面で直接、火を使用したと考え

られる。周辺に被熱の状況は確認できるが、焼土化

はしていない。

周溝 掘られていなかった。

ピット 主柱穴と考えられる掘り込みは検出されな

かった。ピットが4本掘られていた。ピット 1は長

径36cm短径30cm、深さ24cm。ピット 2は長径26cm

短径23cm、深さ53cm。ピット 3は長径27cm短径25

cm、深さ29cm。ピット 4は長径34cm短径24cm、深さ

61cmである。

貯蔵穴 掘られていなかった。

遺物破片となった資料が少量出土しただけで全

体形状を知り得るような資料は検出されていない。
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凹石（4）は南側の床面直上からの出土である。

掲載した資料の他に土師器破片55点、須恵器破片

3点、軟質陶器破片 1点、陶磁器2点、弥生土器破

第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

片63点が出土した。 （観P25) 

所見弥生時代後期あるいは古墳時代前期の住居

と考えられる。

23号住居
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ーーモ一 — 

炉

1.黒色土 As-Cを多最に含み、プロックの部分もある。

2.黒色土 As-Cを含まず、ローム粒を少量含む。

3.黒褐色土 ロームと黒色土の混土。

宮下c区 24号住居炉
1.黄褐色土 表面に焼土粒を含む。灰層は確認できず。

2.黒褐色土 ロームと黒色土の混土。

宮下c区 24号住居 ピット 1
1.黒色土 As-Cの混土。ローム粒を含む。

2.黄褐色土 黒色土を少最含む。

゜
1: 60 2m 

第140図 C区24号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

／
 ヽヽ

疇
、

塁三

ミ

／ ／ 

2
 

3
 

ル

｀

ー

゜
1:3 10cm ロ

第141図 c区24号住居出土遺物

c区 25号住居 （第142~145図、 PL40• 115) 

位置 55D-20、55E• F-19 • 20、65E• F-1 

形状 東西を長軸とする長方形を呈する。規模は

長軸7.17m、短軸5.88mである。

面積 36.38吋 方位 N-7°-W

床面 遺構確認面から18cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦で周溝は見られなかった。

埋没土 上層はAs-Cを多く含み、床面直上層はAs

-c・ローム粒を少量含む、いずれもシルト質の砂
で埋まっていた。

炉 床面中央北寄り柱穴 1と4を結ぶ線上に設け

られ、炉下面は焼土化していた。規模は長径85cm短

径64cmである。柱穴 1と北東隅の間の床面上では焼

土の散布が確認された。

柱穴 全体形状の四隅を結ぶ対角線上に4本が掘

られていた。柱穴 1は長径63cm短径62cm、深さ81cm。

柱穴 2は長径65cm短径59cm、深さ69cm。柱穴 3は

長径64cm短径56cm、深さ70cm。柱穴4は長径62cm

短径54cm、深さ79cmである。

柱穴 lに北接するピ ット1は深さ50.5cm、柱穴 3

の南西に位置するピット 2は深さ49cm、柱穴 4に

西接するピット 3は深さ38cmを測る。性格は不明

であるが柱穴を補助する柱の掘り方であった可能性

も考えられる。その他にも深さ20~30cmの小ピット

が複数確認できたが性格は不明である。

貯蔵穴 南東隅の南壁面際に掘られていた。規模は

長径86cm短径77cmで床面からの深さは39cm程である。

上端の形状は不定形を呈する。

土坑 西側に掘られていた。規模は長径112cm短

径100cmで床面からの深さは62cm程である。上端の

形状は不定形を呈する。

遺 物 埋没土中に破片となって含入する資料が多

数で、床面直上から出上したものは床面中央の壺（1)

の口縁部破片のみである。小型壺（堪）（5）は床面か
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ら約10cm離れての出土である。柱穴 1の掘り方埋没

土中からは対形の有孔鉢（10)が出土した。また、西

壁際で検出した土坑中からは埋没土の中層から下層

にかけて壺（3）の下半部が割れた状態で出土した。

第 5節 古墳時代前期 ・中期の遺構と遺物

掲載した資料の他に土師器破片461点、須恵器破

片3点、弥生土器破片35点が出土した。

（観P25 • 26) 

所見 古墳時代前期の住居と考えられる。
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第142図 c区25号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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宮下c区 25号住居炉
1.暗褐色土 焼土粒・プロック、ローム粒を含む。

下面は焼土化している。

宮下c区 25号住居貯蔵穴
1. 暗黄褐色土 暗褐色土、ローム粒 ・小プロックの混土層。

゜
1: 60 2m 

第143図 c区25号住居(2)
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第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

」- 」 k
 

K' 」 上 M M' z
 

N' 

L□ ］ ： し ： 
1.暗灰黒色土 シルト質の砂。As-Cを多く含む。

2.暗灰黄色土 シルト質の砂。As-C、ローム粒を少量含む。

3.灰黄色土 シルト質の砂。ロームを多く含む。

4.灰黒色土 シルト質の砂。焼土、炭を少最含む。

5.黄色土 シルト質の砂。黒色土を少械含む。

6.灰黄色土 シルト質の砂。壁面ロームの崩落土。

7.柱穴埋没土

8.灰黄色土 シルト質の砂。As-Cを少量含む。掘り方埋没土。

゜
1: 60 2m 

宮下c区 25号住居土坑1
1.黒色土 ローム粒 ・小プロック、 As・Cを少量含む。

2.暗褐色土 ローム粒・小プロックを含む。

3.黄暗褐色土 ロームの混土。

4.黄褐色土 ローム主体。暗褐色土を少最含む。

宮下c区 25号住居柱穴1• 2 • 3 • 4 
1.暗褐色土 ローム粒、焼土粒、炭化物を含む。

2.暗褐色土 ローム粒・小プロックを含む。

3. ロームと黒褐色土の混土層 黒褐色土プロックを含む。

4.黄暗褐色土 ロームと黒褐色土の混土。

5. ローム主体黒褐色土を含む。

6.黄褐色土 ローム主体。暗褐色土を少最含む。

第144図 c区25号住居（3)
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第145図 C区25号住居出土遺物
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1 : 3 10cm 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区

位

重

置

複

29号住居（第146~149図、 PL41・115)

54T-17・18、55A-17• 18 

28号住居、 12号溝と重複し、本遺構が両遺

構により堀り込まれていた。

形 状 北西部分で他遺構と重複するが、東西を長

軸とする長方形を呈すると推定される。規模は長軸

6.24m、短軸5.60mである。

面

床

積

面

(31.24) m' 方 位 N-4°-W 

遺構確認面から31cm程掘り込んで床面とな

A
l
-
c
 

る。東側が西側に比べ8cm程低い。床面は南側の一

辛 Tー18-
と

Ol) 9 
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江

A
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c
 

玉

1.黒色土 As-Cを多く含む。

2.黒褐色土 1層よりAs-Cは少なく、ロー

ム粒を少最含む。

微盤のAs-Cとローム粒・プロ

ックを含む。

4.暗褐色土 3層よりローム粒を多く含む。

5.暗褐色土 ローム主体。

6.黒褐色土 As-Cと少量のローム粒・プロ

ックを含む。

7.暗褐色土 ロームプロックを斑に含む。

8.褐色土濁った地山ローム。

3.黒褐色土

D
 

D' 

゜
l : 60 2m 

L=l 01.90m 

第146図 c区29号住居(1)
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部で硬化していた。

埋没土 上層はAs-Cを含む黒色土で、床面直上層

はローム粒・ブロックを含む黒褐色土で埋まってい

た。掘り方上層にはAs-Cが含まれていた。

炉 2基が確認された。炉 lは床面中央南東、柱

穴lと2を結ぶ線より中央寄りに掘り込まれ、規模

は長径90cm短径71cmである。炉2は床面中央に掘り

込まれ、 28号住居に一部が壊され、規模は東西長52

cmである。

周溝掘られていなかった。

柱穴柱穴4本とピット 2本が掘られていた。柱

穴 1は長径36cm短径29cm、深さ69cm。柱穴2は長径

31cm短径28cm、深さ76cm。柱穴3は長径28cm短径24

cm、深さ76cm。柱穴4は長径34cm短径27cm、深さ54

E
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F' 

4 2 1 4 

一 仁L_
炉l
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G' 

l I 3 

一炉2
三

炉l

H
 

H' 

口

第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

cmである。

ピット 1は長径48cm短径46cm、深さ27cm。ピット

2は長径61cm短径54cm、深さ16cmである。

貯蔵穴南壁面際の西寄りに掘られていた。規模は

長径76cm短径64cmで床面からの深さは58cm程である。

上端の形状は楕円形を呈する。

遺物貯蔵穴から南西隅にかけて破片が出土した

がS字台付甕（12)をはじめ床面直上から出土した土

器はほとんどみられなかった。

掲載した資料の他に土師器破片506点、須恵器破

片 1点、軟質陶器破片 1点、弥生土器破片 5点が出

土した。（観P26 • 27) 

所見古墳時代前期の住居と考えられる。

I I' J J' 

口K K' ロL' 

宮下c区 29号住居炉1• 2 
1.黒褐色土 少量の焼土粒とAs-Cを含む。
2.暗褐色土 焼土粒・プロック、ローム粒を少最含む。
3.暗褐色士 2層に近い。ローム粒・プロックがやや多い。
4.褐色土 ローム主体。焼土粒・プロックを含む。

宮下c区 29号住居貯蔵穴ピット 1• 2 
1.黒色土 As-Cを含む。住居埋没土。
2.黒褐色土 ローム粒を少量含む。住居埋没土。
3.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。
4.黄褐色土 ロームプロックの汚れた土層。

宮下c区 29号住居柱穴 1• 2 
1.暗褐色土 少址のAs-Cとローム粒を含む。
2.暗褐色土 ローム粒を含む。
3.暗褐色土 2層に近い。ロームプロックを含む。

＼ ピット1
L=l01.90m 

I 3 I 

三
ビット2

第147図 c区29号住居（2) ゜
1 : 60 2m 

ヽ / 1 

/ / 

゜
1:3 10cm 

第148図 c区29号住居出土遺物(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第149図 c区29号住居出土遺物(2)

c区 32号住居（第150図）
位置 55A• B -17 

重複 33号住居と重複し、本遺構が33号住居によ

り掘り込まれていた。

形状 他遺構と重複する部分があり、 全体の形状

は不明である。残存部分での規模は、東西長2.23m、

南北長1.70mである。

面積 計測不能 方位 計測不可

床面 残存した遺構確認面から24cm程掘り込んで

床面となる。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上層はAs-Cを含む黒褐色土で、床面直上

層はロームを含む暗褐色土で埋まっていた。掘り方

上層の一部にAs-Cが少量含まれていた。

炉 ・鼈・周溝 ・柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

遺 物 出土遺物は掲載した 1点のみである。

（観P28) 
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第 5節 古墳時代前期 ・中期の遺構と遺物

所 見 33号住居に先行するので奈良•平安時代以

前の住居であるがその時期を確定することは困難で

ある。

備考 図はC区33号住居と合わせて掲載した。

c区 34号住居 （第151・152図、PL42• 116) 

位置 54S • T-15 • 16 

重 複 北東部分で27号土坑および後世の溝と重

複し、本遺構が27号土坑により掘り込まれていた。

形状 他遺構と重複するが、南北を長軸とする方

形を呈する。規模は長軸3.86m、短軸3.60mである。

面積 （10.84)対 方位 N-10°-W

床面 遺構確認面から44cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦で硬くしまっていた。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。掘

ーミ

℃ 6 

長T-16 O
I
 

"l:l 5 

A
 

L=101.60m 

5) 

4
0
-

貯蔵穴 l

g 

4 10 4 
A' 

吋

□三ヨロ［
0 1:3 10cm 

第150図 C区32号住居出土遺物

り方上層にはAs-Cが微量に含まれていた。

炉 北東部分貯蔵穴の南側に設けられていた。規

模は南北長83cmで、東側は27号土坑により壊されて

いた。

周 溝 他遺構との重複部分以外、全面にわたり壁

面下で検出され、幅は16~30cmで、深さは 6~19cm 

である。

柱穴 掘られていなかった。

ピット 1本掘られていた。規模は長径34cm短径32

cm、深さ10cmである。

1.黒色土 As-Cを多く含む。

2.黒色土 As-Cを含む。

3.暗褐色土 わずかなAs-Cと少量のロームプロックを含む。

4. 暗褐色土 ローム粒を混入。

5. 暗褐色土 ロームプロックを混入。

6.黒褐色土 As-Cをわずかに含む。

7.暗褐色土 4層より色調がやや淡い。

8.貯蔵穴埋没土

9.黒褐色土 微量のAs-Cと多くのロームプロックを含む。

10.黄褐色土 ロームプロック主体。黒褐色土混入。
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炉

宮下c区 34号住居炉
1.黒褐色土 As-C、焼土粒、少最のロームプロックを含む。

2.黒褐色土 混入物ほとんどなし。石の抜き取り穴か。

3.暗褐色土 少量のAs-Cとローム粒・プロックを含む。

宮下c区 34号住居貯蔵穴 2 ピット 1
1.黒褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

2.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

3.暗褐色土焼土を混入。

゜
1: 60 2m 

第151図 c区34号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

貯蔵穴 調査時の所見から 2基存在していたと考え

られる。共存 ・新旧関係は不明である。

貯蔵穴 1は南東部分に掘られていた。その規模は

長径54cm短径48cm、深さ41cm程であり、上端の形状

が隅丸長方形を呈する。貯蔵穴2は北東部分に掘ら

れていた。その規模は長径58cm短径53cm、深さ35cm

程であり、 上端の形状が楕円形を呈する。

遺 物 西側を中心に少量の土器が出土したが床面

直上出土の資料としては小型甕（6）が床面中央やや

南側から、台付甕（4）の脚台部が西側から出土した。

掲載した資料の他に土師器破片124点、須恵器破

片5点、軟質陶器破片 1点、陶磁器破片11点、弥生

土器破片11点、縄文土器破片 1点が出土した。

（観P28) 

所見 古墳時代前期の住居と考えられる。
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第152図 c区34号住居出土遺物

c区 43号住居

（第153・154図、 PL42• 43 • 116) 

位置 540• P -8 • 9 

重複 北東部分で後世の溝と重複し、本遺構が溝

により掘り込まれていた。後世の撹乱により南東隅

と南西部が壊されていた。

形状 南北を長軸とする長方形を呈すると推定さ

れる。規模は長軸3.28m、短軸2.70mである。

面積 (8.32)吋 方位 N-39°-W

床面 遺構確認面から 6cm程掘り込んで床面とな

る。東側が9cm程低く、平坦な部分があった。南西

部分の床面は硬化していた。

埋没土 床面直上層はAs-Cを多く含む黒色土とロ

ーム粒・ブロックを含む暗褐色土で埋まっていた。

掘り方上層にはAs-Cが含まれていた。

炉 3基が設けられていた。炉 lは床面北側ほぼ

床面中央に掘り込まれ、規模が長径40cm短径37cmで

ある。炉2は床面中央やや東寄りに掘り込まれ、規

模が長径71cm短径67cmである。炉3は床面北西部分

に掘り込まれ、規模が長径62cm短径58cmである。炉

下面の一部は弱く焼土化していた。

周溝・柱穴・貯蔵穴 確認した範囲では掘られてい

なかった。

ピット 2本掘られていた。ピット 1は長径24cm短

径20cm、深さ51cm。ピット 2は長径27cm短径24cm、

深さ69cmである。
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遺物壺（2）は南西部分の床面直上出土の破片で

ある。埋没土中から破片が少量出土した。掲載した

資料の他に土師器破片90点、須恵器破片65点、弥生

第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

土器破片31点、縄文土器破片 1点が出上している。

（観P28• 29) 

所見古墳時代前期の住居と考えられる。

ー撹乱
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吋
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ニー
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ニニ
炉3

L=100.40m 

1.黒色土 As-Cを多く含む。

2.暗褐色土 多くのローム粒・小プロックを含む。

3.暗褐色土 ロームプロックを含む。

4.暗褐色土 As-C、ローム粒・プロックを含む。

5.褐色土 ロームブロックを少餓含む。

宮下c区 43号住居炉 1• 2 • 3 
1.黒褐色土 焼土粒を少量含む。ローム粒を少量混入。

2.赤褐色土焼土主体。

3.暗褐色土 ロームに黒褐色土を少量混入。上位には弱く焼土化した部

分あり。

゜
1: 60 2m 

第153図 C区43号住居
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1 : 3 10cm 

第154図 c区43号住居出土遺物

c区 57号住居（第155図、 PL43• 116) 

位置 55E • F -17 • 18 

重複 なし。後世の撹乱により本遺構が部分的に

壊されている。

形状東西を長軸とする隅丸方形を呈する。規模

は長軸4.34m、短軸4.08mである。

面積 15.37対 方位 N-17°-W

床面遺構確認面から20cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 軽石と少量のローム粒を含む黒色土で埋ま

っていた。掘り方では黒色土と ロームの混上で貼床

が施されていた。

炉確認できなかった。

周溝．柱穴・貯蔵穴 掘られていなかった。

遺物床面から出土した遺物は全くなかった。甕

(2)は北部分、床面から9cm離れての出土である。

掲載した資料の他に士師器破片49点、須恵器破

片5点、軟質陶器破片4点、陶磁器破片4点、弥生

土器破片2点が出士した。 （観P29) 

所見古墳時代前期の住居と考え られる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1.黒色土 As-Cと少最のロームを含む。

2.黄色土 黒色土が混入。壁面崩落土。

3.褐色土 黒色土とロームの混土。
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第155図 C区57号住居・出土遺物

A区 5号住居（第156・157図、PL34• 116) 

位置 44P • Q-2 • 3 

重複 中央部分を北西から南東方向に延びる用水

路により削平を受けている。

形状 南東隅の形状が丸味をおび不明瞭となって

いた他、北西隅が用水路、試掘坑により削平されて
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いたため全体形状を明らかにすることはできなかっ

た。規模は東西方向で5.04m、南北方向で4.96mを

測った。

面積 （20.84)吋方位 N-7°-W

埋没土 褐灰色土が堆積していた。

床面 確認面から2&mほど掘り込んで床面となる。

調査時の所見では床面は明瞭な状況で把握されなか

ったとされる。

炉 検出されなかった。

周溝．柱穴検出されなかった。

第5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

貯蔵穴 検出されなかった。

床下 土坑状 ・ピット状の掘り込みは検出されな

かった。

遺物床面直上からの出土はない。南壁際の床面

からやや離れた位置から埒（2）、高杯（3)、甕（l）が

出土している。

掲載した資料の他に土師器破片32点、須恵器破片

2点が出土した。 （観P29) 

所見 古墳時代中期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

3 遺構址

c区 2号址（第158• 159図、 PL44)

位置 65G• H-5 • 6 

重複 なし。

形状 東西を長軸とする隅丸台形を呈する。規模

は長軸4.50m、短軸3.92mである。

面積 16.92m' 方位 N-3 °-E 

床面 確認できなかった。このため遺構の性格を

住居と確定するにはいたらなかった。

埋没土 ほとんど残っていなかった。

焼 土 2箇所で確認した。焼土 1は掘り込みの中

央やや東寄りにあり、規模は長径60cm短径48cmであ

る。焼土2は床面中央北寄りにあり、規模は長径100

cm短径58cmである。

周溝．柱穴 掘られていなかった。

土 坑 2基掘られていた。土坑 1は南西隅に掘ら

れ、規模は長径82cm短径69cmで床面からの深さは37

cm程である。土坑2は北西隅に掘られ、規模は長径

70cm短径63cmで床面からの深さは12.5cm程である。

土坑2基ともに上端の形状は楕円形を呈する。

遺 物 埋没土中から S字状台付甕（ 1• 2)をはじ

め破片資料が出土した。掲載した資料の他に高杯（3)

の破片が出土した。 （観P29 • 30) 

所見 古墳時代前期の遺構と考えられる。

焼土2

◎ 

焼土 1

ロ◎ 
乎£iH-6

|
|
|
¥
―
 

C 1 2立
一与—
焼土 1

E E' 

口

D D' 
-l3  2-

一焼土2
F F' 

ーー上―
土坑2

A
 

A' 

宮下c区 2号址焼土 1 • 2 

1.黒色土焼土を少量含む。

2.褐色土 焼土主体。ロームを少最含む。

3.黄褐色土 ローム主体。焼土を少最含む。

宮下c区 2号址土坑1
1.暗灰黒色土軽石(As-Cか）を含む。

宮下c区 2号址土坑2
1.黄黒色土 ロームと黒色土の混土層。

B
 

B' 

L=102.40m 

゜
1: 60 2m 

第158図 c区2号址

三三ニニ《 /~口、ヽ2 瓢 3

゜
1:3 10cm 

第159図 c区2号址出土遺物
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A区 1号址（第160~162図、 PL44 • 116) 

位置 44I -10 • 11 

重複 7号住居、 26号～28号溝と重複、いずれの

遺構より後出である。

形状 隅丸長方形を呈する掘り込みと考えられる

が、他遺構により削平を受け、全体形状については

不明である。西側の残存部分5.40m、北壁の残存部

分1.40mとこれに続く底面を検出した。遺構確認面

から33cm程で底面にいたる。住居の床面のような硬

化面は検出されなかった。

面積 計測不能 方位 N-22°-W

埋没土 上層にAs-Cを霜降り状に含む黒色土が、

第 5節 古墳時代前期・中期の遺構と遺物

下位に茶褐色土が堆積していた。

遺物 北西隅から南方向 lm程の地点から土師器

が集中して出土した。高杯4点(1~4)と甕（5)を

資料化した。

この他に埋没土中から土師器破片 12点、須恵器

破片 2点が出土している。 （観P30) 

所見 住居の可能性が高いが、住居と認定する用

件を満たしていないため、 C区の調査例に則して遺

構址として報告する。古墳時代中期の遺構と考えら

れる。

＼ 28号溝

7号住居

警 ‘lo
酉、 4m
2rii 

吋 撹乱

l:e]。
27号溝

26号溝

心

三ょ B
 

L=98.00m 

1.黒色土 As-Cを霜降り状に含む。

2.茶褐色土 As-Cをわずかに含む。

3.茶褐色土 色調は 2層に類似するもAs-Cはほとんど含まない。

4.茶褐色土 黒色土を少贔混入する。

第160図 A区1号址

B' 

゜
1: 60 2m 

｀ ゚ 1:3 10cm 

第161図 A区1号址出土遺物（1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

4
 

口 一
l
 マ
゜

1:3 

,~ 
10cm 

4 土坑

第162図 A区1号址出土遺物（2)

方位 N-26°-W

埋没土 暗褐色土を主体に黒褐色土 ・黄褐色土が5c区 6号土坑（第163図、 PL44• 116) 

位置 55L -16 

重複 重複する遺構はない。

形状 平面形は長円形を基本としていたと考えら

れる。規模は長径l.llm短径0.79m、深さ0.36mを

測る。

I口上尋6

＼ 
L=l01.50m 

1.暗褐色土 白色軽石、ローム粒を少最含む。

2.黒褐色土 白色軽石を少贔含む。

3.暗褐色土 1層に同じ。

4.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

5.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土粒を多く含む。

~10cm程の厚さで堆積している。

遺物 南西壁際から土師器井（l）が出土した。こ

の他に土師器破片12点が北西壁際をはじめ埋没土中

から出士している。 （観P30)

所見 古墳時代前期の土坑と考えられる。

゜
1 : 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第163図 c区6号土坑・出土遺物

5 倒木痕

c区 1号倒木痕（第164図、 PL44• 116) 

位置 54T-13• 14 

重複 重複する遺構はない。

形状 根鉢の規模は長軸1.73m短軸1.69m、深さ

0.26mを測る。東壁中央部分は小さく突出している。

方位 N-4°-W

遺物 埋没土中、底面からやや離れた高さから高

杯(1)が出土した。他に土師器破片 2点も出土した

が資料化するに足るものではなかった。

所 見 As-Cの堆積 ・混入状況から古墳時代前期

の倒木痕と考えられる。埋没土の状況から樹木は西

側方向に転倒したと推定される。 （観P30) 
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第5節 古墳時代前期 ・中期の遺構と遺物

l
、一

’
 
A
-B
―
 

亨A-14

土 A' 

一B B' 
一 4 2 3 I 6 ― 

三L=101.50m 
1. As-C プロック状に堆積。純堆積か。

2.黒色土 As-Cを多く含む。

3.黒褐色土 ロームを斑状に含む。As-Cを少し含む。

4.黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

5.暗褐色土 ローム、黒褐色土が斑に混じる部分含む。

6.褐色土 やや汚れたローム粒である。

゜
1: 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第164図 c区1号倒木痕・出土遺物

6 遺構外出土遺物 （第165図、 PL116) 

ここでは遺構外出土の資料の中で住居出土資料中

には認められなかったものを中心に報告する。

1は甕である。口縁部が、くの字状に屈曲して立

ち上がり、先端の外側がそがれていることが特徴的

である。口縁部外面を中心に赤色塗彩が見られる。

2は壺の口縁部破片である。二重口縁の上半に棒状

浮文が貼付されている。単位は不明である。3 • 4 

は鉢である。4は大型品である。5は商杯の口縁部

破片である。深みを有し、椀状を呈する形状である。

（観P31) 

ー＼
 

：

＼

 

／ 

゜
1:3 10cm 

第165図 古墳時代前 ・中期の遺構外出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

1 概要

古墳時代後期の遺構としては、竪穴住居26軒、土

坑1基、溝 1条が検出された。

竪穴住居はA・B・Cの各区で検出された。構築

時期は 6世紀後半から 7世紀前半が中心である。調

査区内の分布からは、南北方向に延びる台地全域に

広がっている。B区で重複関係が見られる他は全体

に散在傾向にある。7世紀代になるとその傾向はよ

り顕著になるようである。

A区23号溝は、埋没土の特徴から当該時期の所産

と考えられるが流水の痕跡は認められなかった。

2 住居

A区 1号住居（第166• 167図、 PL45)

概要 調査区東南部分に広がる沖積地を臨む台地

縁辺に位置する。

位置 44G• H-6 • 7 

、
a ＼ 

叫

令
◇
ハ

へ
／

＜ 

重複 重複する遺構はない。

形状 長軸を南北に有する長方形を呈する。規模

は長軸3.57m、短軸3.16mである。

面積 9.45対 方位 N-48°-E

埋没土 軽石と地山の灰色土ブロ ックを含む黒褐色

土が上 ・中層に堆積していた。下層には暗褐色土が

堆積していた。

床面 遺構確認面から41cm程掘り込んで床面とな

る。床面は寵焚口部前がやや浅いが、大きな起伏は

なかった。床面下に深さ20cmほどの掘り方を有して

いた。中央および東壁寄りの3箇所でピットを検出

した。

鼈 北壁の中央からやや東寄りに造られていた。

住居の壁面を一部掘り込み燃焼部とし、住居の掘り

込み内に左右の袖部が延び、焚口部を形成していた。

左袖部は残存状態が劣悪であった。全長91cm、燃焼

部幅50cm、焚口部幅59cmである。燃焼部内には焼土

が散見された。

、V

吋

E

O
l>
"L
6
1
1
1
 

1.黒褐色土 白色軽石を多く含む。地山の灰色土をプロック状に多く含む。

2.黒褐色土 1層に類似するが、白色軽石を含む割合が少ない。

3.黒褐色土 2層に類似するが白色軽石の含有率がより低い。

4.暗褐色土 地山灰色土の小プロックを多く含む。

5.黒褐色土 焼土プロックを多く含む。

6.黒褐色土 白色軽石をごく少址含む。

7.暗褐色土 白色軽石を少し含む。しまりあり。

8.黒褐色土 白色軽石を少し含む。しまりあり。

宮下A区 1号住居寵

1.暗灰黄色土 混入物は少祉である。

2.黒褐色土焼土を含む。炭が少量入る。

3.黒褐色土 焼土プロック、灰を含む。

4.黒色土炭が層状に入る。

5.褐灰色土 上層部分はしまりあり。

0 1: 60 2m 

第166図 A区1号住居（ 1)
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本住居において寵は掘り造り変えられており、旧

寵は新寵の北側に設置されていたが、燃焼部の一部

と焼土塊を散見したに止まった。

周溝・柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴床面下精査時に南東隅でピットを検出した。

これが貯蔵穴の可能性を有する。規模は長軸50cm短

軸40cm、深さ18cmである。

床下床面下で20~25cmに基底面を有するが大き

＼ 

R
 

g

□》＾
斐

吋

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

な起伏はない。床面中央に 1本、東壁寄りに2本ピ

ットが検出された。

遺物床面からの出土はない。埋没土中から出土

した甕（l）を資料化したが、掲載した資料の他に土

師器破片17点、弥生土器破片 1点、縄文土器破片 1

点を出土した。 （観P31) 

所見古墳時代後期の住居と考えられる。

I I 1 

゜
1: 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第167図 A区1号住居（2)・出土遺物

B区 2号住居（第168• 169図、 PL45• 117) 

位置 45C• D-12 

重複 1号溝、 4号土坑と重複し、これに前出す

る。

形状南西調査区域境に位置している。これに加

え 1 号溝• 4号土坑との重複により北東隅を中心と

する一部分の検出に止まった。残存規模は東西長

2.50m、南北長2.37mである。

面積計測不能 方位 N-27°-E

埋没土 黒褐色土が堆積していた。

床面遺構確認面から11cm程掘り込んでいた。

床面に大きな起伏は認められなかった。

鼈 北壁に造られていたが、壁面の検出が一部に

止まったため、北壁全体における位置は不明である。

住居の壁面を掘り込んで燃焼部が設けられており、

掘り方面における規模は長さ69cm、焚口部幅23cm、

燃焼部幅32cmであった。

周溝・柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴北東隅に掘られていた。規模は長径102cm

短径59cm、深さ45cmを測り、上端の形状は東西に長

軸を有する円形を呈する。

床 下 10~15cm程で揺り方基底面にいたった。暗

褐色土が堆積していた。

遺物東隅の床面上、貯蔵穴の上端に接する位置

から杯(1)が出土している。掲載した資料の他に土

師器破片20点が出土した。 （観P31) 

所見古墳時代後期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

翌亥

＼
 

1
号

溝

忍

A
 

A' 

口
L=98.80m 

宮下B区 2号住居寵

1.黒褐色土 焼土粒、ローム粒を多く含む。

2.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。焼土粒を少最含む。

1. 表土

2. 1号溝埋没土

3.黒褐色土 白色軽石、ローム小プロックを多く含む。

4.暗褐色土 ローム小プロックを非常に多く含む。

0 1: 60 2m 

第168図 B区2号住居

ロ ーニ
口 ロ
゜

1:3 10cm 

第169図 B区2号住居出土遺物

B区 3号住居（第170・171図、 PL44• 117) 

位置 45 B• C -1 3 ·1 4

重複 重複する遺構はなかった。

形状 南北を長軸とする長方形を呈する。南西隅

はやや丸味を帯びるが他は精美な形状である。規模

は長軸4.47m、短軸2.99mを測る。

面積 11.61吋 方位 N-53°-E

埋没土 中央部分に黒褐色土、壁際に暗褐色土が堆

積していた。

床面 遺構確認面から24cm程掘り込んで床面とな

る。床面に大きな起伏は認められなかった。

鼈 全長140cm、焚口部幅68cm、燃焼部幅23cmで

北壁中央から西寄りに位置する。住居内に燃焼部を

おき、緩やかな段をなして煙道部へと移行している。

左右の袖部は黄褐色ローム粒を多く含む暗褐色土

を構築材としていた。左袖部はその先端に甕（6）を倒

立させて、右袖部の先端には角閃石安山岩の加工石

材を据え、補強していた。焚口部中央からは台付甕

(9)の台部のみが倒立状態で出士している。

周溝・柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 北東隅に掘られていた。長径65cm短径56cm、

深さ44.5cmを測り、上端は円形を呈していた。

床下 南西隅を除いて全体的に 5~16cm程下位に

掘り方基底面を有していた。

遺物 寵燃焼部内や東壁際から破片が出土した。

須恵器高杯（8）は寵左袖部前、床面南部分、掘り

方南東部分から出土した破片が接合した。支脚（10)

は埋没土から出土した破片である。また、南西床面

上から石製丸玉（11)1点が出土している。

掲載した資料の他に土師器破片76点が出土した。

（観P31~33) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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1: 60 2m 

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

＼ ?111 ¥ 
吋

冒し：〗
貯蔵穴

A' 
2 

1.黒褐色土 白色軽石を少贔含む。

2.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

3.黒褐色土 ローム粒、白色軽石を多く含む。

4.黄褐色土 黄褐色ローム主体。暗褐色土プロックを少

量含む。

宮下B区 3号住居貯蔵穴

1.黒褐色士 ローム粒・小プロックを多く含む。

宮下B区 3号住居寵

1.黄褐色土 黄褐色粘土を主体とし、焼土粒を多く含む。

2.暗褐色土 粘土小プロックと焼土粒を少贔含む。

3.黒褐色土 粘土プロックと焼土粒を多く含む。

4.灰褐色粘土層 袖の一部と考えられる粘土である。

5.黒褐色土 粘土プロックを少量含む。

6.黄褐色土 黄褐色粘土を主体。暗褐色土を含む。

7.暗褐色士 寵袖部、黄褐色ローム粒を多く含む。

8.黄褐色土 黄褐色粘土主体。黒色土を少量含む。

9.黒褐色土 ローム粒を少最含む。

7
 

Q 

B
 

B' 

c
 

C' 

叫

吋

叫

F
 

F' 

゜
1: 30 lm 

第170図 B区3号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1: 3 10cm 

B区 4号住居

第171図 B区3号住居出土遺物

ることはできなかった。東西の残存長は5.76m、南

（第172~175図、 PL46• 117 • 118) 

位置 45C •D - 1 4 ·1 5

重複 5号・ 6号 ・7号住居、 1号溝と重複し、

6号・ 7号住居、1号溝よりは前出である。 5号住

居より後出と考えられるが、直接切り合い関係は確

認できなかった。

形状 他遺構との重複関係から全体形状を把握す

北長は3.52mを測った。

面積 計測不能 方位 N-53°-E

埋没土 暗褐色土、黒褐色土が堆積していた。

床面 遺物確認面から40cm程掘り込まれて床面と

なる。壁際がやや高くなっていたが、全体的にはほ

ぽ平坦で大きな起伏はなかった。東部分の床面上か

らは炭化物片を出土している。
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

竃 1号溝東側の突出部分にその可能性があるが

判然としなかった。

周溝・柱穴 確認できなかった。

貯蔵穴

床 下

確認できなかった。

全体的に床面下10~20cm下位で掘り方基底

面にいたった。

遺 物 北西隅を中心に出土している。北西部分の

近接、床面からわずかに離れて杯 (1 • 2)が入れ

子状態で出土、

が口縁部を下にして出土している。

複部分近くからは礫が6点まとまって出土している。

掲載した資料の他に土師器破片20点が出上した。

（観P33 • 34) 

所 見

さらにその東側から聡（5）の上半部

6号住居との重

古墳時代後期の住居であると考えられる。

北壁寄り床面上からは甕（6)、須恵器蓋（3)、これに

一
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1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.黒褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.黄褐色土

ローム小プロック、白色軽石を多く含む。

1層に類似するがより多くローム小プロックを含む。

焼土小プロック、小プロックを多く含む。

ローム粒・小プロック非常に多く含む。

ローム小プロック、白色軽石を多く含む。

ロームを主体とし、黒色土の小プロックを少量含む。

゜
1: 60 2m 

第172図 B区4号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第173図 B区4号住居（2)
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第174図 B区4号住居出土遺物(1)

166 



第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

ーー 7 

゜
1 : 3 10cm 

第175図 B区4号住居出土遺物(2)

B区 5号住居（第176• 177図、 PL46• 118) らに南・東壁から約60~150cm内側で、 L字状に 1段

位置 45B• C-14、45C-15 

重複 4号住居、 1号溝と重複、両遺構より先出

と考えられる。

形状北側を 1号溝で削平されており、全体形状

を把握できなかったが、南北に長軸を有する長方形

を呈していたと考えられる。規模は南北の残存長が

4.18m、東西長4.00mである。

面積計測不能方位 N-30°-W

床面東壁北半部分で遺構確認面から 8~14cm程

掘り込んで床面となっていたが、他はほとんど削平

を受けていた。

竃 南壁中央からやや西寄りに位置する。削平を

受け詳細は不明であるが住居内に燃焼部を有し、奥

壁の立ち上がりが住居壁面の一部を掘り込む状況に

あった。残存長は38cm、幅は66cmである。

周溝・柱穴・貯蔵穴 確認されなかった。

床下精査の結果、床面下20~32cmで掘り方基底

面に達する。上層に黒褐色土、中・下層に黄褐色土

が堆積していた。基底面は、南壁に沿って 1段、さ

深く掘り込まれていた。柱穴は確認できなかった。

ピットは中央からの北側寄りで7本検出された。規

模は大小の差が大きく、最大のものが長径67cm短径

65cm、深さ38cm、最小のものが長径20cm短径18cm、

深さ26cmである。

遺物東壁中央壁際の床面上からは石製紡錘車

(3)が出土している。他に床面直上から良好な資料

の出土はなかった。甕の破片(1 • 2)は東壁際 1号

溝端の出土で、 4号住居に帰属する可能性も考えら

れる。

寵右前の位置からは長径28cmの扁平な礫が深さ 7

cmの浅いピット内に据えられたような状態で出土し

た。台石として使用されたか。

掲載した資料の他に土師器破片20点が出土した。

（観P34) 

所見古墳時代後期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

面

没知
な

叫

宮下B区 5号住居竃

1.暗褐色土 焼土粒を少量含む。粘土プロックを多

く含む。

2.黒褐色土 炭化物の小プロックを非常に多く含む。

3.黒褐色士 2層に類似するが、ローム小プロック

を少櫨含む。

4.暗褐色土 ローム粒・プロックを非常に多く含む。

1号溝 ー

A
 

L=98.30m 

1.暗褐色土 プロック状に灰を含む。白色軽石を少

量含む。

2.暗褐色土 上部にロームプロック、白色軽石を含

む。炭化物、焼土を少址含む。

3.黒色土 炭化物主体。
A' 4.暗褐色土 炭化物を部分的に含む。白色軽石、ロ

ーム粒を少量含む。

5.黒褐色土 黒色土、黄褐色ローム土をプロック状

に含む。白色軽石を少量含む。

6.黄褐色土 黄褐色ローム土主体。黒褐色土をプロ

ック状に含む。直径 1~3mm大の黄色

ローム粒を含む。

7.黄褐色土 少籠の黒褐色土を含む。

A
 

汲厄
な

1号溝 ー

゜
1: 60 2m 

第176図 B区5号住居

168 



第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第177図 B区5号住居出土遺物

B区 10号住居

（第178~184図、PL46• 118 • 119) 

位置 45A-16、45B• C-15~17 

重複 1号・ 2号溝、 7号・ 11号・ 12号住居と重

複する。いずれの遺構よりも前出と考えられる。

形状 南北に長軸を有するがほぼ正方形に近い方

形である。中央部分の床面を欠くが四隅、各辺とも

精美な形状である。規模は長軸8.02m、短軸7.89m。

面積 （55.45)吋 方位 N-48°-W

埋没土 黒褐色土、暗褐色土が10~20cmの厚さでレ

ンズ状に堆積していた。

床面 遺構確認面から70cm程掘り込んでいた。寵

前の北側から南壁に向かって緩やかに下がっていた。

北壁際と南壁際の比高差は約30cmであった。

竃 北壁のほぽ中央に造られていた。規模は全長

193cm、焚口部幅47cm、燃焼部幅42cm、煙道部長89

cmである。

燃焼部は住居内に位置し、粘性を有するロームを

主体とした黄褐色土を用材に天井部や袖部を造り付

けていた。左右の袖部の先端には角閃石安山岩の加

工材を直立させ補強材としていた。調査時、焚口部

手前の床面上から深さ60cmの角閃石安山岩の加工材

が出土していたが、これは焚口部の天井に鳥居状に

わたされていた可能性が考えられる。

燃焼部中央には甕（10)の上に台付甕の脚台部(13)

が重なって出土した。土器を再利用した支脚と考え

られる。煙道部は燃焼部底面との間に段差を有する

ことなく住居の壁を掘り込んで壁外に延びていた。

立ち上がり部分から甕（19)が出土している。

周溝 掘られていなかった。

柱 穴 3本掘られていた。北東部分は未検出であ

ったが、 1号溝により削平されたものと考えられる。

柱穴 1は長径114cm短径86cm、深さ83cm。柱穴2は

長径98cm短径90cm、深さ89cm。柱穴3は長径98cm

短径71cm、深さ84cmである。いずれの柱穴も埋没土

中から土師器の大型破片が出土している。柱穴2か

らは甕(21• 14)が、柱穴 3からは甕（17)が出土し

た。

貯蔵穴確認できなかった。

床下 床面下 5~10cmで掘り方基底面にいたる。

中央やや南側に床下土坑 1を検出した。長径140cm

短径130cm、深さ60cmで埋没土中に土器片を多数含

んでいた。ピット1は深さ60cm。位置的には貯蔵穴

の位置であるが直径がやや小さいか。ピット 2は深

さ44cm、ピット 3は深さ50cmである。

遺 物 右袖外側から台付甕（9)と二次利用された

須恵器高杯の杯部(4)が出土している。南側床面上

では広範囲にわたり土器が出土したが、甕(15• 19 

• 20)は床面各所から出土した破片が接合したもの

である。また、中央部出土の二次利用した須恵器高

杯（5)、南部分出土の台付甕(11)も床面直上の出土

である。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

掲載した資料の他に土師器破片201点、須恵器破

片8点、弥生土器破片8点が出土した。（観P34~

36) 

所見 古墳時代後期の住居であると考えられる。
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第178図 B区10号住居（ 1)
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

G
 

G' H
 

H' I, 

ニ 3
柱穴 l

L=98.40m (G•H) 

1．暗褐色土 ローム粒を少量含む。

2.黒褐色土焼土粒を少葦含む。

3.黒褐色土 白色軽石を多く含む。

4.暗褐色土 白色軽石を少量含む。ローム粒を少量含む。

5.暗褐色土 ローム小プロックを多く含む。

6.黒褐色土 白色軽石、ローム小プロックを多く含む。

7.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

8.暗褐色土柱穴 1の埋没土

9.暗褐色土 4層に類似する。

10.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土小プロックを少量含む。

ll.暗褐色土 ローム粒を非常に多く含む。

宮下B区 10号住居柱穴 1

1.暗褐色土 白色軽石、ローム小プロ ックを多く含む。

2.暗褐色土 ローム粒・小プロックを非常に多く含む。

3.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土小プロ ックを多く含む。

宮下B区 10号住居柱穴2

1.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

2.暗褐色土 ローム粒 ・小プロックを非常に多く含む。

宮下B区 10号住居柱穴3

1.暗褐色土 ローム小プロックを多く含む。

2.暗褐色土 1層に類似するがロームを含む割合が少ない。

／ 
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ピット1

二三c
叫
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1号溝

床下土坑1

A 喜浴 II A' 
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ノ

柱穴2゜ 口cビット3

゜
1: 60 2m 

第179図 B区10号住居(2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

吋

g
 

吋

E
 

F
 

E' 

E
 

E' 

F
 

F' 

宮下B区 10号住居鼈

1.暗褐色土焼土粒を少量含む。

2.暗褐色土 焼土粒、ローム小プロックを多く含む。

3.赤褐色土 焼土粒・小プロックを非常に多く含む。

4.黒褐色土 焼土小プロックを多く含む。

5.黄褐色土 ロームを主体とし焼土粒を多く含む。

6.黄褐色土 焼土粒 ・小プロックを非常に多く含む。

7.暗褐色土 焼土小プロック、ローム小プロックを少最含む。

8.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土粒を少量含む。

9.黒褐色土 ローム粒を少量含む。

10.黄褐色土

11.赤褐色土

12.灰色土

13.黄褐色土

14.暗褐色土

ロームを主体とし焼土小プロックを少屋含む。

焼土小プロックを非常に多く含む。

灰色土を主体とする。

粘性のあるロームを主体とする層。

焼土小プロックを多く含む。

15.暗褐色土 焼土小プロック、ローム小プロックを少量含む。

16.黄褐色土 ロームを主体とし焼土小プロックを少最含む。

17.暗褐色土 焼土小プロックを少量含む。

18.黄褐色土 ロームを主体とし焼土小プロック、黒色土小プロックを少量含む。

19.黒褐色土 ロームプロック、焼土小プロックを少量含む。

゜
1: 30 lm 

第180図 B区10号住居（ 3)
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第181図 B区10号住居出土遺物(1)
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第183図 B区10号住居出土遺物（ 3)
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＼
 

I I 21 

゜
1 : 3 10cm 

第184図 B区10号住居出土遺物(4)

B区 13号住居（第185• 186図、 PL47)

位置 54P-1 • 2 

重複 1号溝と重複し、これに先出する。

表 か、2

＼ 

土

＼ 

ロ
1号溝

土6 ' 

形状大半が調査区域外に及び北西隅の一部を検

出するに止まった。検出した規模は東西長2.68m、

南北長1.00mであった。

面積計測不能 方位 N-23°-W

埋没土黒褐色土、暗褐色土が堆積していたがいず

れもAs-Cの混入が認められた。

1.表土

2. 1号溝埋没土

3.黒褐色土 As-Cを多く含み、炭化物を少量含む。

4.暗褐色土 As-Cをやや多く含む。

5.暗褐色土 しまり弱い。ロームプロックを多く含む。As-Cを少量含む。

6.暗褐色土 ロームプロ ックを多く含む。明確な貼り床は認められない

が、上面は硬くしまっており床と考えられる。

゜
1: 60 2m 

第185図 B区13号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

床面 遺構確認面から25~35cm程掘り込んで床面

となる。明確な貼り床は認められなかったが、床面

は硬くしまっていた。

鼈・周溝．柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

床下 床面下6~12cm程で掘り方基底面に達する。

精査の結果、 北壁直下には幅10~13cm、深さ 3cmの

□] ゜
1 : 3 10cm 

周溝状の落ち込みを検出した。

遺物 いずれも埋没土中からの出土である。掲載

した資料の他に土師器破片9点、軟質陶器破片 1点

が出土した。（観P36) 

所見 古墳時代後期の住居であると考えられる。

I I 

第186図 B区13号住居出土遺物
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柱穴2

こ

ロニニニニ二三：
1.暗褐色土 白色軽石を少量含む。

2.黒褐色土 黄褐色ローム土をプロック状に含む。白色軽石を少

址含む。

3.黒褐色土 2層より黒色味が強い。黄褐色ローム粒を含む。

4.黒色土 黄褐色ロームを少籠含む。しまりあり。

5.黒色土 4層よりもロームの混入量が多い。

6.黄褐色ローム土 黒色土をプロック状に含む。

宮下B区 16号住居柱穴 1

1．暗褐色土 黄褐色ロームプロ ック、白色軽石を少量含む。

2.黄褐色土 暗褐色土プロック、白色軽石、黄色ローム粒を少最

含む。

3.黄褐色土 2層より黄色味が強い。白色軽石、黄色ローム粒、

暗褐色土プロックを微量含む。

゜
1 : 60 2m 

第187図 B区16号住居（ 1)
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B区 16号住居（第187~189図、 PL47)

位置 45D• E-13 • 14 

重複 6号住居と重複するが、前後関係は判然と

しなかった。

形状西側調査区域際で検出したが撹乱を受け東

西方向に幅80cm程の範囲で壁面・床面を検出したに

止まった。南北方向の規模は6.18mである。

面積計測不能 方位計測不可

埋没土 暗褐色土、黒褐色土が堆積していた。

床面遺構確認面から北壁で41cm、南壁で44cm掘

り込んで床面になる。北側から南側に向かって徐々

に下がっている。比高差は30cmである。

鼈確認されなかった。

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

周溝・貯蔵穴 確認されなかった。

柱穴調査時の所見から 3本を確認した。柱穴 1

は長径54cm短径51cm、深さ81cm。柱穴2は削平著し

く、長径43cm短径27cm、深さ27.5cmであった。柱穴

3は東側半分程の検出で、直径53cm、深さ30.5cmで

ある。

床下床面下5~10cmで掘り方基底面にいたる。

基底面は小さな起伏を有していたが、全体的には北

側から南側に徐々に低くなっていた。

遺物床面直上からの出土遺物はなかった。掲載

した資料の他に土師器破片25点、須恵器破片 l点、

弥生土器破片 1点が出土した。 （観P36) 

所見古墳時代後期の住居であると考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区 3号住居（第190・191図、 PL47• 120) 

位置 65H-3、65I -3 • 4 

重複なし。

形状東西を長軸とする長方形を呈する。規模は

長軸3.39m、短軸2.46mである。

面積 6.01対 方位 N-23°-W

床面遺構確認面から46cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cとローム粒を含む暗褐色土で埋まっ

ていた。掘り方上位にAs-Cが微量に混入していた。

鼈 北壁中央に造られていた。煙道部は地山を掘

／
：
 

A
 

゜ ゜
G
 

上 ーーロニ□上
20m 

／ 
L=102. 

A
 

り込んで壁外に延びていた。右袖は壁面から48cm、

左袖は壁面から47cmが残存していた。全長163cm、燃

焼部幅24cm、焚口幅51.5cmである。

周溝・柱穴・貯蔵穴 掘られていなかった。

床下床下精査時に南西隅から長径48cm、深さ29

cmのピットを検出した。

遺物住居の北寄り、寵左袖部外側近くの床面か

ら土師器杯(1.2)が出土した。これら掲載資料の

他に土師器破片83点、弥生土器破片10点、縄文土器

破片11点が出土した。（観P36) 

所見古墳時代後期の住居と考えられる。

g̀ 

吋

1.淡褐色土 As-Cを上位に、ローム粒を少籠含む。

2.暗褐色土 As-Cを含む。部分的にロームを混入。

3.暗褐色土 ローム主体。

4.暗褐色土 ロームプロ ックを多戴に含む。

5.褐色土 ローム主体。上位にAs-Cを微量混入。

宮下c区 3号住居寵
1.暗褐色土 ロームを含む。

2.褐色～黄褐色土 ロームを多く含む。

3.焼土を多く含む土

4.黄褐色土 2層よりロームが多い。

゜
1: 60 2m 

第190図 c区3号住居
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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宮下c区 9号住居寵
1．暗灰黒色土 As-Cを1/3ほど含む。

2.暗黄黒色土焼土粒を少贔含む。

3.黄灰色土粘土、焼土を少量含む。

4.灰黒色土 黒色土主体でローム粒、焼土粒

を含む。西側に行く程As-Cを多

く含む。

5.灰黄色土 粘土。天井部崩落土。

6.褐色土焼土。

7.灰黒色土 As-Cを1/5ほど含む。ローム、

砂質土を少量含む。

8.黒褐色土 黒色土主体。焼土を多櫨に含む。

9.黄褐色土袖部。一部焼土化している。

10.黒色土 ロームを混入。焼土粒を少最含む。

煙道か。

11.黄色土寵袖部。

L=102.30m 

1.茶黒色土 As-Cをあまり含まない。

2.黒色土 As-Cの混土。

3.暗黄黒色土 As-Cを少鼠含む。

4.黄黒色土 ローム粒を少量含む。壁面崩落土。

5.灰黒色土 As-Cを含まない。

6.黄黒色土 黒色土主体でロームが混入。寵付近に焼土を

少量含む。As-Cは含まない

0 1: 60 2m 

第192図 c区9号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区 9号住居（第192~195図、 PL48• 120) 

位置 65C• D-9 

重複北側で8号住居の南壁部分と重複し、住居

主要部分で17号住居と重複する。本遺構が8号住居

により堀り込まれ、 17号住居を掘り込んでいた。 3

軒の新旧関係は17号住居→9号住居→8号住居であ

る。

形状東西を長軸とする長方形を呈する。規模は

長軸4.04m、短軸2.97mである。

面積 9.38可 方位 N-78°-E 

床面遺構確認面から60cm程堀り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cを少量含む暗黄黒色土で埋まってい

た。

竃 東壁中央やや北寄りに造られていた。燃焼部

から煙道部への移行部分は壁外の地山を据り込んで

立ち上がっていた。袖部は地山ロームを利用してい

た。右袖部は壁面から76cm、左袖部は壁面から80cm

が残存していた。規模は全長137.5cm、燃焼部幅40

cm、焚口幅72cmである。

周溝掘られていなかった。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴 南東部分に掘られていたものを床下精査時

に検出した。規模は長径46cm短径42cmで床面からの

深さは51cm程である。上端の形状は楕円形を呈する。

床下床面から 5~10cm程で掘り方基底面に達す

る。不整形な土坑状の掘り込みが連続していた。

三
―, 

→ご 2

遺物甕（3）は、寵燃焼部内から焚口部手前の床

面上に広い範囲に破片となって散在していた。その

他杯(1 • 2)などが出土しているが、いずれも埋没

土中からの出土である。同様に埋没土や掘り方埋土

中から古墳時代前期の土師器が多数出土している。

掲載した資料の他に土師器破片605点、弥生土器

破片19点が出土している。 （観P37) 

所見古墳時代後期の住居と考え られる。

8
号
住
居
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A' 

65D亨

゜
1: 60 2m 

第193図 c区9号住居(2)

゜
1:3 10cm 口

第194図 c区9号住居出土遺物(1)
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

゜
1:3 10cm 

第195図 c区9号住居出土遺物(2)

c区 13号住居（第196~199図、 PL48• 120) 

位置 65F• G-5 

重複 なし。

形状 東西を長軸とする隅丸長方形を呈する。規

模は長軸4.50m、短軸2.64mである。

面積 9.58対 方位 N-80°-E

床面 遺構確認面から43cm程掘り込んで床面とな

る。南東部分がやや低い。

埋没土 上 ・中層はAs-Cを含む暗灰黒色土で、床

面直上層はロームブロ ックを含む黄黒色土で埋ま っ

ていた。

鼈 東壁の北寄りに造られていた。右袖部は壁面

から73cm、左袖部は壁面から64cm残存していた。燃

焼部を住居内におき、ここから横幅をあまり狭める

ことなく、また、底面に段差もつけず、地山を掘削、

壁外に向かって長い煙道部が設けられている。断面

の観察所見から、袖部は地山を一部掘り残して芯と

したものに黒褐色土を貼っていることが認められる。

全長177cm、燃焼部幅36cm、焚口幅60cmである。

周溝・柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 南東部分に掘られていた。規模は長径63cm

短径54cmで床面からの深さは58cm程である。上端の

形状は楕円形を呈する。

遺 物 床面上からの出土は少量である。篭焚口部

前では右袖部先端で甕（6）が口縁部を南方向に向け、

横倒した状態で検出され、その下位に杯（1）が重な

っていた。甕（6)の北、焚口部からは甕(5 • 7)が

出土している。寵最奥部からは土製支脚（3）の破片

が出土しているが原位置とは考えられない。埋没土

中出土土器の中では須恵器高杯（4）の脚部破片が注

目される。

また、埋没土中からこもあみ石状の礫が多数出土

したが、床面から離れての出土である。

掲載した資料の他に土師器破片125点、弥生土器

破片4点、縄文土器破片 l点が出土している。

（観P37・38)

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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宮下c区 13号住居貯蔵穴
1.暗褐色土 焼土粒、炭化物をわずかに含む。

2.褐色土 ローム粒、焼土粒、 As-Cをわずかに含む。

3.褐色土 ローム粒、焼土粒を含む。

4.褐色土 ローム粒・プロックを多く含む。

1.ロームプロ ック

2.暗灰黒色土 As-Cを含む。

3.暗黄黒色土 As-Cを少黛含む。全体的にロームを混入。

4. 明黄黒色土 As-Cを少量含む。

5.灰黒色土 As-Cをわずかに含む。

6.黄黒色土 ロームプロックを含む。As-Cを含まない。

7.灰黒色土 ロームを少乱含む。

8.灰黒色土壁側にロームプロックを、下位に焼土粒を含む。

9.黄黒色土 ロームと黒色土の混土。掘り方埋没土。

゜
1 : 60 2m 

宮下c区 13号住居鼈
1.灰黒色土粘土粒を少屈含む。

2.暗灰黒色土 As-Cを少枇含む。下位にロームを混入。

3.暗灰黄色土焼土、 As-Cを少韮含む。

4.灰黄色土焼土粒を少仇含む。

5.暗灰黒色土 ロームを少最含む。住居埋没土。

6.灰青色土 粘土。焼土を少旦含む。天井部崩落土。

7.黄褐色土 全体に焼土を含む。天井部崩落土。

8.灰黒色土焼土、灰を含む。煙道部底部。

9.黒褐色土燃焼部は焼土粒を含む。ロームの混土。

゜
1: 30 lm 

L=102.40m 
第196図 c区13号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1: 3 10cm 

第199図 c区13号住居出土遺物（2)

c区 14号住居 全長165cm、燃焼部幅32cm、焚口幅69cmである。

（第200~205図、 PL49• 121 • 122) 柱穴調査時の所見から 1本掘られていた。柱穴

位置 54T-19• 20 

重複 1号溝と重複し、 1号溝により本遺構の西・

南壁面の一部が壊されていた。

形状東西を長軸とする隅丸長方形を呈する。規

模は長軸3.16m、短軸2.74mである。

面積 6.08吋 方位 N-75°-E

床面遺構確認面から42cm程掘り込んで床面とな

る。床面に凹凸が幾らかあった。

埋没土 As-Cを少量含む灰黒色土で埋まっていた。

鼈 東壁中央に造られていた。右袖部は壁面から

58cm、左袖部は壁面から60cm残存していた。袖部は

褐色土を構築材としたものであるが、検出時は既に

崩壊が進行していた。

煙道部は地山を掘り込み壁外に長く突出していた。

底面は約10cmの段差を有して燃焼部から煙道部へと

移行している。

184 

1は長径34cm短径26cm、深さ44cmである。

周溝・貯蔵穴 掘られていなかった。

床下床下精査によりピット状の落ち込みを検出

したが性格は不明である。

遺物埋没土中から土師器杯(9~11)、小型甕(16)、

壺(26）、甕（17• 19)をはじめ、完形あるいはほぽ完

形の土器が多数出土したが、床面直上から出土した

ものは皆無であった。

磨石(27• 28)、敲石（29)も埋没中からの出土であ

る。混入品の可能性が考えられるが、本住居出土資

料として掲載した。

掲載した資料の他に土師器破片510点、軟質陶器

破片 1点、陶磁器破片 l点、弥生土器破片5点が出

土した。 （観P38~40)

所見古墳時代後期の住居と考えられる。



第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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1.灰黒色土 As-Cを少量含む。

2.黒褐色土 ローム粒を少量含む。

3.暗褐色土 ロームを多く含む。

宮下c区 14号住居鼈
1.黒褐色土 As-Cを均質に含む。

2.暗褐色土 As-C、焼土粒、ローム小プロックを少贔含む。

3.暗褐色土焼土を多量に含む。

4.暗褐色土 数点の焼土プロックと少量のローム粒を含む。

5.暗褐色土 焼土粒、ローム粒を少址含む。

6.褐色土 焼土と粘土の混土。黒色土を少量含む。鼈袖部。

7.黒褐色土 炭、ローム粒を少量含む。

8.灰褐色土 焼土粒、ローム粒を少鼠含む。
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第200図 c区14号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第201図 C区14号住居出土遺物（ 1)
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第202図 C区14号住居出土遺物（ 2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第203図 C区14号住居出土遺物(3)
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第204図 c区14号住居出土遺物(4)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

29 

゜
l : 3 10cm 

第205図 C区14号住居出土遺物（5)

c区 18号住居（第206~209図PL50• 123) 

位置 65D• E-3 • 4 

重複 なし。北東の一部分が後世の撹乱により壊

されていた。

形 状南北を長軸とする方形を呈する。規模は長

軸6.60m、短軸6.32mである。

面積 33.57吋 方位 N-25°-W

床面 遺構確認面から41cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cとロームブロックを含む暗褐色土で

埋まっていた。

竃 北壁中央に造られていた。右袖部は壁面から

57cm、左袖部は壁面から47cm残存していた。その構

造は住居内に両袖部分の地山を掘り残し、燃焼部を

設けるもので、右袖部はその先端に甕を倒立、埋置

し、補強するものであった。

燃焼部から煙道部へは底面に大きな段差を有する

ことなく移行、地山を掘り込み、煙道部は壁外に長

く突出するものであった。全長208cm、燃焼部幅38

cm、焚口幅54cmである。

周 溝 撹乱により壊された部分を除き、全ての壁

面下に掘られていた。幅は17~44cm、深さは4~11 

cmである。

柱穴 柱穴3本とピット6本が検出された。柱穴

1は長径74cm短径57cm、深さ72cm。柱穴 2は長径

76cm短径59cm、深さ75cm。柱穴3は長径73cm短径

72cm、深さ81cmである。柱穴は4本が想定され、そ

のうち 1本は撹乱により壊されたと考えられる。ピ

ット 1は長径50cm短径45cm、深さ54cm。ピット 2は

長径48cm短径46cm、深さ39cm。ピット3は長径67

cm短径54cm、深さ54cm。ピット 4は長径60cm短径

56cm、深さ33cm。ピット5は長径35cm短径32cm、深

さ31cm。ピット 6は長径43cm短径41cm、深さ56cm

である。

貯蔵穴 確認できなかった。

遺 物 住居が埋没する過程で礫とともに多数の土

器が破片状態で土砂中に入り込んでおり、むしろ床

面上からの出土は少量であった。また、古墳時代前

期の土器の混入も多かった。

甕（9）は寵の補強材として右袖部先端に据えられ

ていた。寵燃焼部内から杯（2）が出土、焚口部の手

前40cmほどの床面上からは須恵器脚台付の広口壺

(10)が出土している。南西部分からは須恵器杯（3)

が床面から5cm離れて出土した。また、南東壁際か
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第 6節 古墳時代後期の遺構と遺物

ら砥石(11)が出土した。

掲載した資料の他に土師器破片1,229点、須恵器

破片16点、陶磁器破片2点、弥生土器破片15点、縄

文土器破片30点が出土した。

所 見

（観P41) 

古墳時代後期の住居と考えられる。
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L=102.30m 

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.黄褐色土

6. 暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

As-Cの混土。褐色土を多く含む。

As-Cの混土。黒色土を多く含む。

As-Cを少鼠含む。

微量のAs-Cとロームプロックを含む。

ロームを多最に含む。

焼土、炭化物を含む。

焼土、炭化物、灰を含む。

ローム粒 ・プロックを多最に含む。

第206図

宮下c区 18号住居鼈
1.暗褐色土 As-Cをわずかに、褐色土を斑状に含む。

2.暗褐色土 1層に比して黒色土（As-C混入）を多く含む。

3.暗褐色土 焼土粒、ローム粒をわずかに含む。

4.褐色土 焼土粒と炭化物を少量、ローム粒を多く含む。

5.褐色土 灰と焼土プロックを含む粘質土。

6.褐色土 ローム粒を多く含む。

7.褐色土 焼土（粘質土天井部）プロ ックを含む。

8.褐色土 焼土プロック、ロームプロックを含む。

9.茶褐色土燃焼部は焼土、炭を含む。

゜
1 : 60 2m 

c区18号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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L=102.30m 

口 ーピット2 一ーゾ―-ピット3 こピット4

宮下c区 18号住居柱穴1• 2 • 3 
1.暗褐色土 わずかの焼土粒・ローム粒を含む。

2.暗褐色土 ロームプロックを含む。

3.黄褐色土 ロームと暗褐色土の混土。

4.黄褐色土 ローム主体。

/

:

 
撹乱

lOCil cc》¥

宮下c区 18号住居 ピット1・2・3・4・5
1.黒色土 As-Cを含まない。

2.暗褐色土焼土粒を含む。

3.暗褐色土 ローム粒・ブロックを含む。

4.暗褐色土 ロームと暗褐色土の混土。

5.黄褐色土 ロームと暗褐色土の混土。

4層よりロームが多い。

6.黄褐色土 ロームと暗褐色土の混土。

ローム主体。

］＼ 

◎ 
/-—ァ

-◎ ¥ 

゜
1 : 60 2m 

第207図 C区18号住居(2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

＼＼ 

|-=--—— . 

-―――̀---

15 

゜
1:3 10cm 

第209図 C区18号住居出土遺物(2)

c区 38号住居（第210図、 PL50• 123) 燃焼部幅38cm、焚口幅60cmである。

位 置 55A-12 燃焼部の大部分は良く焼けて焼土化していた。右

重複 北西部分で40号住居（寵部分）と重複し、本 袖部の先端には扁平な礫を直立して据え置き、補強

遺構の一部が40号住居により掘り込まれていた。後

世の撹乱により本遺構の南東隅が壊されていた。

形状 南北を長軸とする方形を呈する。規模は長

軸3.10m、短軸2.96mである。

面積 7.40可 方位 N-60°-E

床面 遺構確認面から30cm程掘り込んで床面とな

る。床面には凹凸が幾らかあった。

埋没土 上層は上位ほどAs-Cを多く含む黒褐色土

で、床面直上層はロームブロックを多く含む暗褐色

士で埋まっていた。

鼈 東壁中央やや南寄りに造られていた。煙道部

は住居内に設けられた燃焼部から一段上がり、壁外

の地山を細長く水平に掘り込んでいた。全長157cm、

材としていた。袖部の構築材には焼上粒が混入して

おり、補修や造り直しがあったことが推定される。

周溝．柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 南東隅に掘られていた。規模は直径42cm、

床面からの深さ39cm程である。上端の形状は円形を

呈する。

遺 物 形状を知ることの可能な土器はほとんど出

土していない。甕（l）は寵周辺からの出土である。

掲載した資料の他に土師器破片 9点、須恵器破片

1点、弥生土器破片 3点が出士している。

（観P42) 

所見 古墳時代後期の住居である可能性が考えら

れられる。
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」 石

1.黒色～黒褐色土 As-Cを多く含む。

2.黒色土 As-Cを含み、特に上位に多く見られる。

3.黒褐色土 わずかなAs-Cと少量のロームプロックを含む。

4.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

5.褐色土 ロームブロックを含む。

6.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

7.暗褐色土 ローム粒・プロックを多く含む。

8.褐色土 少し濁ったローム。

宮下c区 38号住居饉
1.暗褐色土 少最のAs-C、ロームプロック、微量の焼土粒を含む。

2.黒褐色土 As-Cを少量含む。

3.暗褐色土 As-C、焼土粒、少量のロームプロックを含む。鼈崩落土か。

4.黒褐色土焼土粒、ローム粒を微屈に含む。

5.褐色土 6層よりやや濁ったローム。

6.褐色土 焼土粒を含む。鼈構築ローム崩落土。

7.暗褐色土 焼土プロックを含む。煙道部下位の埋没土か。

8.暗赤褐色土 焼土プロックを大量に含む。天井部崩落土。

9.暗赤褐色士 焼土プロックを含む。

10.褐色土 ロームが斑に混入。鼈構築崩落土。

11.暗褐色土 焼土粒が少量散る。ロームと暗褐色土の混土。

12.黒褐色土 焼土粒、ローム粒・小プロックを少量含む。

13.暗褐色土 焼土粒 ・プロック、ロームプロックを少最含む。鼈構築土。

14.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

15.暗褐色土 ロームプロックを少最含む。

16.撹乱

宮下c区 38号住居寵石
1.褐色土 ロームプロックを含む。濁ったローム。

宮下c区 38号住居貯蔵穴
1.暗褐色土 ロームプロックを少最混入。

2.暗褐色土 1層よりロームプロックが多い。

゜
1: 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第210図 c区38号住居・出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区
位

重

置

複

いる。

形 状

42号住居（第211•212図、 PL51•123)

54N • 0-8、540-9 

なし。後世の撹乱により北西隅が壊されて

遺構の東側が調査区域外のため全体の形状

は把握できなかったが、東西を長軸とする隅丸長方

形を呈すると推定される。確認した範囲での規模は

南北長2.63m、東西の残存長2.76mである。

鼈 本体部分は確認されなかったが、調査区境界

部分における土層観察から、袖部の先端や構築材の

崩落土や焼土の散布が確認された。境界間近に焚口

部が位置していたものと考えられる。

周溝．柱穴

貯蔵穴

確認範囲では掘られていなかった。

確認範囲での南東部分に掘られていた。規

面

床

積

面

計測不能 方 位 計測不可

遺構確認面から45cm程掘り込んで床面とな

る。確認範囲での床面はほとんど平坦で、南東部分

の一部が硬化していた。

模は長径64cm短径49cm、床面からの深さ44cm程であ

る。上端の形状は長方形を呈し、床面との段差が3

cm程あり、蓋をした痕跡と想定される。

遺 物 寵の右側貯蔵穴の上端にかかって台付甕（1)

が出土した。掲載した資料の他に上師器破片50点、

須恵器破片 5点が出土した。 （観P42) 

埋没土 As-Cとローム粒・ブロックを含む暗褐色

土及び黒褐色土で埋まっていた。
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口宮下c区 42号住居貯蔵穴
1.黒色土 As-C、ローム粒を少量含む。

2.黒褐色土 ローム粒・プロックを少量混入。

3.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

見 古墳時代後期の住居と考えられる。

1.表土撹乱。

2.暗褐色土 As-Cと少贔のローム粒が混人。

3.暗褐色土 ロームブロックを含む。

4.黒褐色土 As-Cと少量のローム粒・ブロックを含む。

5.暗褐色土 As-Cとわずかなローム粒・プロックを含

む。

As-C、ローム粒・プロックを含む。

As-Cと少量の焼土粒を含む。砂の混入。

7層よりAs-Cが少ない。ローム粒・プロ

ックを少量含む。

ローム粒を少量含む。

9層よりローム粒が多い。

焼土粒、ローム粒を均質に含む（以下19層

まで竃埋没土）。

12.赤褐色土 焼土粒・プロック主体。

13.暗赤褐色土焼士粒を多く含む。

14.黒褐色土焼土粒が少量混入。

15.暗褐色土 ローム粒が多い。

16.黒褐色土 焼土粒、ローム粒を混入。灰を含む。

17.暗褐色土 ローム粒を含む。粘質土（寵構築土）を混

入。

18.褐色土 やや淡い色の粘土質のロームを主とする。

19.暗褐色土 粘土質ローム、灰色粘土を含む。ローム

粒・プロックを含む。

ローム粒・プロックを含む。

23層に比べ粘土・粘土質のロームは含ま

ない。20層よりやや暗い。

22.褐色土 22層よりやや暗い。

23.褐色土 ローム主体。暗褐色土が少最混入。

24.明褐色土 地山ロームとほぼ同様。

6.暗褐色土

7.黒褐色土

8.黒褐色土

9.黒褐色土

10.暗褐色土

11.暗褐色土

20.暗褐色土

21.暗褐色土

゜
1: 60 2m 

第211図 c区42号住居
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゜
1:3 10cm 

第212図 c区42号住居出土遺物

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

c区 44号住居（第213~215図、 PL51• 123) 

位置 54P• Q-7 • 8 

重複なし。後世の撹乱により東・西・北の各壁

面の一部が壊されている。

形状東西を長軸とする方形を呈する。規模は長

軸4.10m、短軸3.87mである。

面積 13.03対 方位 N-46°-E

床面遺構確認面から53cm程掘り込んで床面とな

る。床面には凹凸が幾らかあった。

埋没土 上層はAs-Cを含む黒褐色土で、床面直上

層は多くのローム粒・小ブロックを含む暗褐色土で

埋まっていた。

竃 東壁中央南寄りに造られていた。燃焼部・煙

道部とも地山を掘り込み壁外に構築していた。燃焼

部と煙道部の底面に段差を有しない構造である。全
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ー

貯
蔵
穴
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□ L=100.60m (A•B) 

第213図 c区44号住居（1)

吋

吋

宮下c区 44号住居貯蔵穴
1.黒色土 暗褐色土を少絋含む。

2.暗褐色土 黒色土を少量含む。

3.褐色土 ローム粒を少最含む。

1.黒褐色土 As-Cを少量含む。

2.黒褐色土 1層に近い。As-Cを多く含む。

3.暗褐色土 多くのローム粒・小ブロック

を含む。

4.黒褐色土 ローム粒・小プロックをわず

かに含む。

5.褐色土 ローム粒・ブロックを主体。

6.黒褐色土 As-Cを含む。

7.黒褐色土 8層に近い。黒色味やや強い。

8.暗褐色土 ローム粒・ブロックを含む。

9.褐色土 ローム主体。黒褐色土を混入。

゜
1 : 60 2m 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

長99cm、燃焼部幅17.5cm、焚口幅34cmである。燃焼

部下面に灰層が堆積していた。掘り方面を精査した

際左右袖部に袖石を据えていたと想定される小穴を

確認した。土層の観察から袖石を据えた後ロームを

主体とした褐色土を貼り、壁面を整えていたことが

理解できた。埋没土中に天井部や袖部を構成してい

た土粒が含入していないことから住居廃棄時に先立

ち、寵の破壊 ・整理を行ったものと推定される。

周溝・柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 南壁際南東隅からやや中央寄りに掘られて

いた。規模は長径92cm短径47cm、床面からの深さ50

叫

D
 

D' 

cm程である。上端の形状は不定形を呈する。

遺物 貯蔵穴の西側、床面上から甕（4）が潰れて出

土した。また、北東部分からは甕（5）が床面からわず

かに離れて出土した。

床面上から長軸20cmほどの礫が複数個出土してい

るが、特に一箇所に集中する傾向は認められなかっ

た。

掲載した資料の他に土師器破片255点、弥生土器

破片 2点が出土した。（観P42) 

所見 古墳時代後期の住居であると考えられる。

叫

叫

E
 

E' 

宮下c区 44号住居竃
1.暗褐色土 少量のローム粒とわずかな焼土粒を含む。

2.赤褐色土焼土粒を多く含む。

3.黙褐色土 多くの黒色土とローム粒・小プロックを含む。

4.赤褐色土 多くの焼土粒 ・プロックを含む。

5. 暗褐色土 多くのローム粒・小プロックとわずかな焼土粒を含む。

6.黒褐色土 3層に近いが、 3層より多くの黒色土を含む。

7.赤褐色土 多くの焼土粒 ・小プロックを含む。

8.黒褐色土 ローム粒、焼土粒を少最含む。灰だまりか。

9.黒褐色土 8層に近い。焼土粒なし。

10. 褐色土 12層に近い。やや黒色味強い。

11. 褐色土 12層に近い。特に黒色味強い部分。

12. 褐色土 ローム主体。黒褐色土を少量混入。寵構築土。

L=100.60m 

゜
1: 30 lm 

第214図 c区44号住居(2)
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l : 3 10cm 

第215図 C区44号住居出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区 55号住居 （第216~220図、 PL52• 124) 

位 置 55C• D-17~19 

重複 なし。後世の撹乱により本遺構の主要部分

を壊されていた。

形状 後世の撹乱により壊されている部分がある

が、南北を長軸とする長方形を呈すると推定される。

規模は長軸6.14m、短軸5.28mである。

面積 (28.90)対 方位 N-20°-W

床面 遺構確認面から42cm程掘り込んで床面とな

る。床面には凹凸が多少あった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。

竃 寵2基が設けられていた。2基とも撹乱によ

り一部が壊されていた。

寵1は北壁中央やや西寄りに設けられていた。燃

焼部を住居壁内に設け、地山を掘削し、煙道部が水

平に屋外に延びる構造を成していた。袖部は基底の

痕跡が認められただけであった。規模は全長213cm、

燃焼部幅62cm、焚口幅52cmである。
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宮下c区55号住居貯蔵穴1• 2 
1.黒褐色土 As-Cと考えられる軽石を少量混入。

l＇．黒色土 1層より黒色味強い。1層と同様の軽石を含む。

2.暗褐色土 ロームプロックを混入。

第216図 C区55号住居(1)

200 



寵2は寵 1の東側、北壁中央やや東寄りに設けら

れ、こちらもその大半が削平されていた。構造は寵

1と同様と考えられ、壁外に延びる長い煙道部の一

部が検出された。全長182cm、燃焼部幅60cmであり、

燃焼部下面及び地山が焼土化していた。新旧関係で

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

は寵 1が寵2より新しい。

周溝確認した範囲で北東壁面を除き、壁面下で

ほぼ全体に掘られていた。幅は13~30cmで深さが3

~8cmである。
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1.黒褐色土 As-Cを含む。

2.黒褐色土 1層よりAs-Cが少ない。

3.暗褐色土 As-Cをわずかに混入。

4.暗褐色土 しまりよし。

5.暗褐色土 ロームプロ ックを多く含む。

6.貯蔵穴1埋没土

7.黒色土 焼土粒を少量含む。寵2の灰

混じりか。

8.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

9.暗褐色土 8層と比較してロームプロ

ックがやや少なくなる。

宮下c区 55号住居寵 1
1.暗褐色土 灰と少量の焼土粒、ローム

プロックを含む。

2.暗褐色土 ロームプロ ックを多く含む。

宮下c区 55号住居鼈2
1.暗褐色土 少量の焼土、ロームプロッ

クと岩片を含む。

2.暗褐色土 1層よりロームブロックは

少ない。焼土を部分的に含

む(2層下部及び下面の地

山がよく焼けている）。

3.褐色土 ローム主体。

4.黄褐色土 ロームプロック。

5.褐色土 ロームプロックを含む。

6.黄褐色土
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第217図 c区55号住居（ 2)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

柱 穴 4本掘られていた。柱穴 lは長径63cm短径

56cm、深さ37cm。柱穴2は長径43cm短径40cm、深さ

47cm。柱穴3は長径60cm短径53cm、深さ63cm。柱穴

4は長径50cm短径38cm、深さ58cmである。各柱穴と

も底面は硬くしまっていた。柱穴 1• 3 • 4は浅い

掘り込みが重複しており、柱の補助あるいは抜き取

りなどにかかわったものである可能性がある。

貯蔵穴 北東部分に 3基が掘られていた。

貯蔵穴 lは北壁際やや東寄りに掘られ、規模は長

径80cm短径77cmで床面からの深さは40cm程である。

上端の形状はほぽ円形を呈する。

貯蔵穴2は東壁際北寄りに掘られ、規模は長径82

cm短径68cmで床面からの深さは25cm程である。上端

の形状は楕円形を呈する。

貯蔵穴3は床下精査時に検出された。検出時の規

模は長径63cm短径56cm、深さ68cmである。

3基の貯蔵穴の存在は寵の移動に伴うものと考え

られ、新旧は 3→ 2→ 1の順で新しくなる。貯蔵穴

3が寵2に伴うものと考えられる。

遺物 床面上から出土した土器で形状を保ってい

たものは少量であった。寵 lの燃焼部から出土した

甕(15)は貯蔵穴2周辺出土の破片と接合した。短頸

壺（7）は貯蔵穴2周辺の出土、短頸壺（8）はその西側、

柱穴 1周辺の出土である。甕(14)は北東隅・北西壁

際出土の破片が接合したものである。貯蔵穴 lから

は甕（17)が出土している。柱穴 1の埋没土からは甑

(19)が発見された。また、東壁際中央から紡錘車(21)

が出土している。掲載した資料の他に土師器破片71

6点、須恵器破片45点、軟質陶器破片21点、陶磁器

破片10点、瓦1点、弥生土器破片16点が出土してい

る。

（観P43~45)

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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第218図 c区55号住居出土遺物（ 1)
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第220図 C区55号住居出土遺物（ 3)
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c区 62号住居（第221 • 222図、PL51 • 124) 

位 置 55D-11・12

重複 なし。後世の撹乱により本遺構の北西部分

が壊されていた。

形状 後世の撹乱により壊されている部分がある

が、南北を長軸とする隅丸方形を呈する。規模は長

軸3.46m、短軸3.20mである。

面 積 (8.91)対 方位 N-19°-W

床面 遺構確認面から54cm程掘り込んで床面とな

る。床面南東部分が低かった。ここには床下土坑状

の掘り込みが検出された。

埋没土 床面直上層は少量の白色軽石粒と多くのロ

D D' 

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

ーム粒 ・ブロックを含む黄褐色土で埋まっていた。

竃 北壁ほぼ中央に造られていた。燃焼部は地山

を掘り込んで壁外に設けられている。約90cmで立ち

上がり、段をなして煙道部へと移行している。全長

123cm、燃焼部幅86cm、焚口幅46.5cmである。

周溝・柱穴・ 貯蔵穴 掘られていなかった。

遺 物 形状を知るに得る資料の出土は少量であっ

た。杯(1)が破片状態で寵焚口部前から出土してい

る。

掲載した資料の他に土師器破片34点、軟質陶器破

片l点、陶磁器破片3点、弥生土器破片2点が出土

している。 （観P45) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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L=101.50m 

1.黒褐色土 白色軽石を多く含む。

2.暗褐色土 少鼠の白色軽石と多くのローム粒・小プロックを含む。

3.黒褐色土 焼土粒と少量のロームプロックを含む。

4.褐色土 黒色土、暗色土、ロームプロックの混土。

吋

宮下c区 62号住居鼈
1.黒色土軽石を全体に含む。

2.黄褐色土 ローム主体。軽石を少最含む。

3.黒褐色土焼土を少量含む。

4. 黒褐色土焼土、ローム粒を含む。

5.黒褐色土 焼土粒と少贔のローム小プロックを含む。

6.黄褐色土 ローム粒主体。黒色土を含む。

7. 黄褐色土 ローム粒を含む。

8.黒褐色土 焼土粒、炭化物を少量含む。

゜
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第221図 C区62号住居（1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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第222図 C区62号住居（ 2)・出土遺物

＼ 吋

叫

4」 ＼＼ ＼ 
ヽ

D 

贔

◎ 
゜じ
ノ

｀ 
g:l 

A A' 
4 

゜
1 : 3 10cm 

1.褐色土 多くのローム粒とわずか

な焼土粒を含む。

2.黒褐色土 多くの白色軽石とわず

かな焼土粒、ローム粒

を含む。

3.黒褐色土 2層に比して軽石の最

は少ない。

4.黒褐色土 3層に焼土プロックを

含む。

5.黒褐色土 3層にロームプロック

を含む。

6.褐色土 ローム粒を多く含む。

7.黄褐色土 ローム主体。黒色土を

少量含む。

゜
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L=101.40m 

第223図 c区65号住居（ 1)

206 



c区 65号住居

（第223~227図、 PL51• 124 • 125) 

位 置 55F-10、55G-10• 11 

重複 東側部分（寵部分）で64号住居と重複し、本

遺構が64号住居により掘 り込まれていた。

形状 遺構の南側が調査区域外に及んだため全体

の形状は確認できないが、東西を長軸とする隅丸長

方形を呈すると推定される。確認した範囲での規模

は東西長4.69m、南北長4.28mである。

面積 （17.90)対 方位 N-79°-E

床面 遺構確認面から58cm程掘り込んで床面とな

る。床面の南東部分は緩やかに下がり、中央付近に

比べ8cm程低くなっていた。

埋没土 白色軽石粒とロームブロックを含む黒褐色

士で埋まっていた。

鼈 東壁中央やや南寄りに造られていた。全長96

cm、燃焼部幅45cm、焚口幅52cmである。燃焼部奥の

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

壁面は焼土化し、底面に灰層が広がっていた。

周 溝 東西南北の壁面下の一部に掘られていた。

全面に掘られていたと考えられる。

ピット 1本掘られていた。規模は長径34cm短径33

cm、床面からの深さ30cm程である。

貯蔵穴 南東部分に堀られていた。規模は長径65cm

短径59cm、床面からの深さ50cm程である。上端の形

状は不定形を呈する。

遺物 杯（2）は北西の浅い皿状の掘り込みと重複

する地点で床面から 3cm離れた高さから出土した。

土製支脚（7）は左袖部手前に転がり出ていた。杯（3)

は床面下精査時に東壁際から出上した。

掲載した資料の他に土師器破片110点、須恵器破

片11点、軟質陶器破片 l点、弥生土器破片 1点を出

上した。 （観P45) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

吋 吋 ＼ 

1.暗褐色土 多くの白色軽石とわずかな焼土粒を含む。

2.暗褐色土 1層に近似。白色軽石、焼土粒が少ない。

3.暗褐色土 砂層でローム粒、焼土粒を微景含む。

4.暗褐色土 粘質土プロックに焼土粒をわずかに含む。

5.暗褐色土 灰色粘質土を多量に含む（天井部崩落土）。

6.暗褐色土 粘質土にローム粒、焼土粒を含む。

7.褐色土 多くのローム粒と焼土を含む。

8.褐色土 ローム、焼土を多量に含む。

9.灰色土灰層。焼土粒を含む。

10.褐色土焼土を多量に含む。

11.黄褐色土 ローム粒を少量含む。

12.黄色土 地山ローム。表面は焼土化。

13.灰色土 多くの灰と少最の焼土を含む。

14.暗黄褐色土 ローム粒と少拭の焼土粒を含む。

° 一 15.褐色土焼土粒を多伍に含む。

(~ ¥。¥)¥ 
吋 吋

E E' 

ク、｀ I` 
叶

1112 10 

＼ ＼ ＇ 

F F' 

＼ 

゜
1: 30 lm 叶

第225図 c区65号住居（ 3)

― _―  

・,  
―――-

—-—• ← 

｀へ 1 - f t 2 ",.,- / 3 

--

―-
<... 4 

゜
1:3 10cm 

第226図 C区65号住居出土遺物(1)

208 



第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第227図 c区65号住居出土遺物(2)

A区 6号住居（第228~230図、PL53• 124) 調査時焚口部に横倒しの状態で発見された甕(11)

位 置 44Q• R-1 

重複 重複する遺構はないが、床面の中央部分に

調査用排水坑の設定が重なったためこの部分は未調

査である。

形状 長軸を東西方向に有する長方形である。東

側の南・北両隅はやや丸味を帯びている。規模は長

軸3.59m、短軸2.40mを測る。

面積 7.79m' 方位 N-94°-E 

埋没土 北壁際に黒褐色土が三角堆積していた他は

暗褐色土が堆積していた。

床面 遺構確認面から36cm程掘り込んで床面とな

る。床面は東側寄りが高く、西側寄りがやや低かっ

た。東側は全体が硬く踏みしめられていた。

竃 東壁のほぼ中央に造られていた。規模全長177

cm、焚口部幅49cm、燃焼部幅45cm、煙道部長99cm、

煙道部幅20~34cmを測る。

燃焼部は住居内に設置され、一部東壁を掘り込ん

で立ち上がっていた。

左右の袖部は一部を地山に掘り残して基礎とし、

これに粘質土を貼りつけていた。両袖部の先端には

長さ40cmほどの扁平な礫を据え、焚口部を形成して

は二つの礫の上に鳥居状にわたされ、焚口部天井を

補強していたものと考えられる。

煙道部は燃焼部底面から段差を持って壁外に大き

＜延びている。寵の軸線は住居の主軸とやや異なり、

北方向に振れている。

周溝．柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

床下 床面下5~10cm程に据り方基底面があった。

土坑状・ピット状の掘り込みは検出されなかった。

遺 物 寵内及びその両脇から多数の土器が出土し

た。

寵燃焼部の上層から甕（9）が横倒しの状態で出土

している。寵左袖部前の床面からやや離れた高さか

らは杯（1)、甕（8）が出土した。

右袖部外側、南東隅の床面上からは甕(10)の上位

が倒立状態でこれに近接し甕（6)、杯（4）が出土して

いる。

掲載した資料の他に土師器破片58点、須恵器破片

1点が出土した。（観P46) 

所見 古墳時代後期の住居である。

いた。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査
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1.暗褐色土 白色軽石を多く含む。

2.暗褐色土 1層に類似するが、白色軽石を含む割合が少ない。

3.黒褐色土 しまり、粘性あり。

4.黒褐色士 しまりあり。
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宮下A区 6号住居寵

1.にぶい褐色土 焼土とローム粒を含む。

2.灰色土粘性をおびた灰。

3.褐色土焼土を多量に含む。

4.褐色土焼土を少最含む。

5.褐色土焼土を少籠含む。

6.黒褐色土焼土を少麓含む。

7.黒褐色土

8.暗褐色土焼土粒を多鼠に含む。

9.橙色土焼士を多量に含む。

10.暗褐色土 しまりあり。
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第229図 A区6号住居出土遺物（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

゜
1:3 10cm 

第230図 A区6号住居出土遺物(2)

B区 12号住居（第231 • 232図、 PL54)

位置 45A• B-16、45B-17 

重複 10号住居、 2号溝より先出である。

形状寵とその周辺東壁の一部を検出したに止ま

った。残存長は東西方向で4.60m、南北方向で1.14

mを測った。

面積計測不能 方位 N-65°-E

床面遺構確認面から20cm程掘り込まれて床面と

なる。

竃 東壁に造られていた。燃焼部は住居内の床面

上から住居の壁面を一部掘り込んでいた。全長約80

cm、最大幅105cmを測った。

袖部の存在は確認できなかった。埋没土中には天

井部の一部であったと考えられる黄褐色ローム土や

焼土が多数含まれていた。

周溝・柱穴・貯蔵穴 確認できなかった。

遺物検出範囲が狭く、床面直上からの遺物の出

土はなかった。掲載した杯（1)も埋没土中出土の破片

である。

掲載した資料の他に土師器破片17点、須恵器破片

1点が出土した。 （観P47)

所見古墳時代後期の住居である。

ミ
0 1:3 10cm 

第231図 B区12号住居出土遺物
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

蕊",'¥x 
1.暗褐色土 白色軽石、黄褐色ローム粒を少量

＼ 
含む。

2.暗褐色土焼土を含む。

一心／ 叫［ 3.暗褐色土 1層より黒色味が強い。焼土プロ

ックを含む。白色軽石、黄褐色ロ

ーム粒を少黛含む。

4.黒褐色土 焼土粒、黄褐色ロームを含む。

［ 口］］へ 量
5.黒褐色土 焼土粒を少量含む。黄褐色ローム

を多く含む。

6.暗褐色土 焼土をプロック状に含む。

7.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

8.黄褐色土 白色軽石、黄褐色ローム粒を含む。

土＿ 8 325 △ 

シ
゜

1: 60 2m 
L=98.80m 

第232図 B区12号住居
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ロコ冒

吋
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゜

臼

忍
芦ヽ m 吋

A A' 

言
L=102.30m 

宮下c区 7号住居寵
1.暗褐色土 ローム粒、焼土粒を少量含む。

2.明黄褐色土 ローム主体に暗褐色土を混入。

3.暗褐色土 ローム粒・小ブロックと少量の焼土粒を含む。

4.暗褐色土 ローム粒を含むが、 3層よりも少ない。

5.黄色土 ローム主体、暗褐色土を少最含む。

1.暗褐色土 焼土プロック、ロームプロックを少量、 As-

Cを多量に含む。

2.暗褐色土 焼土粒・プロック、粘質土プロックを多量

に、ローム小プロックとAs-Cを含む。

3.暗褐色土 ローム粒・小プロック、 As-Cを少量含む。

4.暗褐色士 ローム粒を多量に含む。

5.暗褐色土 3層よりAs-C少なく、ローム粒を含む。

6.黄褐色土 地山ロームを多く含む。

7.暗褐色土 ローム粒、 As-Cを微量に、粘質土を含む。

8. 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

9.暗褐色上 ローム粒、少量のローム小プロックを含む。

10.暗褐色土 ローム粒を少址含む。

11.暗褐色土 ローム主体。黒褐色土をわずかに含む。

12.暗褐色土 プロック状に混入する。

゜
1: 60 2m 

第233図 c区7号住居（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

c区 7号住居 （第233~235図、 PL54• 126) 

位 置 65C-7 • 8、65D-8 

重複 6号住居と重複し、本遺構が6号住居を掘

り込んでいる。

形状 長軸を東西にする隅丸方形を呈する。規模

は長軸3.94m、短軸3.72mである。

面積 10.31吋 方位 N-53°-E

床面 遺構確認面から46cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上 ・中層は焼土粒・ブロックを含むAs-C

混土。 As-Cの含有量は下位に行くほど少なくなる。

竃 南東隅に造られていた。燃焼部・焚口部を住

居内に設け、ここから地山を掘り込んで壁外に煙道

部が延びる構造であった。調査の際、使用面を掘り

すぎたため、右側の検出状況が悪い。

周溝．柱穴・貯蔵穴 掘られていなかった。

床下 寵焚口部前の広範囲、床面全体の約1/4ほ

どが約10cm程掘り込まれていた。他にも小ピットを

4本検出した。

遺 物 土師器杯(1.3~ 5)は埋没土中からの出

土である。甕（8）は寵燃焼部内から焚口部手前の床

面上に破片となって散在していた。杯（2)は南側、

床面から4cm離れての出土である。また小型壺？ （7) 

は東側、掘り方基底面に接しての出土である。また、

埋没土中から砥石（9）が出土した。

掲載資料の他土師器破片374点、須恵器破片5点、

軟質陶器破片6点、陶磁器破片 1点、弥生土器破片

10点が出土している。（観P47) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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第234図 c区7号住居(2)
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第235図 c区7号住居出土遺物

c区 23号住居
（第236~239図、 PL54• 55 • 126) 

位置 55A• B-19 • 20 

重複 1号溝と重複し、本遺構が1号溝により掘

り込まれていた。北東部分で24号住居と重複してい

る。

形状南北を長軸とする隅丸長方形を呈する。規

模は長軸3.90m、短軸3.52mである。

面積 10.97吋 方位 N-103°-E 

床面遺構確認面から56cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土多くの軽石を含む灰黒色土で埋まっていた。

竃 東壁やや南寄りに造られていた。右袖部は壁

面から42cm、左袖部は壁面から56cm残存していた。

焚口部は住居内にあり、幅広の燃焼部は奥壁の立ち

上がりが地山を斜めに掘り込み、煙道部へと移行す

る断面形状をとっている。袖部は粘土質の灰褐色土

を用いて造り付けられていたが、左右とも崩壊が著

しく、やせていた。左右の基部には壁面の補強のた

め、高さ30cm前後の扁平な礫を垂直に据えていた。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

燃焼部底面には灰層が堆積していた。掘り方基底面

は、この最終使用面より 20cmほど下位に設けられ、

この間の土層中には炭化物・灰が多量に含まれてい

た。全長103cm、燃焼部幅53cm、焚口幅78cmである。

周溝・柱穴・貯蔵穴 掘られていなかった。

遺 物 床面直上から出土した完形・半完形の土器

D D' ， 

ー

A
 

はない。寵燃焼部周辺から杯（ 1• 3)、甕（ 6 • 7) 

が出土したがいずれも完形ではない。北東部分の床

面直上からは砥石(8)が出土している。

掲載した資料の他に土師器破片464点、須恵器破

片9点、弥生土器破片4点、縄文土器破片 5点が出

土している。 （観P47• 48) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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L=102.00m 

1. 黒色土 軽石を含む。 1号溝底部と接する。

2. 灰黒色士 軽石を多く含む。

3. 黒褐色土 微最の軽石とローム粒を含む。

4. 暗褐色土 軽石を含む黒褐色土とロームの混土。

5. 暗褐色土 4層に灰色粘土（竃袖部構築材と同じ）の混土。

宮下c区 23号住居寵
1. 灰黒色土 1号溝下位の埋没土との混土。

2. 灰褐色土軽石、粘土を少最含む。

3. 灰褐色土焼土粒を少量含む。

4. 褐色土 軽石を少量含む。住居埋没土。

5. 赤色土 焼土プロック。天井残存部か。

6. 褐色土 焼土粒・プロックを多量に含む。天井部崩落土。

7.暗灰色土 寵内貼付粘土崩落土。

8.灰色土灰層。焼土粒、炭化物粒を少最含む。

9.灰褐色土粘土質。鼈袖部。袖石を含む。

10.暗褐色土 ローム粒を多く、灰、焼土を少餓含む。

11.暗褐色土 軽石を含む住居埋没土にローム粒を混入。

12.暗褐色土 軽石、焼土プロックを含む。

13.暗褐色土 ロームプロック、灰色粘土、粘土粒、炭化物を含む。

14.褐色土 ロームプロックを多く含む。

15.褐色土 炭化物、焼土粒を少最に、ロームを多最に含む。

16.黒褐色土 炭化物、灰を多量に、焼土粒をわずかに含む。

17.黄褐色土 ロームと黒色土の混土。

゜
1: 60 2m 

第236図 c区23号住居（1)
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物
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第238図 c区23号住居出土遺物(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

゜
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1.褐色土 表土及び撹乱土層。

2.黒色土 As-Cを多く含む。

3.黄褐色土 ローム粒・プロック主体。

4.暗褐色土 多くのローム粒と少最のロームプロックを含む。

5.暗褐色土 3層よりロームプロックが多い。

6.暗褐色土 4層よりロームプロックが多い。

7.黒褐色土 少量のローム粒と焼土粒を含む。

8.黒褐色土 7層に近いが焼土粒を含まない。

9.褐色土 多くのローム粒・プロックを含む。

第240図

10.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

11.暗褐色土 ローム粒・プロックを含む。

12.暗褐色土 As-Cをわずかに含む。

13.暗褐色土 ロームプロックを含む。

14.暗褐色土 12層よりロームが多い。

15.黒褐色土 ロームプロックを含む。

16.暗褐色土やや赤色味あり。

17.褐色土 やや濁ったローム。

c区41号住居

゜
1: 60 2m 
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c区 41号住居（第240• 241図、PL55• 126) 

位置 55P-11・12

重複 なし。後世の撹乱により本遺構が部分的に

壊されており、北西隅は削平されていた。

形状 遺構の東側が調査区域外のため全体の形状

は不明である。確認した範囲での規模は南北長4.60

m、東西の残存長3.13mである。

面 積計測不能 方位 計測不可

床面 遺構確認面から39cm程掘り込んで床面とな

る。確認範囲での床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上層ではAs-Cを含む黒色土で、床面直上

層はロームを含む暗褐色土で埋まっていた。

第 6節 古墳時代後期の遺構と遺物

鼈・貯蔵穴 焼土を／含め、確認できなかった。

周 溝 確認した範囲では掘られていなかった。

柱 穴 2本掘られていた。柱穴 1は長径33cm短径

27cm、深さ46cm。柱穴2は長径31cm短径26cm、深さ

54cmである。

遺 物 土師器杯・甕を出土したが、 3分の 1残存

の杯(4)が中央、床面直上から出土した他はいずれも

床面から10cm程離れた埋没土中からの出土である。

掲載した資料の他に土師器破片79点、須恵器破片

12点、軟質陶器破片6点、陶磁器破片14点、縄文土

器破片 l点が出土している。 （観P48 • 49) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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第241図 c区41号住居出土遺物

c区 63号住居（第242• 243図、 PL55• 127) 

位置 54D • E-9 

重複 なし。撹乱により寵周辺を除いた本遺構の

大半が壊されていた。

形状 遺構の南側が調査区域外のため、ま た後世

の撹乱により遺構の大半が壊されているため、全体

の形状は不明である。

面積 計測不能 方位 計測不可

床面 調査区の南壁面で壁高を確認した。遺構確

認面から27cm程掘り込んで床面となる。確認した範

囲で床面はほとんど平坦であった。

埋没土 As-Cとローム粒・ブロックを含む黒色土

で埋まっていた。

竃 東壁の一部に造られていた。後世の撹乱によ

り寵の主要部分が壊されていた。

周溝・柱穴 確認できなかった。

貯蔵穴 東壁際の一部に掘られていた。規模は長径

83cm短径80cm、床面からの深さ22.5cm程である。
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

上端の形状は不定形を呈する。

遺物 寵内から杯（2)、甕（3）の破片が出土した。

掲載した資料の他に土師器破片81点、須恵器破片6

点、軟質陶器破片11点、陶磁器破片 3点、弥生土器

破片 1点が出土した。 （観P49) 

所見 古墳時代後期の住居と考えられる。
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宮下c区 63号住居寵
1.黄褐色土 ロームの天井部。

2.褐色土 天井部崩落ロームに焼土、黒色土を混入。

3.褐色土 2層に比して焼土粒が多く、灰を含む。

4.暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む。

5.暗褐色土 4層に比して焼土粒は少ない。

6.褐色土 焼土プロックを多く含む。

7.黄褐色土 地山ロームを多く含む。

8.褐色土 焼土プロ ック、ロームプロックと少量の灰を含む。

9.褐色土 焼土粒を少量に、灰を多最に含む。

10.黒褐色土 ローム粒を多く含む。
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c区 71号住居（第244• 245図、 PL56• 127) 

位置 551• J-12 

重複 東側で72号住居と重複し、本遺構が72号住

居により掘り込まれていた。

形状 他遺構と重複する部分があるが、南北を長

軸とする長方形を呈する。規模は長軸4.12m、短軸

羨5J‘l3
＼ 

72号住居

第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

3.58mである。

面積 （12.63)対 方位 N-70°-E

床面 遺構確認面から38cm程掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦であった。

埋没土 上層はAs-Cとローム粒を含む灰褐色土で、

床面直上層はローム粒を含む黒褐色土で埋まってい
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宮下c区 71号住居鼈
1.黒褐色土 微量の焼土粒、炭化物、粘土粒を含む。

A' 2.黒褐色土 ローム主体。焼土を少量含む。
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1.灰褐色土 As-Cを含む。

2.灰褐色土 多くのAs-Cとローム粒を含む。

3.黒色土 As-Cを多量に含む。

4.黒褐色土 ローム粒を含む。

5.黄褐色土 ローム主体で黒色土を含む。

沢51-13
＼ 

貯蔵穴

A' 

゜
1: 60 2m 

第244図 C区71号住居
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

。

鼈

た

東壁中央やや南寄りに造られていた。72号住

居との重複により、燃焼部下位がわずかに残存して

いただけである。

周

柱

溝

穴

掘られていなかった。

2本掘られていた。柱穴 lは長径32cm短径

31cm、深さ18cm。柱穴2は長径42cm短径38cm、深さ

15cmである。

貯蔵穴 東側中央やや北寄りに掘られていた。規模

は長径95cm短径92cm、床面からの深さ30cm程である。

上端の形状はほぼ円形を呈する。

土 坑 北西隅で土坑l基検出した。長径83cm短径

75cm、深さ19cmである。

床

遺

所

下

物

見

床面精査の結果、南東隅、南西隅で土坑状

の掘り込みを検出した。南西隅のものを土坑2とし

て報告する。

床面直上からの出土は少量であった。中央

部分から甕（6)と須恵器甕（7）が出土しているが、い

ずれも破片である。

掲載した資料の他に土師器破片125点、須恵器破

片4点、弥生土器破片4点が出土した。 （観P49) 

古墳時代後期の住居と考えられる。

こ

ご

ロニ／］

＼
 

/; 5 

I I 6 

8
 

ぐ

：
．
’
~
•
~
\

.
,
;

`
9
：
●
~

ヽ
~
々
5

へ
＾
ぶb
`
m
;

羹
3

jJ
i
 

~

心
8
.
.

L

・
~

~. 

t
 

゜
1 : 3 10cm 口

第245図 c区71号住居出土遺物
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第6節 古墳時代後期の遺構と遺物

3 溝

A区 23号溝（第246図、 PL56• 127) 

位 置 440-17~54N-l 

重複 18号～20号・ 22号溝と重複、いずれの溝よ

り先出である。

形状 北端は54N-1グリ ッドで撹乱を受けてい

た。ここから約18.07mはN-7°-Wの方向にほぽ

直線的な軌跡を描く 。44N-18グリ ッドで大きく

屈曲、走向をN-53°-Eとし、 440-17グリッド

で現道下に延びている。B区では検出されていない。

断面形はやや上端に向けて外傾する壁面を有してい

るが、基本的には箱形に近い形状であったと考えら

れる。長さは延べで27.08mを検出した。規模は上

幅が1.08~1.52m、下幅が0.68~1.14mである。深

さは0.19~0.29mを測った。

方位 N-7°-W、N-53°-E

埋没土 上層にAs-Cを含む黒色土が下層に暗褐色

土が堆積している。流水の痕跡は認められない。

遺 物 440-17グリ ッド内の埋没土中から土師器

杯（1）が出土している。この他に土師器破片10点、須

恵器破片 1点が出土した。 （観P50) 

所見 埋没土中にAs-Cが多数混入する状態が他

の溝と様相を異にすること、杯(1)が出土しているこ

とを考え合わせると、本遺構は古墳時代後期の溝で

あることが考えられる。性格は不明である。

A . A' 
- 2 2― 

ーミニニニ］

|
|
¥
―
 

54M斗

22号溝

44M―吐

B
 

B' 

二
1.黒色土 As-Cの混入が目だっ。黒色味強い。

1’．黒褐色土 1 • 2層の混土層。

2.暗褐色土 地山の土粒（ロームとの漸移層）に近い土層。やや軟質。

三
゜

1:150 5m 

゜
1: 3 10cm 

第246図 A区23号溝・出土遺物
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

4 土坑

c区 3号土坑（第247図）
位置 65D-1 • 2 

重複 1号・ 2号溝、 19号・ 20号住居と重複する。

調査時の所見では19号住居より新しく、 20号住居よ

り古いと考えられている。

形状 平面形は不整形である。西側は長方形を碁

本としているようにも見えるが、東側は弧状を呈す

る。規模は長軸1.93m短軸0.93m、深さ0.90mを測

る。

方位 N-74°-E

埋没土 上層に暗褐色土、中 ・下層に褐色土が20~

30cmの厚さで堆積する。

所見 調査時の所見に従えば弥生時代中期後半か

5 遺構外出土遺物 （第248図、 PL127) 

ここでは、竪穴住居出土資料の中には認められな

かった遺構外出土の資料を中心に報告する。

大型の杯(2)と広口壺（3）は遺構が削平されてしま

らの奈良時代の土坑となるが遺物が全く出土してい

ないため詳細な時期は不明である。

-`2 i
 

A
 

A' 

L=102.10m 

゜
1: 60 2m 

第247図 c区3号土坑

ったB区北側部分からの出土である。(4)の須恵器

漣も住居からの出土はなかった。 (7)は円筒埴輪の

基底部破片である。調査区域内及び隣接地に埴輪を

樹立する古墳の存在は知られていない。

＿二＝／ぇ／ □ ／`／ 

＼

汀

□]I I 4
 

I I 

第248図 古墳時代後期の遺構外出土遺物 ゜
1:3 10cm 
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第7節 奈良•平安時代の遺構と遺物

第7節 奈良•平安時代の遺構と遺物

ー 概要

奈良 • 平安時代の遺構としては、竪穴住居51軒と

掘立柱建物4棟を検出した。

竪穴住居は台地東縁部のA区においては 3軒と少

数であったが、 c区では38軒を検出した。同様の傾

向はB区と重複する前橋市教育委員会調査部分にお

いても見られ、台地中央部一帯に居住域が拡がって

いたことが知られる。

c区においては 8世紀の住居の分布が比較的広範
囲であったのに対し、9世紀の住居はそれよりも集

中傾向にあった。調査区の南半で多く検出した。

2 

A区

住居

2号住居（第249~251図、 PL57• 127) 

位 置 44K • L-7 • 8 

重

形

面

床

複

状

積

埋没土

面

12号溝と重複し、 これに先出する。

長軸を南北に有する長方形を呈する。規模

は長軸4.39m、短軸3.53mを測る。

(12.37) m' 方 位 N-102°-E 

壁際に黒褐色土が三角堆積した他は、暗褐

色土が全層にわたり堆積していた。

遺構確認面から54cmほど掘り込んで床面と

なる。床面は北西隅が高く、東壁、南壁に向かって

12~15cmほど低くなるが、大きな起伏はない。

鼈 東壁の南東隅寄りに造られていた。燃焼部は

一部東壁を掘り込んでおり、全長115cm、燃焼部幅

30cmを測った。右袖部は住居内に52cmほど突出して

おり、内側に袖石を据えていた。左袖部は12号溝と

の重複に削平されていたが、右袖部と相対する位置

に袖石が置かれていた。焚口部分は皿状にくぽみ、

灰が層をなして広がっていた。

ー、3

、

詞 -8

-=三

A
 

A' 

1.暗褐色土

2.黒褐色土

3.黒褐色土

4.黒褐色土

白色軽石、ローム小プロックを多く 含む。

粘性あり。

粘性あり。

12号溝の南側の方が黒色味を増す。

゜
1 : 60 2m 

第249図 A区2号住居（1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

周溝・柱穴 掘られていなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

床 下 掘り方は北東隅が10cmほど下がる他は全体

に浅い。また、精査によりピットを 2本で検出した。

遺 物 寵燃焼部をはじめ小破片が出土したが、形

状等を把握できるものは少量であった。土師器杯（1)

は寵燃焼部からの出土で、外面線刻が施されていた。

南壁際の床面上からは長さ15cmほどの棒状礫5点が

出土している。

掲載した資料の他に土師器破片81点、須恵器破片

1点、軟質陶器破片 1点が出土した。 （観P50・51)

所見 奈良時代の住居と考えられる。

—＝チヤ

叫

□》
詞ー18

B
 

B' 

゜
1: 60 2m 

L=97.40m 

し `
3
 

／ ー・‘`

/ ¥ 
／ 

D I I I ¥¥ 立

叫 叫
D' 

宮下A区 2号住居寵

1.暗褐色土灰白色粘土プロック、焼土粒を非常に多く含む。

2.暗褐色土 焼土粒をごく少塁含む。

3.暗褐色土 2層に類似するが焼土粒を含む割合が少ない。

4.暗褐色土灰白色粘土プロック、焼土粒を非常に多く含む。

5.灰色土灰を主体とする。

6.暗褐色士 灰白色粘土プロック、焼土粒を多く含む。

7.暗褐色土 灰白色粘土小プロック、焼土粒をごく少量含む。

8.暗褐色土粘性あり。

9.褐色土粘性あり。

L=97.20m ゜
1: 30 lm 

第250図 A区2号住居(2)
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第7節 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

/ 1 ロニ

(
11
 

／
 

＇ こ

ー

ロ

り／／ 

＼ ゜
1: 3 10cm 

第251図 A区2号住居出土遺物

A区 3号住居（第252• 253図、 PL57• 127) 

位置 44L• M-8 • 9 

重複 4号住居と重複、これに後出する。

形状 長軸を南北方向に有する方形であるが、規

模は長軸3.23m、短軸3.12mとあまり大差はない。

四隅は整然とした形状である。

三

A' 

面積 7.65対 方位 N-98°-E

埋没土 黒褐色砂壌土、暗褐色土が堆積していた。

床面 遺構確認面から46cm程掘り込んで床面とな

る。床面は北側が高く、南側に向かって深くなって

おり、北東隅と南東隅の比高差は19cmとなる。

鼈 東壁中央から南寄りに造られていた。東壁を

宮下A区 3号住居寵

1.黒褐色土 2層より黒色味強い。白色軽石の粒を含む。

2.黒褐色土粘性あり。

3.茶褐色土 ローム粒を含む。

4.黄褐色土焼土粒、灰を含む。

4’．黄褐色土 焼土の混入量は少量となる。

5.明黄褐色土 ロームを含む。

6.黄灰色土 ロームプロ ックを含む。

6'.黄灰色土 ロームプロ ックと暗褐色土の混土層。やや

黒色味強い。

7.灰黄色土粘性あり。

6
 

三
L=97.00m貯蔵穴

宮下A区 3号住居貯蔵穴

1.褐灰色土 ロームプロ ックを含む。

2.黄色土 ロームプロ ック。

3.褐灰色土 1層より黒色味あり。

A
 

ロごこ□
L=97.50m (A•D) 

A' 

1.黒褐色砂壌土 黄色ローム、直径5mm大の白色軽石(Hr-FP)を全体に含む。

2.黒褐色砂壌土 黄色ローム、直径5mm大の白色軽石(Hr-FP)を全体に含む。黒色粘質土をプロック状に含む。

3.暗褐色砂壌土 黄色ローム、白色軽石を含む(1、2より少ない）。上層からの柱穴と思われる。

4.暗褐色土 黄色ローム粒、白色軽石を少量含む。

5.暗褐色土 4層より黄色味が強い。黄色ロームを多く、白色軽石を少紐含む。

6.暗褐色土 直径5mm大の黄色ローム、白色軽石を多く含む。

7.黒褐色土 黄色ロームをプロ ック状に含む。最大径は10cm。 O 1: 60 2m 

第252図 A区3号住居(1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

堀り込んで燃焼部が設けられており、袖部は認めら

れなかった。残存規模は長さ76cm、焚口部幅68cm、

燃焼部幅49cmを測った。

煙道部は全て削平されていた。燃焼部の使用面中

央の狭い範囲に灰、焼土の堆積が認められた。

周溝 ・柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅で検出した。平面形は不整形である。

断面形は2段に掘り込まれており、南西隅がピット

状に深くなっていた。規模は長軸64cm短軸53cm、深

さ26cmを測った。

床下 掘り方も南側が深く、北側がやや浅めであ

-=三

ロ0
0
 

り

叫

u| 

った。精査の結果寵焚口部の手前に長軸110cm短軸

87cm、深さ22cmの土坑状の掘り込みが検出された。

この他に中央やや北側寄りで3本、南壁際で 1本ピ

ットを検出した。

遺 物 床面直上からの出土遺物は全くなかった。

杯(1)は破片の状態で南東部分の床面からやや離れ

た高さから、杯（2）は3分の 2ほどの残存で貯蔵穴

内から出土した。

掲載した資料の他に土師器破片11点、須恵器破片

1点が出土した。 （観P51) 

所見 奈良時代の住居と考えられる。

ー ／

B
 

B' 

-―  

、べ

2 

゜
1: 60 2m L=97.50m 

゜
1:3 10cm 

A区 7号住居

第253図 A区3号住居（2)・出土遺物

面積 (27.22)対 方位 N-2°-W

（第254~257図、PL57• 58 • 127 • 128) 

位置 44I -10~12、44H-10• 11 

重複 1号址に後出、 28号溝に先出する。

形状 東側の一部が調査区域外に及び、北壁・東

壁の一部が未検出である。また、 28号溝との重複に

より中央部の床面が広範囲にわたり削平を受けてい

る。南西隅が鈍角をなすため西壁を上辺、東壁を下

辺とする台形状のプランが想定される。残存長は南

北長5.77m、東西長5.46mである。

228 

埋没土 黒褐色土がレンズ状に堆積、混入物により

分層される。

床面 遺構確認面から52cmほど掘り込まれて床面

となる。西側が商く、東側に向かって低くなる。床

面はローム層を掘り込んで造られており、東側は著

しく踏み固められていた。検出時にみられた小さな

凹凸は地震の影響によるものと考えられる。

鼈 検出できなかったが、床面上の焼土・灰層の

検出状況、堆積士中の粘土ブロックの混入状況から



第7節 奈良•平安時代の遺構と遺物
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L=98.30m 

II 
B' 

L=97.70m (B • C) 

1.黒褐色土 白色軽石を霜降り状に混入。茶褐色土の小粒も同様に混入。 15.暗褐色土 9層に類似するがやや茶色味をおびる。軽石の混

2.黒褐色土 1層と類似するが灰色味が強い。 入も 9層より少最。

3.暗褐色土 黄褐色土のプロックを含む。 16.黒褐色土 茶褐色土の小プロック、炭化物、焼土粒を含む。

4. ロームプロック 17.黒褐色土 16層に類似するがやや灰色味をおびる。

5.黒褐色土 As-C混じりの黒色土が大型のプロ ック状に混入。 18.黒褐色土 16層・ 17層に類似するが茶褐色土のプロ ックの混

5'.黒褐色土 5層より更に黒色味強い。 入がない。

6.黒褐色土 5層に類似するが黒色土の混入はない。 19.黒褐色土 16層より黒色味は全体に増す。焼土粒の混入も多

6'.黒褐色土 6層に比して茶褐色土の混入が少ない。 い。

7.黒褐色土とロームプロ ックの混土層

8. ロームと茶褐色土の混土層

9.黒褐色土 1層に類似するがやや砂質。

9'.黒褐色土 9層に類似するが茶褐色土の小プロックを散見する。

9".黒褐色土 9層と類似するが、灰褐色土を含む。

10.黒色土 ロームの混入は少ない。

11.ロームプロック

12.暗褐色土表土。

13.暗褐色土 表土。やや茶色味あり。

14.暗褐色土 鉄分が凝集しており、赤茶色味をおびる。As-Aを散見。

20.焼土プロック

21.黒褐色土 19層に類似するが、やや黒色味薄れる。

22.粘土層 焼土、ローム小プロックを含む。

23.灰層炭化物を含む。

24.灰褐色土 暗褐色土と粘土の混土層。

25.灰色の粘土ブロック 鼈の構築材か。

26.黒褐色土 灰色土粒、 As-Cを少菫ずつ含む。

27.ロームと茶褐色土の混土層

28.黄褐色土 汚れたロームをプロック状に含む。

29. 28号溝埋没土

第254図 A区7号住居（1) ゜
1: 60 2m 
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

調査区域外間近に位置すると考えられる。調査区境

から検出した礫は寵補強材の可能性を有している。

周 溝 一部未検出の部分があるものの各壁下で検

出した。幅は 8~18cm、深さは2~15cmである。黒

色土が堆積していた。

柱穴 北東隅を除く 3本を検出した。いずれも柱

痕は確認できなかった。柱穴 lは長径69cm短径52cm、

深さ66cmを測る。埋没土は、上層に黒褐色土、下層

に茶色味をおびる暗褐色土が堆積していた。床面か

---I  t-

し；）

□̀
 

＼
 

尼
柱穴 1

28号溝

ら約20cmの位置から有舌尖頭器が出土した。床面精

査時に南東側に長径41cm、深さ41cmのピットを検出

している。また北側に 2本ピットを検出した。

柱穴2は長径51cm短径40cm、深さ79cmを測る。上

層にロームが多く流入し、床面との識別が困難であ

ったため床面下精査の途中で検出した。中 ・下層は

やや灰色味をおびた暗褐色土とロームブロックの混

土層である。掘り方は 2本あり、建て替えがあった

可能性もある。

呵／ジ

L, 

但

D
 

柱穴3：。
¼/ o\ 仁~ 吋

D
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E
 

E' 

゜
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第255図 A区7号住居（2)
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柱穴3は長径70cm短径41cm、深さ68cmを測る。南

西側に深さ31cmのピットが接している。埋没土は上

層に黒褐色土、中・下層にロームブロックを多く含

む暗褐色土が堆積していた。

貯蔵穴 明瞭な形では検出できなかったが、南東隅

部分は床面下精査時に土坑状に落ち込むことが確認

されたため、ここに貯蔵穴が存在した可能性が考え

られる。

床下南東隅が土坑状に据り込まれていた他は全

第7節 奈良•平安時代の遺構と遺物

体に小さなピット状の掘り方基底面が検出された。

遺物床面直上からの出土は少量である。柱穴 1

の西側床面上から錐(18)が出土している。土器は南

壁際から杯(1)が出土した。西壁際では須恵器蓋(10

• 12)が床面から離れて出土している。

掲載した資料の他に土師器破片1,000点、須恵器破

片45点、軟質陶器破片 1点、陶磁器破片2点が出土

した。 （観P51・52)

所見奈良時代の住居と考えられる。

」-

←ヘ ーミ’--＿一—---::::----- 2 

三`□口／
一
□`三／

二三ニ ーこニロ ーここ：

~10二11 /~三可三:o-12

ロニ口 ロー

〇 1:3 10cm 

第256図 A区7号住居出土遺物（ 1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

ー／
／ ／ 

ヽ

0 1:3 10cm 

第257図 A区7号住居出土遺物（2)

B区 0号住居（第258• 259図、 PL58)

概要本住居は前橋市教育委貝会が宮下遺跡13号

住居として調査報告した住居である。今回再度位置

を確認、掘り方部分の調査を実施した。

位置 44S • T -17 • 18 

重複 4 号• 6号・ 10号溝と重複、いずれの溝よ

り先出である。

形状 ほぽ正方形を呈している。規模は東西長で

5.44m、南北長で5.42mを測った。

面積 （24.62)吋 方位 N-78°-E

埋没土確認面から 9cm程で掘り方基底面にいたる。

鼈焚口部幅52cm、燃焼部幅40cm、全長67cm、東

壁の中央からやや南側寄りに造られていた。燃焼部

を住居内から一部東壁を掘り込む位置においていた

と考えられ、長軸116cm短軸79cmの土坑状の掘り方

D
 

D' 

ーミマ勺ー 一
宮下B区0号住居寵

1.暗褐色土 しまり弱い。直径5~20mm程のロームプロック、焼土プロ

ック、灰が不均質に混じる。炉掘り方。

2. にぶい黄褐色土 ロームを主体とし暗褐色土を少最含む。硬くしまる。

3.暗褐色土 ロームプロックを少量含む。

v̀ 
、g

Q 

口

ごーし二---こr 吋＼ 吋

第258図 B区0号住居 ゜
1: 60 
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第 7節 奈良•平安時代の遺構と遺物

を検出した。

前橋市教育委員会の調査では寵は 2基検出された

との記録がある。

周溝検出されなかった。

柱 穴 4本掘られていた。柱穴1は長径40cm短径

32cm、深さ16cm。柱穴2は長径67cm短径49cm、深さ

77cm。柱穴3は長径53cm短径31cm、深さ71cm。柱穴

4は長径52cm短径35cm、深さ64cmである。

貯蔵穴 南東隅に設置されていた。長径104cm短径

76cm、深さ19.5cmを測り、平面形は四角形であった

か。

床下掘り方基底面は起伏に富み、南東隅寄りが

低く下がったのをはじめ、南西隅、中央からやや南

壁寄りあるいは柱穴3 • 4の周辺で土坑状の掘り込

みを検出した。

遺物据り方埋土中から杯（ 1• 2)、甕（3）の破

片を検出した。

掲載した資料の他に土師器破片48点、須恵器破片

3点が出土した。 （観P52) 

所見奈良時代の住居と考えられる。

□ 口 ＼□□□II 

゜
1 : 3 10cm 

第259図 B区0号住居出土遺物

B区 1号住居（第260~262図、 PL58• 128) 

位置 45B-9、45C-9 • 10 

重複南側は用水路により削平されていた。

形状調査区の南西隅に位置したため、東壁とこ

れに続く床面の一部を検出したに止まり、大半が調

査区域外に及んだ。残存規模は南北長4.53m、東西

長1.62mである。

面積計測不能 方位 N-57°-E

埋没土暗褐色土が堆積していた。

床面遺構確認面から51cm程掘り込んで床面とな

る。

竃東壁に造られていた。住居内に燃焼部を置き、

左右の袖部には黄褐色ロームを構築材として使用し

ていた。最終使用面には灰が層をなしていた。規模

は全長84cm、焚口部幅57cm、燃焼部幅39cmであった。

周溝・柱穴 検出されなかった。

訊 ＼へ

A 4 3 A' 

D D' 

-—文三

L=97.10m 貯蔵穴

宮下B区 1号住居貯蔵穴

1.暗褐色土焼土粒を少量含む。

1.黒褐色土 直径1mm大の白色軽石と、黄色土粒を少量含む。

2.暗褐色土 直径3~4mm大の黄色ロームを多く含む。直径

1 mm大の白色軽石を含む。

3.黒褐色土 黄色ローム粒、白色軽石を少最含む。

4.暗褐色土 黄色ローム土をプロック状に含む。

5.黒褐色土 黄色ローム粒、白色軽石を少量含む。

6.黄褐色ローム土

7. 暗褐色土 黄褐色ローム土をプロック状に含む。

8. 暗褐色土と黄褐色ローム土の混土

゜
l : 60 2m 

第260図 B区1号住居（1)
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第4章

貯蔵穴

南端は用水路により削平されていた。長軸の残存長

63cm短軸幅55cm、深さ25cmを測った。平面形は隅丸

長方形が推定される。

床 下

富田宮下遺跡台地部分の調査

調査時の所見では寵の右前に位置していた。

床面下10~20cmで掘り方基底面に達してい

遺 物

燃焼部内出土の破片資料である。

掲載した資料の他に土師器破片105点が出土した。

（観P53) 

所 見

床面直上からの出土はなかった。甕（3）は寵

奈良時代の住居と考えられる。

た。

＼へ

g̀ 
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＼ 
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cゞ ヽ＼/ I ¥,,.--j C' 

口
叫 叫

゜
l : 60 2m 

c
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宮下B区 1号住居竃

1.暗褐色土 灰白色粘土小プロ ック、焼土粒を多く含む。

2.赤褐色土 焼土プロックを非常に多く含む。

3.灰褐色灰層 灰を主体とする層。

4.赤褐色土焼土層。

5.黄褐色ローム層 袖部分。

6.暗褐色土 焼土プロ ック、ロームプロ ックを多く含む。

7.暗褐色土焼土粒を多く含む。

8.灰褐色土 ローム粒を含む。

9.暗褐色土焼土粒を含む。

゜
1: 30 lm 

L=97.60m 
第261図 B区1号住居（ 2)

←・ 1 

‘ 

゜
1 : 3 

I I 3 
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第262図 B区1号住居出土遺物
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B区 7号住居（第263~265図、 PL58• 128) 

位置 45C・D-15・16

重複 4 号・ 1~ ・ 11号住居、 1 号溝と重複する。

1号溝は本住居より後出である。

形状 南東隅、南西隅を含む南側部分が削平を受

けていたが、東西に長軸を有する方形または長方形

であったと推定される。規模は東西長4.48m、南北

の残存長4.00mである。

面積計測不能 方位 N-48°-E

埋没土 中央部分の上層に暗褐色土が、中央部分の

下層から壁寄りに黄褐色土がいずれもレンズ状に堆

積していた。

＼又
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柱
穴
4

、
口
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柱
穴
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床面遺構確認面から46cm程掘り込まれて床面と

なる。中央部分でやや浅くなっているがほぼ平坦で

ある。

竃確認できなかった。

周溝据られていなかった。

柱 穴 4本掘られていた。いずれも底面の平面形

が長円形を呈していた。柱穴1は長径74cm短径63cm、

深さ54.5cm。柱穴2は1号溝に削平されたが長径52

cm短径47cm、深さ68cm。柱穴3は長径62cm短径60cm、

深さ53.5cm。柱穴4は長径51cm短径39cm、深さ72.5

cmである。

貯蔵穴確認できなかった。

、g

E E' 

＼ 

1号溝

F F' 

： 柱穴2
＼ 

柱穴3

4号住居

吋
A' 二L=98.50m柱穴4

1.暗褐色土 白色軽石を少最含む。

2.暗褐色土 白色軽石を多く含む。

3.黄褐色土 ロームプロックを非常に多く含む。

4.暗褐色土 ローム小プロックを多く含む。

5.茶褐色土 ロームプロックと暗褐色土の混土層。

宮下B区 7号住居柱穴1

1.暗褐色土 ローム粒を非常に多く含む。

2.黒褐色土 ローム小プロックを少量含む。

3.黒褐色土 2層に類似するがより多くローム小プロックを含む。

4.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

宮下B区 7号住居柱穴2

1.暗褐色土 ローム粒・小プロックを多く含む。

宮下B区 7号住居柱穴 3

1.暗褐色土 ローム小プロックを少量含む。

2.暗褐色土 1層に類似するがより多くローム小プロ ックを含む。

3.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土粒を少量含む。

4.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

宮下B区 7号住居柱穴4

1.黒褐色土 ローム粒を少量含む。

2.黄褐色土 ロームを主体とし黒色土小プロックを少量含む。

3.暗褐色土 ローム小プロックを多く含む。

o l : 60 2m 

第263図 B区7号住居（1)
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

床下全体的に起伏の大きな掘り込みがみられ、

ピット状を呈する部分もあった。

遺物柱穴3の南側、南西部分の床面直上から須

恵器蓋（5）が出土した他は床面からやや離れて、ある

いは埋没土中からの出土である。

掲載した資料の他に土師器破片322点、須恵器破

片8点、弥生土器破片6点が出土した。 （観P53) 

所見奈良時代の住居である。
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第265図 B区7号住居出土遺物

B区 8号住居（第266• 267図、 PL59• 128) 埋没土 暗褐色土、黒褐色土が10~20cmの厚さで堆

位置 44Q• R-18 • 19 

重複 3号溝、 14号・ 15号住居と重複、両住居よ

り後出、 3号溝より先出。

形状南北に長軸を有する長方形である。南東隅

は3号溝により削平を受けている。その他にも壁の

立ち上がりが検出できない部分が数箇所におよんだ。

規模は南北長4.73m、東西長3.27mである。

面積 （12.93)吋 方位 N-87°-E

236 

積していた。

床面遺構確認面から56cm程掘り込まれ床面とな

る。下位に14号住居が重複するため壁際が高く、中

央部分がやや低くなっていた。

鼈 東壁中央から南東隅寄りに位憧するが、 3号

溝によりその大半が削平を受け、燃焼部の一部を検

出するに止まった。

周溝・柱穴・貯蔵穴 確認されなかった。
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D
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一
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宮下B区 8号住居寵

1.暗褐色土 しまり弱い。ローム粒を少量含む。炭化物、焼土粒

を少量含む。

2.暗褐色土焼土粒、灰を多く含む。

3.黒褐色土 白色軽石をやや多く含む。暗褐色土プロックを多く

含む。

違
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3号溝
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゜
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L=98.60m (A~D) 

1.暗褐色土 ローム粒、 As-Cをやや多く含む。

2.暗褐色土炭化物、 As-Cを少量含む。

3.黒褐色土 炭化物、 As-Cを少量含む。やや粘性あり。

4.暗褐色土 ロームプロック、 As-Cを少は含む。

5.黒褐色土 しまり弱くやや粘性あり。 As-Cを少贔含む。

6.暗褐色士 炭化物を少量含む。しまり強く硬い。 As-C

をやや多く含む。

7.黒褐色土 しまり弱い。 As-Cを少量含む。

8.暗褐色土と黒色土の混土層 しまり弱い。 As-Cを少贔

含む。

9.暗褐色土 ロームブロックを多く含む。

10.暗褐色士 ロームプロックを少蘊含む。ややしまりあ

り。

11.黒褐色土 As-Cを少嶽含む。灰を多く含む。

12.暗褐色土 ロームプロックを多く含む。しまりあり。
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3号溝

宮下B区 8号住居床下土坑

1．灰層 炭化物等をわずかに含む灰の層。硬くしまる。

2.暗褐色土 白色軽石、ロームプロックを少量含む。

゜
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第4章 富田宮下遺跡台地部分の調査

床下 14号住居と重複しており、全体を詳細に検

出することは困難であった。厚さ10~15cm程の掘り

方を有していた。寵焚口部前には灰層が直径80cm程

の範囲に厚さ 2~3 cm程堆積していた。

遺物西側の床面直上から線刻のある杯（1）が出

土している。須恵器長頸壺（6）の口縁部は床面の西・

東側の広範囲から出土した破片が接合したものであ

る。他は埋没土中からの出土である。この中には土

製の羽口（7）の破片も含まれている。

掲載した資料の他に土師器破片371点、須恵器破

片13点が出土した。 （観P53• 54) 

所見奈良時代の住居と考え られる。
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第267図 B区8号住居出土遺物

／口、

゜
1:3 10cm 

B区 9号住居

（第268~270図、 PL59• 128 • 129) 

位置 44P• Q-19 • 20 

重複 3号井戸、 2号・ 3号溝に先出する。

形状他遺構との重複により、壁面、床面の多く

が削平されている。また、東壁南半は調査区域外に

及んでいた。形状は南北に長軸を有する長方形を呈

しているが四隅の中で検出されたのは北東部分のみ

である。規模は長軸5.34m、短軸4.12mである。

面積 （18.59)可方位 N-15゚30'-E

埋没土 暗褐色土が堆積していた。

床面遺構確認面から30cm程掘り込まれて床面と

なる。調査区域境における土層観察では厚さ25cmの

埋没土の堆積が認められた。床面には大きな起伏は

ないが北側が高く、南側に低くなる傾向が認められ

た。

竃確認できなかったが、 B-B'の土層断面で焼

土を含む土粒の堆積が確認されていることから、東
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壁に造られていた可能性が高い。

周 溝床面精査時に東・北壁下に溝状の掘り込み

を検出した。これが周溝である可能性が高い。幅20

~27cm、深さ l~7 cmであった。

柱穴・貯蔵穴確認できなかった。

床下床面下10~20cmで掘り方基底面にいたった。

北東隅、中央、南東部分に土坑状の掘り込みを、他

にピット 4本を検出した。南東部分の土坑は貼床下

に深さ 6cmの掘り込みを有し、基底面に3~5 cmの

厚さで灰が堆積していた。

遺物南壁床面直上から杯（2)、甕（7・8)が出土

した。北壁際出土の杯（1）も床面直上からの出土であ

る。南壁際の土器の東側からはこも組み石状の礫が

多数出土しており、この中に敲石(9)が含まれていた。

掲載した資料の他に土師器破片134点、須恵器破

片16点、軟質陶器破片 1点が出土した。

（観P54 • 55) 

所見 奈良時代の住居である。
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1.表土

2.黒褐色土 白色軽石を少最含む。

3.暗褐色土 白色軽石をやや多く含む。

4.暗灰色灰層 焼土プロックを少量含む。

5.暗褐色土 焼土プロックを多く含む。

6.暗褐色土 白色軽石を少量含む。

7.黒褐色土 白色軽石を少量含む。

8.暗褐色土 ローム小プロックを多く含む。

9.黒褐色土 ローム小プロック、白色軽石を

少量含む。

10.暗褐色土 ローム小プロックを少罷含む。

硬くしまる。

11.暗褐色土 ロームと焼土、灰の小プロック

を非常に多く含む。硬くしまっ

た床面と思われる。

12.暗褐色土 焼土と灰の小プロックを非常に

多く含む。 11層ほどしまらない。

13.灰色灰層 焼土や炭をわずかに含むほぽ純

粋な灰である。床下土坑に貼っ

たような状態である。硬くしま

る。

14.暗褐色土とロームプロックの混土 ややし

まるが11層よりは軟質である。

15. 暗褐色土 焼土小プロックを多く含む。

゜
1: 60 2m 

第268図 B区9号住居
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